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ＡＭＤＡへのご支援を!

国際ボランティア・ダイヤル
　　　　　ご自宅からできる国際貢献にあなたも参加しませんか。

　　　　国際協力・ボランティア活動等、日頃からやってみたいと思うけれど、

　　　　　　　　参加方法がわからない、情報がない‥‥という方、

　　　　　　　また｢ボランティア｣という言葉は聞いたことがあるけれど

　　　　　自分が参加することはあまり考えたことがなかった‥‥という方。

ご自宅や事務所からおかけになる国際電話を通じて国際協力活動に参加してみませんか？

　　　　　　　　　　｢001(KDD)｣で国際電話をおかけになると、

　　　　その国際電話料金に応じてKDDから｢ＡＭＤＡ｣に対して資金協力され、

　　　　　　その資金は｢ＡＭＤＡ｣の国内・海外の人道援助活動費用として

　　　　　　　　　　　　　有効に使わせていただきます。

　　　　　　　　　　※登録料や基本科等は一切かかりません。

　　　　　　　　　　　　お問い合わせ先:AMDA本部事務局TEL:086-284-7730

たとえばニューヨークヘ､ダイヤル直通。

001－1 －212 －先方の電話番号
最初の0を雀いて下さい。

●

●

詳しくはKDDのオペレータがご案内します｡お気軽に､局番なしの0057(24時間･無料)へどうぞ。
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○インド連邦カルナタカ州無医村

　地区巡回診療プロジェクト　1988年

＠ネパール王国ビスヌ村地域保健医療

　プロジェクト　巡回診療のみ継続中

　　　　　　　　　　　　　　　1991年

＠在日外国人医療プロジェクト

　(東京･大阪)

　1991年４月17日に

AMDA国際医療情報

センターを設立。 93

年５月より(財)東京

都健康推進財団の外

国人医療関連事業の

委託もうける。在日

外国人を初めとする関係者からの医療に関する電話

相談、受け入れ医療機関の紹介などを実施。

○イラン国内クルド湾岸戦争被災民救

援プロジェクト 1991年

＠ピナツボ火山噴火被災民救援医療

プロジェクト 1991年

＠エチオピア・チグレ州難民救援医療

　プロジェクト

＠バングラデシュ・ミャンマー

　難民緊急医療プロジェクト

＠ネパール国内ブータン難民’

　緊急医療プロジェクト

　1992年５月よりネパー

ル支部により活動開始。

現在難民と地元ネパール

人民双方を診療する第二

次医療センターとしてそ

の地の基幹医療機関の役

割を果たしている。

1992年

1992年

＠カンボジア地域医療プロジェクト

　1992年より、プノム

スロイ群病院の支援を

開始。近辺の村を予防

接種、蚊帳の無料配布

プロジェクトを実施。

＠ネパール・タンコット村眼科医療＆

　母子保健プロジェクト
　1992年よりカトマン

ズ近郊のタンコット村

で眼科検診・診療と母

子保健を中心に据えた

総合地域保健プロジェ

クト開始。

●インドネシア・フローレス島大震災

　救援医療プロジェクト　1992年12月

＠ソマリア難民緊急援助医療

　プロジェクト

　1993年1月よりケニ

ア､ジプチ､ソマリア本

国難民救援医療活動を

｢アジア多国籍医師団｣

として開始。

＠ジブチ産婦人科病院人材育成

　プロジェクト　　　　　　　　1993年

ｅネパール・バングラデシュ大洪水被

　災民緊急救援医療プロジェクト1993年

●タイ国チェンライAIDSプロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　　1993年

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●
●
●
●

●難民などの緊急時に俊敏に対応できる全支部か●

゜ら（15ケ国）から構成されたＡＭＤＡの緊急救援
：医療部門である。

●

●
●
●

● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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●インドボンベイ周辺地域保健医療

づプロジェクト

」993年10月のソラ

プール地震被災者巡回

診療の後をうけての整

形外科診療・知能障害

児早期発見・防止医

療、高齢者・母子医

療、エイズ防止教育の

各プロジェクトを1995年４月より開始。

●カンボジア精神保健プロジェクト

　　　　　　1994年より、プノ

　　　　　ンペン市内のシア
●｀　●メータ病院で、カン

　　　　　ボジア国内初の精神

　　　　　科病棟を設置。病院

　　　　　スタッフのトレーニ

　　　　　ング、薬剤の提供を

　　　　　行っている。

●’●

＠インドネシアスマトラ島南部地震

　救援医療プロジェクト　　1994年2月

＠モザンビーク帰還避難民プロジェクト

　1994年２月よりモ

ザンビーク南部カザ

州において開発医療

活動を行っている。

＠旧ユーゴスラビア日本緊急救援

　NGOグループ援助プロジェクト

　1994年６月より日

本緊急救援NGOグ

ループ（JEN）の活動

として、クロアチア、

セルビアにおいて、

緊急医療、生活改善

指導、職業訓練、教

育、物資援助などの多方面にわたる援助を行う。

●ネパール・タメル地区ストレートチ

　ルドレン診療プロジェクト　1994年2月

●ルワンダ難民緊急救援プロジェクト

　1994年５月より、北

部ガラマ難民キャンプ

で、ルワンダ難民を対

象に緊急救援プロジェ

クトを開始。

　　　撮影　山本跨文氏

＠ルワンダ難民　緊急救援ゴマ

プロジェクト 1994年８月

ｅルワンダ難民緊急救援ブカブ

プロジェクト 1994年８月

＠ルワンダ国内病院再建プロジェクト

　ル・トンド診療所

(ルワンダキガリ市)

国内避難民、住民を対

象に94年10月より支

援活動を開始。

ΦタイHIV患者カウンセリング

プロジェクト 1994年10月

eJlcAフィリピン・ターラック州家族

　計画母子保健プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　1994年10月

＠阪神大震災緊急救援プロジェクト

　1995年1月神戸市長

田区において地震被災

者に対する緊急援助活

動を実施。

＠JICAザンビア保健医療プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　　　　1995年4月

＠インド地域医療プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　　　　1995年4月



Ｗ

●チェチェン難民救援プロジェクト

　１９９５年４月より

（JENの活動として）ロ

シアのイングーシ、

チェチェンにおいて、

救急医療および子供の

ための予防接種プロ

ジェクトを開始。

＠サハリン大震災緊急プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　1995年5月

＠スーダン国内避難民救援プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　　　1995年

ｅアンゴラ帰還難民プロジェクト

　　1995年ア月よりア

ンゴラヘの難民帰還を

促進する為、北部ザ

イール国境付近の病院

を再建する。

●タイ　アニマル・バンクプロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　1995年7月

Φ北朝鮮大洪水救援プロジェクト

＠ミャンマー地域医療プロジェクト

　1996年３月、ABA、

MISとの協力で浄水器

一台をメティーラ市の

カンナジョン寺院に設

置。救急車も贈呈。地

域の衛生状態の改善、

地域医療活動を行う。

＠ＩＮＮＥＤ(緊急救援と開発のための国際

　ＮＧＯネットワーク)プロジェクト

　1994年10月、岡山国際貢献NGOサミット時に設

立される。インドネシア、バングラデシュ､フィリピ

ン､ボリビア､ブラジルでは緊急事態対応体制と称し

て､NGoによる相互理解と相互支援のネットワークe゛●

作りを開始した。

●中国雲南省緊急救援プロジェクト

　1996年１月に発生

した大震災緊急救援の

ため、医薬品や生活物

資を送る。更に、医師

ら数名を派遣した。

1995年9月　　＠中国四川省雪害緊急救援プロジェクト

ｅインドネシアスマトラ島大震災救援

プロジェクト 1995年10月

Φメキシコ大震災緊急救援プロジェクト

　1995年10月に発生

した大震災緊急救援の

為医薬品と医師ら４名

を派遣

1996年２月

●インドネシアビアク島大震災緊急救

　援プロジェクト
　19％年２月ビアク島

でM8.0の地震が発生。

インドネシア支部よ

り、Dn2名、日本支部

より調査員１名派遣。

抗生物資、生活物資を

送った。

＠フィリピン台風被害救援プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　1995年10月　　●中国雲南省趙君支援プロジェクト

＠インドネシア中央スラウェシ島地震

救援プロジェクト

1インドネシア・ジ

プロジェクト

1996年

●インドネシア・ジャワ島地域医療

1996年

＠中国雲南省小学校再建プロジェクト

＠中国雲南省診療所設置プロジェクト

　　　　　　　　　　　　1996年3月

fi‘’ ●



＠中国新彊ウイグル自治区地震緊急

プロジエ‘クト 1996年3月

●中国四川省チベット族ヘルスポスト
プロジェクト 1996年4月

●モザンビーク地域総合振興

　プロジェクト（ガザ州）

●ケニアヘルスセンター支援

　プロジェクト

ｅレバノン被災民緊急救援

　プロジェクト

●｀　●　４月日日イスラエル

　　　　　はレバノン南部に無差

　　　　　別砲撃を開始した。避

　　　　　難民救済のために、緊

　　　　　急救援チームを派遣し

　　　　　た。

●･●

●バングラデシュ・サイクロン緊急

救援プロジェクト

　５月13日発生した竜

巻による被災者救援の

ため医薬品と医師、看

護婦、調整員を派遣し

た。

1996年5月

●ウガンダ地域保健プロジェクト

●ボスニア難民被災民救援

　プロジェクト 1996年6月

　1996年１月よりサラ

エボ、ゴラジュデ、

八二ヤルカにおい

て、病院再建、医療

技術支援などの活動

を実施。

＠中国貴州省大洪水緊急救援

プロジェクト

＠UNVロシア連邦サハ共和国医療協力
プロジェクト 1996年7月

＠メコン川流域（ベトナム､･カンボジ
　ア・ラオス）大洪水被災者緊急救援

プロジェクト

　9月半ばよりメコン

川の水位が増し大洪

水が発生。洪水の被

災者救済と感染病予

防のため緊急医療

チームを派遣した。

1996年10月

●ケニア赤痢緊急救援プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　1996年11月

＠インド・サイクロン緊急救援

プロジェクト 1996年11月

＠ルワンダ難民救援プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　1996年11月

⑤ボスニア医師専門技術研修

プロジェクト 1996年11月

＠サハ共和国医師専門技術研修
プロジェクト 1996年11月

1996年7月

　　　　　　　AMDA概要

【理念】Better Quality of Life for a Better Future

【沿革】1979年タイ国にあったカンボジア難民

キャンプにかけつけた一名の医師と二名の医学

生の活動から始まる。

【現状】アジアの参加国は18ヶ国。会員数は日

本約1,500名，海外約200名。世界各地で種々の

プロジェクト，フォーラムを実施中。

【入会方法】郵便振替用紙にて所定の年会費を

納入して下さい。

　　　　　　　・医師会員　15,000円

　　　　　　　・一般会員　10,000円

　　　　　　　・学生会員　7,500円

　　　　　　　・法人会員　30,000円

　　　　　　　・賛助会員　2,000円

　会費は入会の月より一年間有効です。入会の

月より，毎月会報を送付します。賛助会員には

「ＡＭＤＡダイジェスト」をお送りします。

　　　●振込先　郵便振替口座

　　　　　　　　　口座名義　ＡＭＤＡ

　　　　　　　　　口座番号　01250-2-40709
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　　今なぜNGOなのかﾚ‾ｽﾞこ414
Aネパール子ど

七

I　　　　　　　　AMDA代表　菅波　茂

　1997年５月３日より３日間「AMDAネパールこども病院」建設協賛バザーがジャスコ岡山

店にて駐日ネパール王国大使御夫妻をオープニングセレモニーにお迎えして開催された｡主

催はジャスコ西部カンパニーとAMDA、後援はネパール王国大使館とヒマラヤ観光開発で

あった。バザー品は48店舗のジャスコおよびジャスコ専門店の従業員が持ちよった善意の

商品５千点であった｡バザーの収益金は「ＡＭＤＡネパール子ども病院」建設に寄付していた

だいた。ジャスコの社訓に景気不景気に変わりなく「社会貢献」をするという項目がある。

事実､イオン環境財団を運営して環境に貢献する民間団体を資金面より支援している｡なお、

今回のバザーに関してジャスコ西部カン八二－支社長松井氏､社長室広報部長広田氏および　

e’●

ジャスコ岡出店店長山内氏をはじめとする関係者の方々にこの紙面を借りて厚くお礼を申し

上げる。５月２日の歓迎会には岡山からネパールを支援しているたくさんの方々や団体が参

加して、ネパール王国大使御夫妻より感謝の言葉をいただいた｡大使御夫妻も地元の日本舞

踊､お琴､津軽三味線そして民謡による歓迎や関係者との歓談に楽しい一時を持っていただ

いた。この場で近藤祐次ＡＭＤＡ事務局長より「岡山－ネパール連絡会」構想が提案され､満

場一致の拍手で採択された。岡山とネパールの更なる交流と協力の推進が期待される。

　私自身、５月７日から４日間ネパールを訪問した。日本大使館、ネパール政府関係大臣、

ブドワール市関係者、AMDAネパール関係者などたくさんの人達にお会いした。ＡＭＤＡネ

パール子ども病院は現地では「シッダルタ母と子ども病院」と呼ばれていた。理由はこの病

院の建設予定地であるブドワール市から４０ＫＭ離れたところにルンビニーがある｡ルンビ

ニーはお釈迦さんが生まれた､仏教徒にとっての聖地である。ちなみにヒンズー教徒にとっ

てもお釈迦さんは神々の一人である｡お釈迦さんの母であるマヤーデイビーは出産後１週間　一●

で死亡している。だから母と子ども病院なのである。ブドワール市はネパールの東西南北の

交通の要地である。アクセスは抜群である。この病院設立により恩恵を受ける母と子どもの

数ははかりしれない。

　この病院はネパールの主義主張を超えた超党派で支持されている｡豊かな人達も貧しい人

達も熱狂的に待ち望んでいる｡政府も建設予定地の正式譲渡を決定した｡地元で積極的に誘

地運動を展開しているのがブドワール市商工会議所である｡病院建設による地域経済活性化

を望んでいる。実際、病院ができれば薬局、食堂、一般商店などが門前街となって活況を呈

することはカトマンズ市でも実証済みである｡ブドワール市商工会議所は日本との経済交流

を望んでいる｡夏になると商工会議所会頭が日本を訪れる｡病院建設関係者に対するお礼と

ともに経済交流促進のミッションを兼ねている。人間関係には３種類ある。

６　国際医療協力　vol.20　N0.5 1997
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１）フレンドシヽップ　２）スボンサーシ･ソブ　３）バートナーシ･ソフ

　番９ましいのはお互いに必要としあうパートナーシップであるＪＡＭＤＡネバー･ル子と

し!ふ院」のご縁がビジネスヘと発展していき、ブドワール市と日本との相り｡地域活性化へと

Ｌハれればこれにまさる喜びはない｡ﾌﾞドワール市には豊かな人もいれば多くの貧しい人達

もいる｡一心人gJなことは「今日の家族の生活」である。即ち、食べることである。医療は

壬い次である。ビンリスは食べることに直結する。どんなビジネスが具体化するのか今から

;……=し‥;･ｋ‘､ｺﾞある。

jlj-､‘･………Dﾂﾞい､｡ごtl一一一･ﾚ!’-｡3?･I一色病ilSE41_i建設関係者の方々が食べることに直結するビジネスの分野に

j……l’･こrづj:|‾勝次ご協力をいただければ、これは私のみならずブドワール市において、切実な

ドヅであヅだことを報告したい。

ＪＪ　　　　Ｒｉ恚r　　　　摩斤
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ザ
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収
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ザ
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ザ
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行
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ＡＭＤＡネパール子ども病院支援バザー報告

　　駐日ネパール王国大使来岡

　ネパールヘ病院を！と各地で支援バザーを行われているジャスコ西部カン八二－より

ＡＭＤＡネパール子ども病院建設への支援バザーをとの申し出があり、５月３日～５日まで、

ジャスコ岡出店に於いてバザーとパネル展、ビデオ放映が行なわれた。

　このバザーにはケダル･バクタ・マテマ駐日ネパール王国大使ご夫妻も参加され､前日に

はご夫妻の歓迎式典（於：ジャスコ岡山店）や、夕食会（於：すこやか苑）が開催された。

夕食会には日頃よりネパールと関係の深い方々、及び会社、団体の皆さんが多く参加され、

大使ご夫妻に岡山とネパールの幅広い友好親善についてご理解いただくとともに､琴､尺ハ

の演奏を披露して親交を深めることができた。また岡山城､後楽園へご案内し、ご夫妻は薫

風かおる岡山の休日を満喫された。

　バザーの収益金の贈呈式が１８日に行なわれ､ジャスコ岡山店山内店長より菅波代表に目

録が手渡された。

JJ　　　　gi●一　　　　摩斤

１９９７年(平成９年)５月１９日　　月曜日

８　国際医療協力　vol.20　N0.5 1997
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記者会見する

ネパール王国大使

(左から、AMDA菅波

代表、ジャスコ西部

カンパニー松井支社長、

駐日ネパール王国大使

夫妻)

　岡山市費江のジャスコ岡山店は18日、アジア医師連絡協議

会（ＡＭＤＡ、本部岡山市檜捧）に約155万円を寄付した。
・ＡＭＤＡがネパール甫西部のプトワル市に建設を計糎して

いる「子ども病院」を資金面で援勤しようと同店が９日から
５日まで、チャリティーパザーを開催。収益金と募金計155

万5552円が集まった。
li波茂・ＡＭＤＡ代表らが同店を訪問。山内●店長（写真

中央）/が曹波伐麦に目録を手渡した。菅波tt表は「これから

も息の長い支援活動を続けていきます」とお礼を述べ、㎜1
状を送った。ＡＭＤＡによると、ネパールでは５朧以下の死

亡率が日本の約■｝倍という。子ども病院はネパールで二つ目
となる小児科専門病院で、10月巷ヱ予定。

ｅ●

４●
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すこやか苑4F

本年築城400年祭の
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　　　　　　●●●●●●●●●駐日ネパール王国大使●●●●●●●●●

　　　　　　ジャスコチャリティーバザー(岡山)での演説

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翻訳　凶行敬子

　ご来場の皆様､まず､ネパール子ども病院の基金募集チャリティーバザー開催にあたりま

して、この美しい岡山市に妻と私を招待して下さったAMDA lntemationa1に厚く御礼申し

七げます。本当にありがとうございます。

　ネパールは、人口､2､170万人に対し、病院や医療従事者の数が大変不足しております。だ

からと言って､ネパール政府が自国民の健康や安全に関心を持っていないわけではありませ

ん。ただ、資金が限られているにも関わらず、多くの問題を解決しなければなりません。

一次医療(primary health care)､初等教育、飲み水の供給、成人識字、開発のための基本設

備工事など、どのセクターも十分な資金が与えられておりません。　一生懸命慟く人達がネ

パールにはおりますが､地理的、そして歴史的な理由のため、ネパールには資源があまりあ

りません。上地の2/3は山や丘に覆われ､陸に囲まれているため、輸出入競争でも不利であ

ります｡沢山ある二つの自然資源これらは水資源とネパールの美しい景観はまだ商業的に十

分に利用されておりません。

　私達が低い経済発展に苦しむ理由として､私達の歴史も挙げられます｡ 1951年までラナ家

(Rana family)がネパールを独裁的に支配しており、そのため、ネパールは殆ど孤立状態で

した。外の世界との連絡が絶えただけでなく、この間、開発は殆ど行なわれませんでした。

1951年にやっとラナ家を政権から降ろすことができたものの､いざ開発を進めるにも基礎設

備もありませんでした。病院がいくつか、十ほどの中等学校、大学はなし、産業もなし、道

路のネットワークも殆ど存在しない、という状態でした。

　こうした理由から、ネパールは今でも海外援助に頼っています｡私達は支援して下さって

いる国々､特に二国間援助では一番多く資金援助をして下さっている日本に感謝しておりま

す。

　こうは言ったものの､ネパールはずっと援助を頼りにしたくはありません｡観光業や輸出

促進､そしてネパールヘの外国投資を最大限に伸ばすことにより、自国の資金を増やす努力

をしております｡観光業の促進は徐々に成功をおさめているものの、まだまだネパールから

外国への輸出、特に日本への輸出は遅れております。

　ネパール駐日大使としての私の仕事は､こうした観光業から水力発電まで様々な分野に力

を入れることです。ネパールを日本人観光客にアピールしたり、ネパール製品の、日本の市

場での可能性を探ったり、また、ネパールでの様々なプロジェクトのために日本の民間セク

ターから投資家を探したりしております。

ｉ私達をこうして会わせてくれた､この大切な行事から話がそれてしまって申し訳ありませ

ん。ネパール政府、ネパール国民、特にブトワール市の人々を代表しまして、子ども病院建

設計画のための基金募集バザーを開催して下さったジャスコに感謝の意を表します。また、

この場をお借りしまして､病院建設のために相当の資金を集めて下さった毎日新聞にも感謝

の意を表します。もちろん､私達をこの場に集め、病院建設を始めから今まで支えてきて下

さったＡＭＤＡにも感謝の意を表します。ここで、ネパール病院にも携わり、31歳の若さで

亡くなられた篠原先生を思い出し､彼が安らかに眠っていることを願います｡彼の活動が私

達の今後の励みとなりますように。ありがとうございました。

10　国際医療協力　vol.20　N0.51997
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mD .Nepal

CHILOREN ANO WOMEN H08P■TAL
D｢.Shigeru Suganami， Presidenl ment of this hospital. The fund

AMDA-lntern'ational　and　Mr.comes from the thousands of

Akihiro Kubo， Managing Director individual　donors.Mainichi

of Mainichi Newspaper (Social　Newspaperis 125 years old news-

lfare　Foundation）

signed an agreement on

llth March 1997 for the

purpose of constructin9

Siddhartha Children and

Women　Hospital　in

Butwal，Nepal.AMDA-

Nepal　President　Dr.

Rameshwar Pokharel

and member Dr. Rohit

Pokharelwere Presenton

the occasion.

Popular　　Japanese

Newspaper MIANICH目s

Architect M.r.Ando in collaboration

with Nepali Architect Mr. Kishore

Thapa Chhetri.

The foundation stone laying

ceremonyls

for the second week of

May　　1997.　This

ceremony　will　be

attended　　　　　　by

distinguished guests

from　Japan.　Butwal

municipality has started

developing　physical

infrastructures such as

roads，bridges，water，

sewerage.and so on

Furthermore　　　th!

municipality has

collectingthefundfQrlhispurpose.　paper and 4,000,000 copies are to provide Nepali Rupees

lt　publishes the　information circulatedeveryday･ per month for the maintenance

regarding the need and the Thearchitecturaldesigningisdonecostofthehospital.
initiationtaken forthe establish-by　world　famous　Japanese

　TSUYAMA ROTARY GRANT

　　　　TO AMDA-NEPAL

Tsuyama Rotary Club, Japan,0n A 9rant contractwas signed on l

Chairman Mr.Kinya oku and vice-

chairman T6ruhiro Tategaki visited

the sitein Jorpati. Upon arrival,they

were　warmly　9reeted　by　the

Chairman　of　JOrpati　village

the auspicious occasion of its 40th　March 1 997 between Tsuyama　Development　Committee　Mr.

anniversary has a9reed to provide Rotary Ciub， Japan and AMDA- Chakra Bahadur Thakuri， Ward

9rant assistance up to four mimon　Nepal (The Association of Medical　Chief Mr. Bharat Rawal， Chhahari

Japanese Yen forthe establishment Doctors of Asia －Nepal).0n Behalf ¥outh Club President Mr.
“ＡＭＤＡ-Ｎｅ ａｌＴｓｕ ａｍａ Ｒｏ ａｒ　ｏｆ Ｔｓｕｙａｍａ Ｒｏｔａｒｙ Ｃｌｕｂ， ４０ｔｈ Ｋｈａｎａｌ ａｎｄ ｏｔｈｅｒｄｉｓｔｉｎｇｕ

Anniversary Celebration Committee personalities of the village.

atJorpati village,Kathmandu.The　Chairman Mr. Kinya Oku and vice-

fund wiU be utilisedfor construction chairman Teruhiro Tategaki and on AMDA Nepal extends its heartfelt

and equipment.Thiscentreaimsto behalfofAMDA-Nepal，Director Dr.thanks to Tsuyama Rotary Club，

promote the welfare of the village　Ramesh Aacharya and COOrdinatorJapan　for　generous　grant

people.For this purpose， Jorpati　Dr.Nirmal Rimal signed the contract. assistance.lt wants to assure

village Development Committee　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　for the appropriate utilisation of

has already agreed to provide the Tiuyama　Rotary　Club，40th the fund.

required land to AMDA-Nepal.　　Anniversary Celebration Committee　　　　　　　　　　　　　　　　jl●●
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Ｉイラン東部地震緊急救援プロジェクト速報

ｆ●

(･●

（1）現地被害状況

　５月10目現地午後12時28分、イラン東部のホラサン州においてマグニチュード7.1の地

震が発生。報道によると死者3､000人、負傷者は6､000人にもなり、一万附帯にも及ぶ建物

が崩壊しおよそ65､000人が家を失い避難している。その被害は130ケ村に及んでおり地震発

生から３日経つ現在もガレキの下からの行方不明者の救出作業が続けられており、死傷者は

今後も増え続ける模様。

　現地は砂漠地帯の中央に位置し、夜間の冷え込みが激しく、救援物資も届かぬ中、被災し

た人々は厳しい状況におかれている。

　AMDAはAMDAアフガニスタンからの第一報および国連人道援助問題局からの報告を受

けて今回の被災者への緊急救援活動を実施する。

（2）現地の受け入れ体制

　受け入れ先組織は、在イラン日本大使館（テヘラン）

　　　　　　　　　イラン赤新月社（テヘラン）。

現地情報の入手について

　国連人道援助問題局からの報告および在本邦イランイスラム共和国大使館からの支援要請

の報道による。

（3）災害援助理由

　今回の地震による被害は自然災害による被害の中でもかなり大規模なものであり､現時点

での被災者の数の多さをみても、それらの人々への医療支援、物資支援は不可欠である。

AMDAは今年２月にイラン北西部での地震の際にも現地赤新月桂と協力して救援活動を実施

しており、その折りの経験をふまえての活動が可能である。しかも近隣国パキスタンには

AMDAの支部があり､パキスタン支部と合同でプロジェクトを実施することでより効果的な

救援活動が可能であるため。

（4）派遣チーム

　第一陣として日本から塚本勝之医師、大西正昭看護士､服部浩也､佐藤真治両調整員を派

遣する。現地ではＡＭＤＡパキスタン支部医師チームがこれに加わる予定。また派遣時には

最も必要度の高い医療物資約700Kgを日本から現地に持参する

12　国際医療協力　vol.20　N0.51997
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早申　　　　戸i　　　　棄斤

１９９フ年(平成9年)５月１３日

右Ｌ一言延

イ
ラ
ン
の
被
災
地
に
救
援
の
手
を

　
イ
ラ
ン
東
部
の
ホ
ラ
サ
ン
州
で
十
日
起
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マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
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Ｍ
）
７
・
１
の
地
震
は
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間
の
経
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被
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、
二
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百
人
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次
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と
送
ら
れ
て
く
る
ニ
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ス
に
接
す
る

た
び
に
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人
ご
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と
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思
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私
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ち
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同
じ
こ
と
が
、
イ
ラ
ン
の

被
災
地
で
再
び
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

　
イ
ラ
ン
は
世
界
有
数
の
地
震
国
で
、
こ
れ
ま

で
に
も
九
〇
年
の
北
西
部
地
震
で
約
三
万
五
千

人
が
死
亡
、
今
年
二
月
に
も
約
一
千
人
が
死
亡

す
る
大
地
震
が
起
き
て
い
る
。
今
回
の
地
震
で

も
二
百
近
い
村
が
ほ
ぼ
壊
滅
状
態
と
い
わ
れ
、

家
屋
が
レ
ン
ガ
、
泥
土
な
ど
で
も
ろ
い
こ
と
も

あ
っ
て
約
一
万
戸
が
倒
壊
し
た
よ
う
だ
。

　
い
ま
な
お
倒
壊
家
屋
や
が
れ
き
の
下
で
、
生

き
埋
め
に
な
っ
て
救
助
の
手
を
待
っ
て
い
る
被

災
者
も
多
い
。
一
人
で
も
多
く
の
生
存
者
が
あ

る
よ
う
に
願
う
と
と
も
に
、
日
本
政
府
だ
け
で

な
く
、
兵
庫
県
内
の
自
治
体
、
住
民
あ
げ
て
、

一
刻
も
早
く
、
で
き
る
限
り
の
教
権
７
救
助
を

考
え
た
い
。

　
被
災
地
に
は
す
で
に
ス
イ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
な

ど
か
ら
救
援
隊
や
援
助
物
資
が
続
々
到
着
し
始

め
、
国
際
的
な
救
援
態
勢
が
整
い
つ
つ
あ
る
。

　
日
本
国
内
で
は
、
岡
山
市
に
本
部
が
あ
る
医

療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協

議
会
）
が
現
地
に
医
師
な
ど
を
派
遣
す
る
準
備

を
始
め
、
先
の
震
災
で
世
界
各
地
か
ら
多
く
の

支
援
を
受
け
た
兵
庫
県
は
、
取
り
あ
え
ず
救
援

物
資
と
し
て
毛
布
二
千
枚
を
送
る
こ
と
を
決
め

た
。
日
本
政
府
も
、
イ
ラ
ン
政
府
か
ら
資
金
援
助

や
緊
急
物
資
の
供
与
を
要
請
さ
れ
て
い
る
が
、

梶
山
官
房
長
官
は
十
二
日
の
記
者
会
見
で
、
「
心

か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
」
と
述
べ
た
。
同

日
中
に
具
体
策
を
決
め
る
と
い
う
が
、
政
府
の

対
応
に
出
遅
れ
感
は
否
め
な
い
と
こ
ろ
だ
。

　
イ
ラ
ン
は
現
在
、
″
テ
ロ
支
援
国
家
″
と
し

て
政
治
的
に
は
孤
立
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
四
月

に
米
国
務
省
が
発
表
し
た
「
世
界
の
テ
ロ
報
告

書
」
で
も
七
力
国
の
テ
ロ
支
援
国
家
の
一
つ
に

イ
ラ
ン
が
名
指
し
さ
れ
、
日
本
政
府
も
部
分
的

に
米
国
の
″
イ
ラ
ン
孤
立
化
政
策
″
に
同
調
し

て
い
る
。

　
今
回
の
イ
ラ
ン
地
震
の
対
応
の
遅
れ
と
イ
ラ

ン
の
孤
立
化
政
策
が
リ
ン
ク
し
て
い
る
と
は
思

い
た
く
な
い
が
、
一
方
で
大
震
災
の
救
助
・
救

援
活
動
が
い
か
に
迅
速
さ
を
必
要
と
す
る
か
に

つ
い
て
は
、
私
た
ち
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で

身
を
も
っ
て
学
ん
だ
こ
と
だ
。
政
府
に
時
機
を

失
し
な
い
対
応
を
求
め
た
い
。

　
テ
ロ
の
卑
劣
さ
は
、
ペ
ル
ー
の
人
質
事
件
を

持
ち
出
す
ま
で
も
な
く
、
許
さ
れ
る
行
為
で
は

な
い
。
国
際
社
会
か
ら
テ
ロ
行
為
、
テ
ロ
リ
ス
・

ト
、
テ
ロ
支
援
国
家
を
追
放
す
る
こ
と
は
、
当

然
の
こ
と
だ
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
と
、
震
災

な
ど
人
選
上
の
緊
急
救
助
・
救
援
問
題
と
は
別

の
問
題
と
し
た
い
。
政
治
問
題
と
は
切
り
離
し

た
救
援
姿
勢
を
忘
れ
な
い
で
お
き
た
い
。

　
さ
き
に
ド
イ
ツ
で
、
イ
ラ
ン
の
対
ク
ル
ド
人

テ
ロ
が
有
罪
と
な
っ
た
こ
と
で
、
欧
州
連
合
（
Ｅ

Ｕ
）
が
対
イ
ラ
ン
制
裁
を
決
め
た
が
、
今
回
の

地
震
で
は
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
が
い
ち
早

く
救
援
に
乗
り
出
し
た
。
政
治
よ
り
人
命
が
優

先
す
る
の
は
論
を
待
た
な
い
。

･い●

　　１９９７年(平成９年)５月１５日　　木曜日
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イ
ラ
ン
地
震

　
救
援
物
資
出
発

　
　
　
　
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

　
イ
ラ
ン
東
部
ホ
ラ
サ
ン
州
で

十
日
起
き
た
大
地
震
の
被
災
者

救
援
の
た
め
、
ア
ジ
ア
医
師
連

絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
本
部

岡
山
市
檜
津
）
の
救
援
物
資
が

十
四
［
Ｒ
岡
山
市
を
出
発
し
た
。

Ｌ
こ
の
日
送
ら
れ
た
救
援
物
資

は
、
一
万
人
の
約
三
ヵ
月
分
に

相
当
す
る
医
薬
哉
医
療
器
具
、

ガ
ー
ゼ
な
ど
七
百
♂
。
派
遣
さ

れ
る
医
師
ら
四
人
と
と
も
に
十

五
日
、
成
田
空
港
を
出
発
し
テ

ヘ
ラ
ン
経
由
で
被
災
地
へ
届
け

ら
れ
る
。

イラン地震募金宛先

郵便振替

口座番号　01250-2-40709

口座名　　AMDA

「イラン地震」要明記
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・ミャンマー・ラカイン州イスラム系帰還難民調査団レポート

ｆ●

漂●

AMDA副代表

岡山大学医学部　山本　秀樹

＜はじめに＞

　ミャンマーのイスラム系難民問題は1992年4月にAMDAがアジア多国籍医師団として最

初に緊急救援をバングラデシュ内のミャンマー難民に実施したこともある｡プロジェクトで、

AMDAにとって因縁のあるプロジェクトである。 ＡＭＤＡとしては、92年４月から92年12

月末までの１年間弱の間活動を実施したが､現地の治安の悪化のため難民問題の解決を待た

ず撤退した｡今回､バングラデシュから帰還したイスラム系住民のミャンマー内の定住を促

し、難民流出を防ぐためＮＧＯ調査団の派遣となった。

＜日程＞

３月３０日関西国際空港発(他団員は成田発)

　　　31日ヤンゴン日本大使館

　　　　　国連難民高等弁務官(ＵＮＨＣＲ)ヤンゴン事務所訪問

４月 １日

２日

３日

４日

５日

ヤンゴン→シットウェ移動（空路）

シットウェ→モンドウヘ移動（水路）

国連難民高等弁務官事務所（ＵＮＨＣＲ）モンドウ事務所訪問

および同ゲストハウス泊

帰還民の支援プロジェクト視察

現地プロジェクト視察

モンドウ→シットウェヘ移動（水路）

　　　６日　空路キャンセルのためシットウエ泊

　　　７日　シットウエ→ヤンゴン移動（空路）

　　　８日　ヤンゴン発

　　　９日　関空着（他団員は成田着）

同帰国報告会

４月25日　アジア福祉教育財団難民事業本部にて

＜団員＞

富岡　久永（外務省南東アジア一課）

小村　真名子（アジア福祉教育財団）

伊藤　由岐子（難民を助ける会）

14 ｡国際医療協力vol.20　N｡｡51997
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ミャンマー

保健雀にて

右から２人目、筆者

矢木沢克昌（曹洞宗ボランティア会）

斉藤　栄（日本赤十字）

那須　幸男（アジアボランティアネットワーク）

山本　秀樹（AMDA・岡山大学）

　　　　　＜報告＞

　　　　　１．日本政府の方針

　　　　　現在､日本政府はミャンマーの軍事政権の実施する政治がＯＤＡ４原則に抵触するとして、

　　　　　ODAをストップしているので直接政府開発援助で支援することは難しいが、イスラム茶柱

ｒ●　民の帰還に対する支援としては、国際機関(UNHCR､WFP)を通じて多額の資金を拠出して

　　　　　いる。今回、ＮＧＯを通した支援の可能性について判断するために今回の調査団の派遣と

　　　　　なった。

２．国連機関の動向

　ＵＮＨＣＲはバングラデシュからミャンマーの難民の帰還を1994年から実施し、バングラ

デシュ内部に数‾万人の難民が残っているものの､1997年3月には公式に終了したことになっ

た。ミャンマー内では外国のＮＧＯが活動を行うのが難しいため、ＵＮＨＣＲと協定を結んだ

国際ＮＧＯの数が少なく、通常のＵＮＨＣＲの活動と異なりＮＧＯに活動を委託することが難

しく、多くのＵＮＨＣＲ外国人スタッフを雇用し時には直に活動を実施している。（日本人ス

タッフもモンドウのオフィスに２名いる）1998年にＵＮＨＣＲはミャンマー内での活動を終了

国際医療協力　vol.20　N0.5　1997　15



する予定である。

３．他のＮＧＯの動向

1)ACF(Action Contre la Faim)

　ACFは農業プロジェクト、環境衛生事業等を行っているが、環境衛生関係の面について

述べる。井戸、トイレの整備は住民の保健衛生の水準の向上に期待できるが、これらの設備

を住民主導で作ったものかどうか明確でない。一般に、ドナーから贈られたものの場合､住

民が実際には使用しなかったり､適切にメインテナンスされずにすぐに使えなくなることが

頻繁に起こる。これらの、インフラの使用状況や人々の態度について注意深くモニターする

必要があり、場合によっては適切な使用を促すような対策をとる必要がある｡ACFでもKAP

Study(知識および行動様式に関する調査)を実施したということなので、その結果を

AMDAとしても検討する必要もあると感じた。

2)GRET(Groupe de Recherche et d'Echanges Technologiques)

　フランスに本部をおく国際ＮＧＯであるGRETは帰還民の生計向上を目的として、小規模

金融事業(micro creditschem)を実施している。小規模金融としては､一つの世帯に6､000kwt

を融資して生計向上に役立ててもらっている。金利は原則として取らないが、3%/月のサー

ビスチャージと2%/月のランニングコストを毎月支払うようにしている。８ヶ月後の返済期

日には元本とインフレ率にの地域で独自に調査を行って決定する)を加えた金額を返済す

るシステムである。個人に貸し付けるのではなく、５人で一つのグループを組んでもらい連

帯責任のある｢講｣の形を取る。その５人組のリーダーが、運営委員会(Management

committee)を作り運営委員会から３人の貸し付け委員会(Credit committee)を作る、これ

ら３人は帳簿や融資に関する３日間の研修を受け議長､副議長､事務局長を選ぶ｡こうして、

1996年１月から16村落(hamlet)で小規模金融事業が始まった。本プロジェクトも軌道に乗

り、同年6月からは対象も30村落に拡大された。その他に、GRETは村落を対象にした規模

の大きいPIF(Product lnvest Fund)といった金融事業もおこなっており水車、小舟、脱穀

機等の生産財の購入に充てられている｡本プロジェクトは全般にうまく行っている印象を受

けた｡私見ながら、住民が病気や怪我で返済が滞ることの無いようにヘルスケアサービスを

付加することも、human cal)italへの投資という観点から重要と考えられた。

3)HEART(Health Education And Reinforcement Training)Progarm

　帰還難民のほとんどが､保健衛生に関する知識をほとんど持ってないために､予防可能な

疾病(下痢、赤痢、コレラ、マラリア等)によって、多くの人が命を落とすに至った。本プ

ロジェクトは、これを防ぐために1996年から帰還住民に対して健康教育を行うものである。

プログラムはラカイン州出身で帰還民の話すチッタゴン語(ベンガル語の方言)の理解が可

能な医師らのスタッフによって行われている。 ＵＮＨＣＲが主な財源を拠出して、ＷＨＯや、
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Hearl Project

帰還民のための

小学鮫にて

UNHCR

ヤンゴン事務所
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ミャンマー国保健省(ＭＯＨ)が技術的な支援を行っている。実施場所は、Rakhine州の内

Maungdaw､Buthidaungの２つのTownshipである。 ＵＮＨＣＲのHealthunit､ラカイン州の

教育局とも連携を取りながら、ヘルスワーカーの育成､学校での健康教育のセミナーを行っ

ている。

　HEARTではプロジェクトを実施する上でいくつかの困難に直面している｡例を挙げると、

トレーニングの講師(コンサルタント)を確保するのが難しい。イスラムの社会では、宗教

上の理由で女性の参加が難しい。識字率とりわけ農村部、女性の識字率が低いので、ミャン

マー語の教材が使えない｡雨期になると道路が使用できなくなり、巡回教育を行うために村

を訪問するのが難しい等の問題を抱えている。これらの､困難を解決するためにイスラムの

宗教者との協力、VTR等のAV(Audio-visual)機器の活用を行っている。今後、巡回活動を

活発に行うため、４輪自動車の他に自転車、オートバイも活用する予定である。

4)PEARL(Project to Enhance A11 Reproductive Lives)

　本プロジェクトは、リプロダクティブ･ヘルスの改善を目的としたプロジェクトでとりわ

け、出産の間隔を適切に空けること(birth spacing)を目的としている。ＵＮＨＣＲはミャン

マー国内のＮＧＯであるMMCWA(Myanmar Matemal and Child Welfare Association)と協

力して1996年２月以来よりMaungdaw､Buthidaungの２つのTownshipで母子保健、家族計

画の指導を行っている。保健省保健局(ＤＯＨ／ＭＯＨ)も本プロジェクトに関しては指導を

行っている。家族計画の指導に関しては、トレーニングコンサルタントをヤンゴンから招聘

して地域のリプロダクティブ･ヘルスワーカーに家族計画の指導法の研修を行っている。ヘ

ルスワーカーは村落を訪問して村の女性に家族計画の指導と避妊具(コンドーム､経口避妊

薬)の配布を行っている。イスラム教のコミュニティーでは必ずしも家族計画に協力的では

ないので､実際の指導を行う前に村の宗教者と家族計画の必要性についてよく話し合ってか

ら家族計画の指導を行うようにしている。

４．現地の公的医療機関の状況

-Maungdaw Township Hospital (モンドウ病院)訪問

　Maungdaw市(township)の地域の中核病院である同病院を、斉藤ＵＮＨＣＲ職員、富岡団

長､山本が訪問した｡病院長と保健省からゴンサルダントとして派遣されたMaung Manung

Myint医師に会見し、同病院を視察した｡jM一一daw市の中核病院であるにも関わらず、政

府の予算不足等の理由で十分に機能していないのは明白であった｡具体的に述べると、手術

室宍も週に2､j3例程度しか手術に使われてい=な戸;･･｡゜レ｡･ントゲンの機器はあるがフィルムがな

いご病棟のベッドにシーツがない。ヤンゴンからの医師が赴任を断ったため、欠員が生じて

いる等であった｡医療費は原則として無料で､病院の収入は中央政府の予算に依存している。

UNHCRでは、Township hospital の他､………そび}周辺旅設である徊a!thceter､health sub･center
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の機能を強化するため1997年中に24個所で施設整備、機器供与を行うが、ミャンマー政府

の予算の中で消耗品の購入や建物･機器の整備等の経常経費の負担能力に問題があるために、

その実効性・継続削こ疑問が残った。

　　　　　５．提言

　　　　　　AMDAは1992年4月から同年12月までバングラデシュ国内のミャンマー難民キャンプで

　　　　　難民に対して保健衛生の健康教育を実施した経験を有する。これらの経験を今後の帰還難民

　　　　　の支援のために生かしていきたい｡バングラデシュ国内のミャンマー難民救援プロジェクト

　　　　　の教訓として、ミャンマー難民の多くは農民で保健医療に関する知識が十分乏しく、教育を

　　　　　受けているものが少なく識字率も低かった｡彼らの生活習慣は、イスラム教に大きく影響を

ｆ　●　受けており、とくに女性は家の外に出る機会がなく識字率も男性よりもさらに低く、健康教

　　　　　育を女性(特に母親)に行ううえで障害になった。

　　　　　　今回､彼らが帰還したミャンマー国内からの状況をつぶさに見ることが出来たが、これら

　　　　　の問題は大きく変わってないことが理解できた｡保健医療面での支援として､単に医療サー

　　　　　ビスを提供するのでなく、Human development program の一環として取り組むことの重要

　　　　　性を感じた｡具体的には､教育セクターとの連携や生計向上プロジェクトとの連携が必要で

　　　　　あろう。ラカイン州で、保健医療水準を向上させるには、プライマリーヘルスケア(PHC)

　　　　　を実施する必要があるが､帰還住民は土地を持たない季節労働者が多く、しかもバングラデ

　　　　　シュ領内に数年居住していたことから､彼らの所属する地域社会が機能していないという印

　　　　　象を技った。それゆえに、プライマリーヘルスケアの最も大事な要素である｢住民参加

　　　　　(community participation)｣が彼らの所属する地域社会ではほとんどないといって良いであ

　　　　　ろう。すなわち、｢住民参加｣機能が乏しいと言うことは、プライマリーヘルスケアを推進

　　　　　する上で大きな障害となることが予想される。従って、貧困対策､生計向上プロジェクトを

r｀●　通して、帰選民が戻った地域社会の再構築を行う必要があると考えられる。

　　　　　　本調査団に参加した結果､ＡＭＤＡとしてはGRETとの小規模金融事業にヘルスケアのサー

　　　　　ビスを付加したABC(AMDA Bank Complex)プロジェクトをGRETと共同で実施するこ

　　　　　と。HEART､PEARLの側面でのサポート(技術支援)、MSF､Hohndが撤退したあとのマラ

　　　　　リアプロジェクトの実施､AMDAとＵＮＤＰとの共同事業である人材育成事業のラカイン州

　　　　　への拡大を今後検討する予定である。

　　　　　　AMDAでは、ミャンマー政府とのＭＯＵを1996年12月に締結しており、本年からはＵＮＤＰ

　　　　　とも協力して公衆衛生の分野の人材育成事業も開始する予定である(本年の対象地域として

　　　　　はラカイン州は含まれていない)。したがって、ＵＮＨＣＲから適切な資金援助があり、人材

　　　　　さえ得られれば帰還民の支援プロジェクトの実施は可能である。

　　　　　　帰還民の属する地域社会の支援には､農業振興は必須と考えられる｡今回の調査団には農
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業のＮＧＯは含まれていなかったが、AMDAと連携関係にある農業のＮＧＯとも保健医療以

外の面で協力をしていきたい｡ラカイン州は､雨量も十分にあり上地もそこそこにあるので、

有効な農業技術さえあれば十分な収量が得られるはずである。

　これらの、プロジェクトを実施に移すための第２次調査を早急にＡＭＤＡでも準備してい

きたい。
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ミャンマー地域医療プロジェクトに参加して

看護婦　広田　朋子

　　　　　　２月から４月の３ヵ月間、ミャンマーのメティーラという町で行なわれている地域医療プ

　　　　　ロジェクトに参加させていただきました。メティーラ市内の患者さんの家を馬車でまわり、

　　　　　消毒や注射等を行なっていました。

　　　　　　メティーラは自然に囲まれてのんびりとしたところですが、まだまだ貧富の差が激しく、

　　　　　金銭的に医療を受けることが困難な人々が多くいました。また､幼児期に熱傷を負い､変形

　　　　　してしまった指や腕を治したいと手術を受けに来る患者さんも後を絶ちません。しかし､手

　　　　　術後､創部に感染を起こしてしまうケースも多く、確実に継続した消毒が行なえる環境と患

ｒ　●　者自身の意識付けが必要と感じました。

　　　　　　病気に対する意識の違いも実感し､何年も放置している人や､薬を自己中断する人も多く

　　　　　いました。日本のように身近に医療が普及されてはいないため､金銭的､距離的な問題と同

　　　　　時に知識不足も一つの要因になっていると感じました｡インフォームドコンセントが話題と

　　　　　なっている日本と違い、自分の飲んでいる薬を知らない人がほとんどなのには驚きました。

　　　　　そんな中でも､治療のために何日間も遠くの村から通ってくる人々の姿を見ると､病気を治

　　　　　すのは患者白身の意志と努力に他ならないと実感します。

　　　　　　診察中、目を引くのはどうしても小児で、下痢、嘔吐、栄養不良、結核等で、状態の悪い

　　　　　乳幼児たちもいました｡私は小児科経験がなく、混乱することが多々あり、私自身の今後の

　　　　　課題として勉強していきたいと思っています。

　　　　　　メティーラでの体験は全てが勉強であり､私の心の財産となっています｡患者さんが回復

　　　　　していく過程を共にし、喜びあえる感動は万国共通であると感じました。

　　　　　最後になりましたが､今回お力添えをいただき、たいへんお世話になりました吉岡先生をは

　　　　　じめAMDAのスタッフの皆様、ヤンゴンでは宮本さん、ミャータンさんに心から感謝いた

ｒ｀‘● します。
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・パレスチナＡＭＤＡガザクリニックプロジェクト調査報告

゛●

゛●

パレスチナ自治政府保健省との保健医療セクターに向けて

これまでの経緯（概略）

パレスチナ自治政府保健省健康教育・推進部長

　　　　　　　　　　Dr.Mohamed Amfi

　　　　　　　　AMDA顧問　的野　秀利

　本件プロジェクトは1996年10月、パレスチナ難民救済のための緊急医療援助が最優先で

あった段階から現在､プライマリーヘルスケアの確保への途上期にあるガザ地区の今後の保

健医療計画についてパレスチナ自治政府保健省がAMDAに対してコンサルティングを要請、

セキュリティー・ジェンダー(文化的性差)･健康教育をキーワードとする保健医療セクター

の創設に向けて現在､検討調整中のプロジェクトである｡以下に本件の事前調査研究として

作成した報告書の抄録を掲載した｡尚､本報告書作成に関し分担研究をお願いした国立公衆

衛生院の石井敏弘先生に謝辞を申し述べたい。

a.ガザ地区の概況

b.病院の状況

c.自治政府によるPHCの状況

d.UNRWA（国連パレスチナ難民救済事業機関）によ･るPHCの状況

e.その他NGO組織によるPHCの状況

f.さらなる話し合いのための気付と提案

g.予算作成に要すると思われる情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PHC＝プライマリーヘルスケア

a)ガザ地区の概況

　ガザ地区は面積365sq.km　人口85万人、５才以下の子供50％、出生率51/千人、５才以

下の死亡率28～35/千人、平均家族構成数８人、既婚女性の70％は17才以下で結婚してい

る。収入は低収入であるが生活水準は高く、50％の家族は貧困とされるグループに入る。失

業率は男性労働者の60％｡イスラエル軍による激しく頻繁におこる閉鎖によって､あらゆる

医療に必要な医療必需品でさえガザ地区では出入りが困難な状況である。
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b）病院の状況

1.殆どの病院は（2つの総合病院、１眼科、１小児科、１精神科を含み）政府県病院

2.非政府的病院は２つある（1つは小規模、１つは中規模）

3.新病院を建設中（ヨーロッパ系であるが、まだ準備段階中）

4.病床数は約800床、加えて３の病院は200～400床の予定

5.既存の病院の多くは先進医療機器を備えてはいない。（CT-スキャン、MRI、心臓カテー

　テル、乳房Ｘ線検査、ガンに対する放射線療法、化学療法等はない）

　　　　c)政府によるPHCの状況

　　　　　ガザ地区全域を31の自治政府の運営する診療所でカバーしている。それらの殆どが産科、

ｒ●　小児科、ワクチン等の母子保健活動や慢性疾患のフォローを行っている。それら31診療所

　　　　の内10の診療所は家族計画を行っており､殆どの施設は小さな検査室を備えてはいるが､放

　　　　射線施設と分娩室を備えている施設はごく僅かである。5つの診療所が24時間体制である。

d）UNRWA（国連パレスチナ難民救済事業機関）によるPHCの状況

　国連パレスチナ難民救済事業機関は９の主な診療所をもち、併せて9つの小規模診療所を

運営している。それらの診療所の診療状況はc）の政府運営の診療所とほとんど類似してい

る。

　　　　　e）その他ＮＧＯ組織によるPHCの状況

　　　　　　多くのＮＧＯ団体がPHC活動に参加している。例えば、Near East Churchs､ Palestinian

　　　　　Medical ReUef Committees､ Health Working Committiees､ Palestinian RedCrescent and’li!rre

　　　　　Des Hommes.

r･●　※前述の団体の殆どが、最低限費用、もしくはUNRWAのように無料で、或いは自治政府の

　　　　　　保険制度を通じて医療を行っている｡他に開業医または個人による診療所が幾つか存在す

　　　　　　る。（CTスキャンや超音波等の設備を有している可能性有り）

f）さらなる話し合いのための気付と提案（パレスチナ自治政府保健省より）

①AMDAによるガザヘの思慮は大変勇気づけられるものである。我々は医療のあらゆる分

　野で助けを必要としている。

②保健医療分野に対しての殆どの国際寄付は政府とPHCへ充当されている。殆どの診療所

　は改善されるか、その最中である。

③PHC診療所（政府／ＵＮＲＷＡ／ＮＧＯ等）の総合計数はそれなりに全域をカバーしている。

　ＮＧＯによる活動のない分野､可能性のある分野、そしてＮＧＯによる活動でより向上した
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分野がある。それらは婚前カウンセリング、癌検診、特に乳癌、子宮癌、AH検査、HIV検

査､慢性疾患検査のためや地域研究を行うための施設、家庭訪問、障害者や妊婦のための課

外研究プログラム。

9)予算作成に要すると思われる情報

①１階平家３・４部屋で賃貸、500 S / 月

②２階ビル、1､000 ＄～1､500 S / 月

③電気・水道・電話代、500 ＄/ 月

④医師、800 ＄～1､000 ＄ / 月給

(US＄での概算)

⑤医師（スペシャリストの場合）、1､000 S ～1､500 ＄ / 月給

⑥看護婦／臨床技術者、500～800 S / 月給

　ガザ･ウエストパンク地区の男性を対象に家族計画､性行動や感染症､女性の人権に関す

る知識、態度、実践について調査研究した結果、次の様な考察に至った。

　○前述の項目に対する男性の知識は完全なものでなく､学歴等の教育水準とは殆ど関連性

　　がなかった。

　○男性め態度はかなり保守的であり、女性が自由になることや仕事に就くこと、さらに教

　　育を受けることに関して抵抗がある。

　これら性に関する問題に対しての健康教育や社会教育の対象は女性に集中しており､男性

がそのような問題で産婦人科を訪れるのを躊躇するような保守的な地域では性行為感染症や

カウンセリング､HIV検査等については男性を患者対象としていない。このような地域では

臨床的改革と平行して性と生殖に関する諸問題についての健康教育や社会教育が重要である。

それらを供給する研究センター兼｢男性診療所｣を創設しようという試みが本プロジェクト

の現在の骨子である。
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■ルワンダ診療所再建活動報告

Rwahiヘルスセンター月次報告

　　　　　　　　　　　　　　　　ＡＭＤＡキガリ　　医　師　露岡令子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　看護婦　大谷敬子　宮本　圭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翻　訳　松原光利

はじめに

　AMDAは1996年６月以来このヘルスセンターで活動しており、来年もサポートを継続

する予定である。このヘルスセンターは半公共的な組織で、カソリック教会が管理責任を

担っており、我々は教会と協力して活動していく。

外来診察

　外来と緊急治療数は635件で、一日平均新規患者数は20.3人であった。

　　　　　　　表-1　外来に於ける新しい症例（1996年12月）

病気　／　年齢 O～11ケ月 1～4才 5～14才 15才以上 合計

不明熟（マラリアを含む） 14 33 88 236 371

マラリア ０ ０ ０ ０ ０

上気遣炎 10 ３ ４ ７ 24

下気道炎 12 ５ ７ 16 40

血性下痢 ０ １ ０ ０ １

無血性下痢 ６ ２ ０ 10 18

婚虫痢 ２ ５ ９ 24 40

ポレリア感染（慢性） ０ ０ ０ ０ ０

皮膚病 １ ７ 10 ９ 27

眼疾息 ０ ０ ０ ０ ０

歯科疾病 ０ ６ ０ ３ ９

精神的問題 ０ ０ ０ ０ ０

外傷 ０ １ 13 16 30

婦人病 ０ ０ １ ２ ３

トリパノソーマ感染(慢性) ０ ０ ０ ０ ０

ビルハルツ症（慢性） ０ ０ ０ ０ ０

低栄養症（タンパク質、カロリー） ０ ０ ０ ０ ０

胃炎 ０ ０ ８ 39 47

噛息 ０ ０ ０ 10 10

関節炎 ０ ０ ０ ９ ９

性行為感染症 ０ ０ ０ ３ ３

AIDS ０ ｏ･ ０ ２ ２

その他（不明） ０ ０ １ ２ ３

合計 45 63 141 388 637
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W ･

　入院患者のうち一一般的な入院原因は、不明熱（マラリア含む）で、患者数は39名（25.6

％）であった。39名のうち、９名は５才未満で30名は５才以上であった。２番目の原因は

下気道炎で、そのうち12名は５才未満で、４名で５才以上であった。患者１人当たりの平

均入院日数は3.8日であった。ベッド占有率は68.2％であった。 12月中には２名の死亡が

記録された。１名は血便（赤痢）で、１名はAIDSによる死亡であった。

出産前診察

　12月中の出産前診察は37件であった。24名の妊婦は初診で、そのうち３名（12.5％）

は高い危険要因を有していた。

　　　　　出　産

　　　　　　９月中の病院内での出産は13件で、紹介ケースはなかった。ｒ‘●
で出産されたが、うち１名は未熟児で、２名は死産であった。

ｒ=,¶

11名がヘルスセンター内

栄養補給サービス

　栄養食はW.F.Pによって提供された。 W.F.Pは栄養失調の児童のために栄養食を提供

し、栄養センターで母親達に週４回の教育を実施した。

　　　　　表-3　栄養センター内の児童数

登　　録 取　　消

既 新 再 合計 回復 委託 放置 死亡 合計 合計

入院患者 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

5才未満児 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

その他 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

小計 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

外来患者 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

5才未満児 54 80 ０ 134 ０ ０ １ １ ２ 136

妊婦 １ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １

授乳中の母親 ０ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １

小計 ５ ２ ０ ７ ０ ０ １ ０ １ ８

合計 60 83 ０ 143 ０ ０ ２ １ ３ 146

放置：３日連続の欠席

おわりに

　当センターに於ける今月の健康状態は安定していた



Rulindeヘルスセンター月次報告

はじめに

　ＡＭＤＡは1996年６月以来このヘルスセンターで活動しており、来年もサポートを継続

する予定である。このヘルスセンターは公立のヘルスセンターで、Healthdistrictと

AMDAがサポートしている。

外来診察

　外来と緊急治療数は1142件で、一日平均新規患者数は36.9人であった。

　　　　　表-1　外来に於ける新しい症例（1996年12月）

病気／年齢 o～11ケ月 1～4才 5～14才 15才以上 合計

不明熱（マラリアを含む） 12 28 54 155 249

マラリア ０ ０ ０ ０ ０

上気道炎 40 18 12 26 96

下気道炎　　　　　　　： 70 49 14 57 190

血性下痢 ２ ３ ６ 21 32

無血性下痢 15 22 ６ 33 76

蝶虫症 18 39 19 52 128

ボレリア感染（慢性） ０ ０ ０ ０ ０

皮膚病 16 22 15 32 85

眼疾患 17 11 ６ 22 56

歯科疾病 １ ３ 10 29 43

精神的問題 ０ ０ ０ ０ ０

外傷 ０ １ ５ 41 47

婦人病 ０ ０ ０ 23 23

トリパノソーマ感染（慢性） ０ ０ ０ ０ ０

ビルハルツ症（慢性） ０ ０ ０ ０ ０

低栄養症（タンパク質、カロリー） ５ ５ ５ ５ 20

胃炎 ０ ０ ０ ０ ０

喘息 ０ ０ ０ ０ ０

関節炎 ｀　　０ ０ ０ ０ ０

性行為感染症 ０ ０ ０ ０ ０

An)s ０ ０ ０ ０ ０

その他（不明） ０ ６ ７ 84 97

合計 196 207 159 580 1142
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表-1の疾病リストのうち主な病気は

1）不明熱（マラリアを含む）　　249（21.8％）

2）下気管炎　　　　　　　　　　　190（16.6％）

3）蟻虫症　　　　　　　　　　　　128（11.2％）

4）下気道炎（肺炎）　　　　　　　96（8.4％）

5）皮膚疾患　　　　　　　　　　　85（7.4％）

　表-1のうち主な病気は、マラリア患者は20％以上を占めている。下気道炎も高い率を

示している。蛙虫症は10％以上、下痢症状は10％未満であった。伝染性はしか、髄膜炎、

コレラ、赤痢は発生していない。

ｒｌ　入院

　　　　　12月中の入院患者数は８人で、そのうち24人は５才以下の幼児であった。入院患者の

　　　　うち一般的な入院原因は不明熱（マラリアを含む）と重度な呼吸系伝染病であった。死亡

　　　　者はなかった。

　　　　　　　表-2　入院患者数（1996年12月）

『 ｌ

ｌ

ｌ

゛S

入院理由　／　年齢 o～11ケ月 1～4才 5～14才 15才以上 合計

Ｃ：入院数　　Ｄ：死亡数 Ｃ Ｄ Ｃ Ｄ Ｃ Ｄ Ｃ Ｄ Ｃ Ｄ

不明熱（マラリアを含む） ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３ ０ ３ ０

慢性マラリア ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

上気道炎 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

下気遣炎（肺炎） １ ０ ０ 0.， ０ ０ ２ ０ ３ ０

血性下痢 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

無血性下痢 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ ０

ポレリア感染症 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

歯科疾病 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

AIDS ０ ０ ０ ０ ｏ’
０ ０ ０ ０ ０

精神的問題 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

外傷 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ ０

婦人病 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

トリパノソーマ感染症（慢性） ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

胃炎 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

関節炎 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

結核 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

その他（不明） ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

合計 １ ０ ０ ０ ０ ０ ７ ０ ８ ０
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　12月中の出産前診察は94件であった。71名の妊婦は初診で、そのうち３名（4.2％）は

高い危険要因を有していた。

出　産

　９月中の病院内での出産は９件で、死産も未熟児もなかった。

栄養補給サービス

　このヘルスセンターには栄養センターはなく、近所に教会がサポートしている栄養セン

ターがひとつある。

おわりに

　当センターに於ける今月の健康状態は安定していた。
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■ジプチ難民救援医療活動報告

喜怒哀楽の７ヶ月間～ジプチ滞在中における自己の日記より

ＡＭＤＡ看護婦　佐伯　香織

１、はじめに

　看護婦であれば､誰もが発展途上国への救援活動に参加したいと思うのは確かであろう。

実際､この私も幼い頃よりテレビなどのマスコミを通じて､希望に胸を膨らませていたのも

事実である。ただ､語学力の問題や環境に対する不安などで､今一歩踏み出すことのできな

い同業者も多いことだと思う。このような方々、また一般の方々にも理解していただけるよ

うに私のジプチ共和国滞在中（1996年６月11日から1997年１月９日）における記録より、

感じ学んだことを書き記したい。

２、概略

　ジプチ共和国は、ソマリアとエチオピアに周囲を囲まれた紅海に面する国であり、国面積

はほぼ日本の四国と同じくらいである。言語はソマリア語のほかに、フランス語､英語が使

用されているが、難民とのコミュニケーションにはソマリア語が不可欠である。

　1993年から始まったＡＭＤＡのソマリア難民救援活動は､アリサビエ市にその拠点を起き、

ONARS（難民政府局）との協議の上、難民の生活、健康状態の向上を目指し、また現地医

療スタッフの教育にも重点を置き､将来的には彼等自身のちからで活動していけるようにす

ることが目的であり、それに向けて現在も推進中である。

　難民キャンプは全部で３つ（アリアデ､アッサモ、ホルホル）あり、難民の人口は約19､900

人（各6､600人、5､000人、8､300人）にのぼる。全てのソマリア難民はイスラム教徒で、そ

の信仰は厚い。難民キャンプの気候は、夏期の日中では摂氏４５度以上となることもあり、

かなり暑いが乾燥しているので思ったよりは過ごしやすい。また、１２月から１月にかけて

は、少し朝晩冷え込むが、日中は暑くＴシャツに薄手の長袖で十分である。

３、キャンプ滞在中

　1996年６月11日夕刻頃、ジプチ共和国到着。機外に出た瞬間、とても暑い空気に圧迫感

を感じた。空港には出迎えのスタッフ、そこにはパワー･あふれる林さん（ジプチ調整員）の

姿もあった。ジプチオフィスに到着後、スタッフと挨拶を交す。しかし、相手の話す英語が

分からない。会話にならない。その時、自分の英語力のなさに、自責の念にかられた。しか

し、せっかくの自分の夢を無駄にしてはいけないと自分に言い聞かせた。

　翌日、両替のため市内に車を走らせる。一時的に車道側に車を止めると、小汚い服を身に

まとった子供や身体に障害をもつ人々が､お金ほしさに群がってくる｡初めて目にしたその
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光景に、あまりにもショックと恐怖感で、怖じけついてしまったのを覚えている。その後、

かなりの不安とプレッシャーを背負いつつ､アリサビエ市に向かう。アリサビエオフィスに

は、2名の医師（ネパール人とパキスタン人）と宮崎さん（日本人看護婦）が滞在していた。

今回､看護婦入れ替わりのため､私を含む２名の日本人看護婦がここアリサビエに派遣され

た。

　AMDAの医療チームは、医師、看護婦のほかに現地人ナース２名と理学医療師１名（ザ

イール人）、そして各キャンプにＭＣＨナース（妊婦の定期検診や新生児の予防接種など）、

フーディングセンタースーパーバイザー（５歳以下の低栄養児や低体重児を対象とした食料

の配給）、リハインドレーションスタッフ（下痢による脱水患者の管理）、通訳・学校給食の

調理人各１名と門番２名で構成されたている。その他の、ナースインチャージ、保健婦、

フーディングセンターの調理人、産婆などのスタッフはすべてONARSの管轄になる。この

メンバーで､難民たちの日々の健康を管理しいている。そして、キャンプ内での私たち日本

人看護婦の仕事は､フーディングセンターの子供たちの日々の体重推移や健康状態､食欲状

態のチェック、疫病の子供たちの診療、また衛生面（清潔一不潔）に関する母親や子供たち

に対する教育、現地人スタッフヘの教育などである。

　初めてキャンプにいったとき、ソマリア語のまったく分からない私が､子供たちやお母さ

んたちにどのように接したらいいのか戸惑い混乱していると､子供たちのほうからもの珍し

そうに近づいて来た。気がついた時には､私の周りを子供たちが取り囲んでいて、私の髪の

毛や､手をもって喜んでいるではないか｡会話ができなくても十分意気投合している。今ま

で背負っていた不安が一気に消えてしまった様な爽快感を感じた。しかしそれは､一刻のこ

とにしか過ぎなかった。最初の３ヵ月は、ソマリア語を覚えることと、仕事を覚えることで

悪戦苦闘していた｡同じ時期にいた日本人看護婦の彼女も同じだった｡お互いフィールドで

の仕事は初めてであり、互いの性格の不一致から、時折、衝突するようになり、このことは

わたしにとって耐え難いことであった。そして、彼女も同じことを感じていたと思う。そし

て、このような些細なことから、このまま仕事を続けていく自信をなくし、私は帰国する決

心をした。今にして思えば、その頃の自分は、使命感とは裏腹に、自分の感情が優先されて

いた。しかしながら、現地のAMDAスタッフの支援もあり、徐々に私の気持ちに変化が生

じてきた。そして、少しではあるがソマリア語で会話ができるようになり、キャンプの子供

やお母さんたちと言語を通じて交流することができるようになってきた｡この時期になって

やっとキャンプでの仕事が楽しく感じられるようになった。

　その矢先に、生後８ヵ月の低栄養児が死亡した。その子は私が診察していた子供だった。

半月ほど前より風邪をこじらせ､何度か診察に来ていたその子の様子はかなり衰弱していた。

その子の母親の話では、２日前より発熱していたとのこと。体温３９、５度。こういった場

合､肺炎の可能性が高く、医師の指示をあおぐのが先決である。しかしそのときは、自分の

判断で抗生剤と熱さましを処方して母親に解熱の方法と薬の飲ませ方を指導して帰らせた。

その３日後､その子供は帰らぬ人となってしまった｡看護婦としての判断ミスがこのような
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　　　　　結果をもたらし､人を殺してしまったという罪悪感と、その子供の家族に対して申し訳ない

　　　　　という気持ちが、私の胸を切り裂き、涙が止めどなく溢れて落ちた。しかし、現地人スタッ

　　　　　フやなくなった子供の母親さえも、子供の死に対して遺憾の気持を表わしていない｡一人の

　　　　　スタッフは私の泣き顔をみて、「そんなに泣くような事じゃない。アラーの神が、その子を

　　　　　必要としたから連れていったのだ｡」と冷静な顔をしていう。驚いた。しかし、オフィスに

　　　　　帰ってからも泣きじゃくる私を見て、一人のアシスタントナースに、「そのときに医師が診

　　　　　察していても同じ処置しかできなかったと思う｡」といわれ、また、同僚の美佳さんにも、

　　　　　「このことは自分の経験として今後の仕事に役立ててほしい｡」といわれ､はっと我に憚った。

　　　　　この瞬間､この子の死を無駄にしない為に､二度と同じ過ちを繰り返してはならないと思い

　　　　　直した。その経験以降、子供達の観察を注意深く行うようになった。その反面、現地スタッ

　　　　　フや母親達の死に対する考え方のちがいに戸惑いを感じた。このこと以外にも､彼等の行動

ｒ‘●　は､時に私たちの理解を超えていた。ある母親の話によると、病気の子供に薬さえ与えてい

　　　　　れば病気が回復していくと信じ食事を与えていなかったり､他の母親は､子供が食事を食べ

　　　　　ようとしないからといって与えていなかった。こういった考え方の隔たりの背景には､いく

『

ｉ

１

１

｜

｜

｜

　　　つかの大きな問題がある。一つには、ほとんどのソマリア人女性は、教育を受けておらず、

　　　幼い頃より家事手伝いをさせられており､女性達は子供の育て方を知らないまま子供を生み

　　　続けている現状があげられる。二つめには、多産民族のため、一人一人の子供に十分な食料

　　　が行き渡らないことがあげられる。自然に競争に勝ち残ったものには未来が開けている｡母

　　　親達は弱い子供に対して、無理に生きさせようとはしない。ただ、自然の成り行きに任せて

　　　いるのだ。フィーディングセンターの子供達の多くには､お腹や背中にいろいろな形の火傷

　　　が刻まれている。子供達が病気になると、火を使った民間療法を行っているからだという。

　　　以前に比べてこの治療法は少なくなりつつあるが､それでもまだ根深く、難民達の中にはそ

　　　の治療法を信じているものもすくなくはない｡私たちは、日々の活動を通じて、間違った考

　　　えをもっている母親に対して、教育、指導している。時には、考え方の達いから、言い争い

､!1　　になることもあった｡最初は戸惑いを隠せなかった｡現地の人々は感情が豊で喜怒哀楽が激

　　　しい。怒りを表わすとき、大声で怒鳴り、自分の感情をそのままぶつけてくるのである。日

　　　本人の私には理解しづらかった。もちろん、現地人スタッフとの衝突のときも同じである。

　　　しかし、何度か繰り返しているうちに慣れっこになってしまった。

　　　　仕事を初めて半年も過ぎると、それぞれのスタッフやフーディングセンターの子供達､お

　　　母さん達とのあいだには信頼関係が生まれた｡喜ばしいニュースもたくさんある｡一番嬉し

　　　かったことは､死に向かっていた子供達が私の援助と母親の介護により回復し、フーディン

　　　グセンターから退院していくことである。その時私たちは、もう二度と帰ってこないでほし

　　　いと祈っている。そして、７ヵ月が過ぎ、別れのときが来た。今まで協力しあい、また時に

　　　は衝突しあった仲間との別れはとても悲しく辛いことであった｡離陸直後､私の胸にポッカ

　　　リと大きな穴があいたのを感じた。
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４、おわりに

　環境の１８０度違う国で、いろいろな経験をすることができ、今までの人生のなかで、こ

のときほど喜怒哀楽の激しかった時間はなかったように思います｡帰国後､母にとても逞し

くなったねといわれました。自分自身でもそう思います｡素晴しい経験ができたことは私に

とってなによりの宝です｡今回､私をジブチに派遣して下さった近藤様、ジプチ滞在中にお

胆話になった方々、そして最初から最期まで何かにつけて助けていただいた林さん､美佳さ

ん、本当にありがとうございました。心より感謝の気持ちで一杯です。

フィーディングセンターの

子どもの診察中

ホルホルキャンプにて。

現地医療スタッフに講義中

ホルホルキャンプ
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寄付のお願い

　　　　AMDA事務局長　近藤　祐次

ΛＭＤＡは1984年にアジアの医師たちを中心に設立され、日本を含め財界

犯緋巾ﾍﾊﾟ乞乃4↑只二総勢1800名の会員を有する民間の国際医療援助団体です｡そ

の活動は相り]扶助思想を基本理念とし、アジア太平洋・アフリカ・ヨーロッ

パ、中南米、中近東等の地域で自然災害による被災者や戦争による難民に対

する人道的医療援助及びコミュニティーにおける地域保健等の開発プロジェ

クトを実施し、さらに国内では在日外国人のための医療相談を実施していま

す、設立以来12年間で実施したプロジェクトは35ケ国86プロジェクトにお

よびます。

AMDAがここまで活動できましたのも､ひとえに皆様のご支援のお陰と感謝

しております｡世界には地震や台風等の自然災害で苦しむ被災者や発展途上

国で貧困にあえいでいる多くの人々がいます。また､世界中に3000万人以上

もの人々が、戦争や内戦のために家や家族を失い、難民となって毎日困難な

生活を強いられています｡AMDAは今後とも皆様一人一人の善意を大きな国

際貢献の力としてこれらの人々に届けて参ります。

この度、ＡＭＤＡでは外務省の外郭団体である財団法人国際協力推進協会

（APIC）の協力を得て、皆様からの寄付に対して課税優遇措置を受けること

ができることになりました｡AMDAに対する寄付金の課税優遇措置をご希望

の方はAMDA事務局に直接お問い合わせ下さい｡ひとりでも多くの方々のご

支援をお待ちしております。

　　　　　　　　◇寄付送金先◇

郵便振替　口座番号　　01250-2-40709　AMDA

中国銀行一宮支店（普通）　　1272011　AMDA

第一勧業銀行岡山支店（普通）1816947　AMDA

＊詳しくはAMDA事務局までお問い合わせ下さい。

　　電話:086-284-7730(担当：財務局　成潭)
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インタビュー＊私と国際交流

プロのＮＧＯが活躍できる社会に
日本緊急救援NGOグルーブ（JEN）現地統括・任者　木山啓子

　私が国際協力の透を志Ｌたのは、ア

メリカに留学した頃からです。さまざ

まな人種が共に暮らす国で、人４が互

いに動け合い、しかもそれを喜ぴとす

る様子を間近に見て、私も国際社会で

何かできれぱと思･ったのです。

　帰国後、企業に勤めたのですが､｡家

兄でのペーバーワークに飽き足らず、

ど’らしても直接異文化がぷつかりあう

現場に入りたくて、ＮＧＯのＡＭＤＡ（ア

ジア夭gi連絡協議会1に入会。まもな

く!1jユーゴスラビアの難民・被災民を

支援する日本緊急救援ＮＧＯグループ

（･JEN･）に派遣されまＬた。以来、私の

生活は難民、国連組織、日本社会それ

ぞれとコミュニゲーションをし、心と

心の結び付きを求める毎日です。

●心のケアを中心に

　JENは1994年１月に設立された日本

のＮＧＯの協力ネットワーク組織で、

ＡＭＤＡ、アフリカ教育基金の会、カン

ボジアの子供に学校をつくる会、ケア･

ジャパン、国境なき奉仕団、日本国際

救援行動委員会、立正佼成会の７団体

が加盟しています。いくつものＮＧＯが

まとまって連合体を組織し、大規模に

現地で活動するのは日本では初めてな

ので試行錯誤の連続ですが、忘れられ

がちな難民の「心のケア」を中心に、

家庭訪問による心理カウンセリングな

ど、現在までに約40のプロジェクトを

旧ユーゴ全土で実施してきました。

　本当の意味で効果的な活動ができる

よう、現地コーディネーターとして私

はまず、難民の声をじっくり聞くよう

心掛けています。プロジェクトの押し

つけや、少しでも「やってあげている」
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という態度はJENの精神でもある相互

扶助精神にそぐわないものです。現地

においては「一緒に暮らす対等な者同

士」という感覚が大切でしょうね。

　1982年､立教大学法学部卒業｡米国ﾆｭｰﾖﾆｸ州

　立大学ﾊﾞｯﾌｧﾛｰ校修士算程修了後､帰国｡電気

　ﾒｰｶｰ､開発ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ会社等を経てAMDA入
　会｡94年､JENに派遣される｡旧ﾕｰｺﾞｽﾗﾋﾞｱ現地

　統括責任者として多くのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを実施。

　●人は心を求め合うもの

　　人の意見をよく聞くというのは、仕

　事柄必要というだけではありません。

　現場にいると、自然とそうしたいとい

　う欲求にかられてくるのです。

　　クロアチアの首都ザグレブから車を

　走らせて、セルビア人居住区に行った

　時のこと。救援物資も滞り、誰からも

　振り向かれず苦しんで、生きているだ

　けという人々に会いました。セルビア

　人は悪玉とされて欧米のＮＧＯなどは

｀支援の対象から外している状態なので

　すが、私たちに会うと、彼らは皆涙を

　流して喜んでくれるのです。何もして

　くれなくてもいい、ただよその土地か

　ら自分に会いに来てくれる人がいた。

　自分は世の中から見捨てられたわけで

　はないのだ4と握った私の手を放さず

　に、現地の言葉で訴え続けるのです。

　人と人とがいかに心を求め合う存

在か、痛感します。「そこにいる」人を、

「あなたはそこにいるのね」と存在を

確認すること。これがコミュニケーシ

ョンの原点ではないでしょうか。

　直接現地で活動を行う「顔が見え

る」国際協力という点では、日本は

欧米に比べ歴史が浅く、ヨーロッパで

活動していて「日本人がここで何をし

ているの」と怪誇そうに言われること

もありました。でも、私は欧米圏でな

い日本人だからこそできることもあ

ると信じています。今ではJENの存在

も認められ、国籍を超えたＮＧＯ同士

みネットワークも生まれています。

●市民意識の向上を願う

　そんな経験を積んで痛感するのは、

日本も欧米のようにプロフェッショナル

なＮＧＯが活躍する社会になれたら、

ということです。欧米のＮＧＯでは、必

ずブロがプロジェクトの中核となり、そ

の回りにセミプロ、ボランティアが続

き、その土台を組織的にバックアップし

てくれる構造が整っています。

　これを可能にしているのは市民の意

識の高さです。国際社会の一員とし

て多くの一般人が人、モノ、金を拠

出してくれるというバックがあるから

こそ、NGOのプロが存在できます。

　日本が10年後そうなるために、私

は市民の意識の国際化のお手伝いを

したいと思っています。そのために、

日本からの訪問団を積極的に受け入

れるなど、一人でも多くの日本人が国

際協力に関われるように場を設けて

いきたい。それが遠回りのように見え

ても一番近い方法だと思っています。
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から３月10日発行第308号国際看護

(４)○日平成９年３月１護看際国

ソ
マ
リ
ア
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
の

保
健
医
療
活
動
（
ジ
プ
チ
共
和
国
）

１
、
国
際
医
療
協
力
活
動
に
関
わ

　
　
る
ま
で

　
私
が
「
国
際
医
療
協
力
」
と
い

う
活
動
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
の

は
、
看
護
婦
と
し
て
働
き
始
め
て

し
ぱ
ら
く
経
っ
て
か
ら
で
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
を
持

っ
て
い
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な

か
た
ち
で
で
き
る
の
か
わ
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
Ｊ
Ｍ
Ｔ
Ｄ
Ｒ
（
国

際
緊
急
援
助
隊
医
療
チ
ー
ム
）
の

存
在
を
知
り
、
こ
れ
な
ら
私
の
持

っ
て
い
る
も
の
が
役
に
立
つ
の
で

は
な
い
か
と
思
い
、
応
募
し
ま
し

た
。
研
修
に
参
加
し
た
も
の
の
、

そ
の
内
容
は
私
に
と
り
未
知
と
の

遭
遇
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
途
上
国

と
言
わ
れ
て
い
る
国
々
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
も
な
く
、
ま
し
て
行

っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
後
Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｊ
で
災
害
看

護
研
修
を
受
講
し
、
ど
ん
な
活
動

で
、
ど
う
い
う
こ
と
が
必
要
な
の

か
と
い
う
こ
と
を
よ
う
や
く
認
識

し
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
足
り

な
い
と
思
い
な
が
ら
、
や
は
り
実

際
に
活
動
し
た
い
と
い
う
気
持
ち

が
強
く
な
り
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ

ア
医
師
連
絡
協
議
会
）
に
入
会
し

ま
し
た
。
そ
し
て
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
一

九
九
三
年
一
月
か
ら
ジ
ブ
チ
共
和

国
で
行
っ
て
い
る
ソ
マ
リ
ア
難
民

救
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、
一
九
九

五
年
一
月
か
ら
一
九
九
六
年
七
月

ま
で
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

２
、
’
ソ
マ
リ
ア
難
民
キ
ャ
ン
プ
で

　
　
の
活
動

　
ま
ず
、
ジ
ブ
チ
共
和
国
が
ど
こ

に
あ
る
の
か
、
ご
存
じ
の
方
は
少

な
い
と
思
い
ま
す
。
実
際
私
も

　
「
ジ
ブ
チ
に
行
っ
て
下
さ
い
。
」

と
言
わ
れ
て
「
ジ
ブ
チ
っ
て
ど

こ
？
」
と
い
ら
肴
り
様
で
し
た
。

ア
フ
リ
カ
の
角
と
呼
ば
れ
る
地

域
、
ソ
マ
リ
ア
の
北
部
に
隣
接

し
、
紅
海
の
丁
度
入
口
あ
た
り
で

す
が
、
地
図
で
見
て
も
う
っ
か
り

見
落
と
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ジ
ブ

チ
は
四
国
の
約
丁
二
倍
の
面
積

で
す
。
も
と
も
と
は
ソ
マ
リ
ア
に

含
ま
れ
て
い
た
地
域
で
す
が
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
植
民
地
時
代
に
フ
ラ
ン

ス
に
よ
り
支
配
を
受
け
、
一
九
七

七
年
に
独
立
し
ま
し
た
。
半
乾
燥

地
帯
に
属
し
、
夏
の
平
均
気
温
は

三
十
八
度
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

首
都
ジ
ブ
チ
は
沿
岸
に
あ
り
五
十

度
近
い
日
々
が
続
き
ま
す
。
難
民

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、
首
都

か
ら
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
内
陸
で
、

標
高
九
百
メ
ー
ト
ル
の
町
に
拠
点

を
置
い
て
い
ま
す
の
で
、
比
較
的

過
ご
し
や
す
い
状
況
で
す
。

　
難
民
キ
ャ
ン
プ
は
三
か
所
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
規
模
が
異
な
り
ま

す
。
各
キ
ャ
ン
プ
に
は
診
療
所
、

母
子
保
健
セ
ン
タ
ー
、
栄
養
セ
ン

タ
ー
、
経
口
補
液
セ
ン
タ
ー
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
各
セ
ク
シ
ョ
ン

に
は
現
地
ス
タ
ッ
フ
が
働
い
て
い

ま
す
。
・
そ
の
他
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
ヘ
ル
ス
ワ
ー
カ
ー
（
Ｃ
Ｈ
Ｗ
）

や
伝
統
産
婆
（
Ｔ
Ｂ
Ａ
）
が
い
ま

す
。

　
診
療
所
で
は
患
者
の
診
療
、
薬

の
処
方
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
母

子
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
妊
婦
検

診
、
予
防
接
種
の
他
に
、
Ｔ
Ｂ
Ａ

と
の
連
携
や
指
導
を
図
っ
て
い
ま

す
。
栄
養
セ
ン
タ
ー
で
は
栄
養
失

調
児
・
者
に
給
食
を
行
い
、
ま
た

妊
婦
、
授
乳
婦
に
対
し
月
一
回
食

品
を
配
給
し
ま
す
。
経
口
補
液
セ

ン
タ
ー
で
は
下
痢
に
よ
る
脱
水
の

患
者
に
対
し
Ｏ
Ｒ
Ｓ
（
O
r
a
l
.

R
e
h
y
d
r
a
t
i
o
n.
S
a
l
t
s
）
を

与
え
、
必
要
時
に
は
占
繭
を
行
い

ま
す
。
い
ず
れ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で

も
、
そ
こ
の
担
当
者
が
対
象
者
を

教
育
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
て
て

い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

と
し
て
は
、
各
セ
ク
シ
ョ
ン
の
監

督
や
指
導
、
ス
タ
ッ
フ
ヘ
の
教
育

を
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
は
も
と

療
チ
ー
ム
と
も
協
力
し
な
が
ら
行

っ
て
い
ま
す
。

３
、
活
動
を
通
じ
て

　
〈
教
育
に
つ
い
て
〉

　
ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
ヘ
の
教
育

は
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
を
対
象
に
各

キ
ャ
ン
プ
で
行
わ
れ
る
も
の
と
、

テ
ー
マ
に
合
っ
た
対
象
者
に
行
う

も
の
が
あ
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
や

母
親
に
直
接
関
わ
る
の
は
、
や
は

り
そ
こ
で
働
い
て
い
る
人
達
で
す

の
で
、
彼
ら
が
自
分
達
で
判
断

し
、
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
が
大
切
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

’
す
。
各
キ
ャ
ン
プ
毎
で
は
、
講
義

形
式
を
と
る
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
私
達
外
国
人
は
通
訳
に
時
間

を
要
し
た
り
し
ま
す
の
で
、
徐
々

に
彼
ら
に
担
当
し
て
も
ら
う
よ
う

に
し
ま
し
た
。

　
い
ろ
い
ろ
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
関
わ
り
、
私
が
感
じ
た
こ
と

は
、
実
際
に
私
達
が
行
う
よ
り
も

や
は
り
現
地
の
人
が
行
う
ほ
う
が

良
い
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
な

ぜ
な
ら
彼
ら
が
自
分
達
で
行
う
こ

と
で
、
自
信
を
持
て
る
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
の
時
の
私
達
の
役

割
と
し
て
は
、
ス
タ
ッ
フ
に
応
じ

た
内
容
や
興
味
の
持
て
る
よ
う
な

方
法
を
一
緒
に
考
え
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
し
た
。

　
　
〈
ト
イ
レ
の
こ
と
》

　
ジ
ブ
チ
も
そ
う
で
す
が
、
ソ
マ

リ
ア
は
遊
牧
民
の
国
で
、
人
よ
り

も
家
畜
の
ほ
う
が
多
い
と
言
わ
れ

ま
す
。
草
を
求
め
て
移
動
す
る
の

で
、
用
は
そ
の
辺
で
足
す
も
の
な

の
で
す
。
し
か
し
キ
ャ
ン
プ
と
い

う
、
人
が
集
ま
っ
て
生
活
し
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
よ
う
な
場
所
に
お

い
て
は
、
具
合
が
悪
い
こ
と
で

す
。
キ
ャ
ン
プ
の
近
く
に
は
干
上

が
っ
た
川
が
あ
る
の
で
す
が
、
少

し
掘
る
と
水
が
浸
み
出
し
て
き
ま

す
。
夏
に
は
井
戸
の
水
位
も
下
が

り
、
水
が
足
り
な
い
時
に
は
、
そ

の
よ
う
な
水
を
汲
ん
で
い
る
人
も

い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
ま
わ
り

は
排
泄
場
所
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
多
い
の
で
す
。
私
が
派
遣
さ
れ

る
前
の
夏
ま
で
は
、
コ
レ
ラ
が
発

生
し
て
い
ま
し
た
。
難
民
局
で
は

ト
イ
レ
設
置
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
難
民

に
対
し
て
資
材
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
つ
く
る
の
は
も
ち
ろ
ん
そ
の

難
民
の
人
達
で
す
。
ソ
マ
リ
ア
社

会
は
親
類
関
係
の
絆
が
強
い
こ
と

も
あ
り
、
キ
ャ
ン
プ
内
で
も
そ
の

よ
う
な
近
い
関
係
の
人
が
集
ま
っ

て
住
ん
で
い
る
こ
と
が
多
く
、
協

力
し
て
自
分
適
用
の
ト
イ
レ
を
つ

く
り
ま
す
。
自
分
達
の
ト
イ
レ
な

の
で
い
つ
も
き
れ
い
に
保
た
れ
て

い
ま
す
。
以
前
一
つ
の
キ
ャ
ン
プ

に
公
乗
用
の
ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
あ
る
機
関
が
難
民
を
雇

い
、
そ
の
ト
イ
レ
を
つ
く
っ
た
の

で
す
が
、
し
ば
ら
く
使
わ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
亀
一
一
″

後
、
汚
れ
た
ま
ま
放
置
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
ト
イ
レ
の
必
要
性
を

説
明
し
て
も
「
お
金
を
出
さ
な
い

の
な
ら
や
ら
な
い
よ
。
」
と
い
う

人
が
ま
だ
ま
だ
い
ま
す
。
ト
イ
レ

の
使
用
状
況
を
調
べ
た
時
、
他
の

二
つ
の
キ
ャ
ン
プ
で
は
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
し
た
家
の
半
数
以
上
が
ト
イ

レ
を
持
ち
使
用
し
て
い
た
に
も
拘

わ
ら
ず
、
そ
の
キ
ャ
ン
プ
で
は
ゼ

ロ
で
し
た
。
誰
か
が
良
か
れ
と
思

っ
て
行
っ
た
こ
と
で
も
、
後
で
問

題
と
し
て
根
強
く
残
る
こ
と
が
あ

り
、
援
助
を
考
え
る
時
に
注
意
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
し
た
。
そ
の
後
ま
た
別
の
機

関
が
ト
イ
レ
が
必
要
だ
と
言
い
、

設
置
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た

の
で
、
家
族
用
に
し
て
欲
し
い
と

申
し
入
れ
た
の
で
す
が
、
公
衆
用

を
設
置
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
大

き
な
機
関
で
資
金
も
あ
り
、
一
気

に
つ
く
り
上
げ
ま
し
た
が
、
結
果

は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
。

４
、
お
わ
り
に

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
関
わ
り

始
め
た
活
動
で
は
あ
り
ま
す
が
、

気
持
ち
だ
け
で
は
何
も
で
き
な
い

こ
と
を
実
感
し
た
日
々
で
も
あ
り

ま
し
た
。
一
年
半
の
派
遣
期
間
中

様
々
な
経
験
を
し
、
そ
こ
で
考
え

さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
時
支
え
と
な
り
、
大

変
役
に
立
っ
た
の
は
、
災
害
看
護

研
修
で
得
た
知
識
で
し
た
。
学
ん

だ
こ
と
を
再
確
認
、
応
用
す
る
こ

と
で
対
応
で
き
た
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。
私
が
ジ
ブ
チ
で

得
た
こ
と
を
少
し
で
も
Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｊ

に
お
返
し
で
き
る
機
会
を
与
え
て

い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。
私
は
国
際
医
療
協
力
活
動

に
関
わ
り
続
け
て
い
く
た
め
に

も
、
知
識
を
深
め
、
現
場
に
返
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
宮
崎
朋
子
・
看
護
婦
）
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れじょん　第12号　から

り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
患
者
さ
ん
へ
の
醤
一
菜
も
現
地
躇
。

ウ
ン
デ
ィ
（
次
の
人
ど
う
ぞ
）
。
チ
ャ
ラ
（
は
い
座
っ
て

下
さ
い
）
。
オ
ル
シ
ー
ン
グ
オ
（
注
射
で
す
よ
丁
。
最
初

は
河
い
づ
ら
か
っ
た
の
で
す
が
、
何
と
か
理
解
し
て
く

れ
て
、
初
め
て
「
エ
ー
イ
（
わ
か
っ
た
）
」
と
さ
っ
て
も
ら

っ
た
時
は
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。
多
く
の
患
者
は
マ

ラ
リ
ア
や
チ
フ
ス
。
消
毒
方
法
の
徹
底
、
少
な
い
医
療

沓
材
の
節
約
法
な
ど
様
々
な
改
善
提
案
も
続
け
ま
し
た
。

　
そ
う
こ
う
し
て
二
か
月
あ
ま
り
。
病
院
の
周
辺
を
歩

け
ば
現
地
の
人
の
挨
拶
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
や
っ

‐
こ
慣
れ
た
か
な
と
思
う
こ
ろ
、
新
し
い
指
示
が
私
の
も

と
に
。
″
ザ
イ
ー
ル
国
内
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
の
ナ
ー
ス
が

足
り
な
い
か
ら
そ
ち
ら
へ
移
動
す
る
よ
う
に
″
。
え
え

っ
、
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
元
来
あ
れ
も
こ

れ
も
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
私
の
性
格
。
こ
の
あ
た
り

で
気
分
を
も
う
一
度
引
き
締
め
、
新
し
い
所
で
頑
張
る

の
も
い
い
な
、
と
快
諾
し
ま
し
た
。

そ
し
て
難
民
キ
ャ
ン
プ
ヘ

　
ザ
イ
ー
ル
の
キ
ャ
ン
プ
周
辺
は
郵
便
事
情
が
と
て
も
』

悪
い
と
聞
い
て
い
た
の
で
実
家
に
メ
ー
ル
を
遠
っ
て
お

き
ま
し
た
。
「
ザ
ィ
ー
ル
と
の
国
境
付
近
、
ブ
カ
ブ
に
移

動
し
ま
す
。
連
絡
は
取
り
に
く
い
け
ど
元
気
で
す
か
ら

安
心
し
て
ね
」
と
書
い
て
。
実
は
出
発
前
回
問
親
に
約

束
し
て
い
た
ん
で
す
。
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
は
行
か
な
い
、

ャンプで翼地のスタッフとザイールのキ

″●

っ
て
。
で
本
当
は
ザ
イ
ー
ル
な
の
に
、
国
境
付
近
だ
と

ご
ま
か
し
ま
し
た
。
で
も
、
現
地
に
行
く
と
そ
こ
に
は

衛
星
を
使
う
イ
ン
マ
ル
サ
ッ
ト
電
話
が
。
も
ち
ろ
ん
通

信
コ
ス
ト
が
高
い
の
で
自
由
に
い
つ
で
も
使
え
る
も
の

じ
や
な
い
け
ど
、
一
度
ご
好
意
に
甘
え
て
実
家
と
連
絡

を
取
り
ま
し
た
。
母
は
開
ロ
ー
番
「
キ
ャ
ン
プ
で
し
ょ

う
、
大
丈
夫
な
の
、
怒
っ
て
い
る
け
ど
と
に
か
く
体
に

気
を
つ
け
て
ね
、
お
父
さ
ん
に
は
キ
ャ
ン
プ
っ
て
こ
と

内
緒
に
し
・
こ
く
か
ら
ね
。
ガ
チ
ャ
ン
」
。
後
か
ら
聞
け
ば

日
本
で
は
ア
フ
リ
’
カ
の
エ
ボ
ラ
出
血
熱
が
大
ニ
‐
1
Ｉ
ス

に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
は
心
配
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
母
の
愛
に
感
謝
。
多
少
申
し
わ
け
な
い
気
が
し
ま
し

た
が
、
ギ
ャ
ン
グ
の
日
々
は
日
本
の
こ
と
な
ど
考
え
る

暇
も
な
い
ほ
ど
の
忙
し
さ
。
ル
ワ
ン
ダ
の
病
院
と
違
っ

て
、
テ
ン
ト
の
キ
ャ
ン
プ
ホ
ス
ピ
タ
ル
は
ロ
ー
カ
ル
ス

タ
ッ
フ
五
十
余
人
、
二
人
の
ド
ク
タ
ー
を
始
め
と
す
る

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ス
タ
ッ
フ
八
名
の
大
所
帯
。
対
象
と
す
る
の

は
ブ
カ
ブ
郊
外
の
カ
ル
ヘ
キ
ャ
ン
プ
四
エ
リ
ア
に
暮
ら

す
お
よ
そ
五
、
〇
〇
〇
戸
の
難
民
た
ち
。
当
初
流
行
し

た
コ
レ
ラ
や
赤
痢
は
ひ
と
段
落
で
し
た
が
、
高
温
多
湿

の
難
民
キ
ャ
ン
プ
だ
け
に
、
マ
ラ
リ
’
ア
や
チ
フ
ス
は
も

う
日
常
茶
飯
事
。
薬
品
も
非
常
に
限
ら
れ
、
物
資
も
な

い
。
頼
れ
る
の
は
患
者
の
生
命
力
だ
け
と
い
う
状
況
で

は
、
つ
く
づ
く
看
護
婦
な
ん
て
無
力
だ
な
と
落
ち
込
む

卜内(診療所)はとても熟いキャンプのテン

｜

ｊ
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こ
と
も
し
ば
し
ば
。

　
少
な
い
ガ
ー
ゼ
を
ど
う
や
っ
て
無
駄
な
く
使
う
か
、

脱
脂
綿
を
ど
う
節
約
す
る
か
。
そ
ん
な
こ
と
に
し
か
自

分
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
ず
に
。
で
も
と
に
か
く
一
生

懸
命
で
し
た
。
ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
か
ら
「
カ
ズ
コ
は

’
け
ち
だ
」
な
ん
て
よ
く
Ｒ
一
わ
れ
ま
し
た
…
。

　
宿
舎
は
車
で
一
時
間
ほ
ど
行
っ
た
所
に
あ
る
、
か
っ

て
誰
か
の
も
の
だ
っ
た
お
屋
敷
。
生
活
に
不
自
由
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
キ
ヤ
ン
プ
に
は
飲
食
施
設
が
な

い
の
で
、
昼
食
は
宿
舎
か
ら
侍
っ
て
い
っ
た
バ
ナ
ナ
や

ナ
ッ
ツ
、
そ
れ
に
紅
茶
ぐ
ら
い
。
む
ち
ゃ
く
ち
ゃ
熱
い

の
で
食
欲
も
な
し
。
が
、
そ
れ
を
見
て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
、
現
地
の
人
が
わ
ざ
わ
ざ
遠
い
宿
舎
に
果
物
や
食

べ
物
を
届
け
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
も
う
立

派
に
市
場
に
だ
せ
る
、
売
り
物
に
な
る
よ
う
な
も
司
を
。

決
し
て
裕
福
で
は
な
く
、
明
日
の
食
事
に
も
し
か
し
た

ら
困
る
よ
う
な
現
地
の
人
が
持
っ
て
き
て
く
れ
る
の
で
す
。

信
じ
ら
れ
な
い
不
幸
な
戦
争

　
優
し
い
ん
で
す
。
今
困
っ
て
い
る
人
に
は
自
分
に
余

裕
が
な
く
て
も
助
け
よ
う
と
す
る
。
そ
ん
な
こ
と
を

度
々
、
経
験
し
ま
し
た
。
ル
ワ
ン
ダ
で
知
っ
た
ツ
チ
族

も
、
難
民
ギ
ャ
ン
グ
の
フ
ツ
族
も
優
し
い
。
そ
し
て
、

礼
儀
正
し
く
、
ず
る
く
な
く
、
お
と
な
し
い
。
な
ん
で

こ
ん
な
人
た
ち
が
戦
争
を
し
て
し
ま
う
の
か
、
今
で
も

胆
閤
齢
曝
ｉ
湿
・
爪
”
・
回
　
　
　
　
。
’
　
　
　
ｓ

　
私
に
は
、
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
　
最
初
は
ち
ょ
っ
ぴ
り
怖
か
っ
た
ド
ク
タ
ー
も
、
と
あ

　
る
火
傷
患
者
に
対
す
る
処
置
を
見
て
、
「
火
傷
は
カ
ズ
コ

　
に
ま
か
せ
て
お
け
ば
安
心
だ
」
と
信
頼
を
寄
せ
て
い
た

　
だ
き
、
ス
タ
ッ
フ
間
の
信
頼
、
連
携
も
Ｈ
を
追
う
に
つ

　
れ
素
晴
ら
し
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
ザ
イ
’
‐
ル
キ
ャ
ン
プ
で
約
三
か
月
。
肖
初
決
め
て
い

　
た
任
期
も
あ
り
、
少
し
体
調
を
壊
し
た
の
で
延
長
を
せ

　
ず
帰
国
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
「
次
の
カ
ズ
コ
の
仕
事
は
、
こ
の
キ
ャ
ン
プ
で
の
現
実

　
を
み
ん
な
に
伝
え
る
こ
と
」
と
い
う
現
地
ス
タ
ッ
フ
の

　
見
送
り
の
言
葉
は
決
し
て
忘
れ
ま
せ
ん
。

　
　
帰
国
し
て
今
後
の
こ
と
を
じ
っ
く
り
考
え
ま
し
た
。

　
振
り
返
っ
て
兄
れ
ば
、
人
に
役
立
つ
た
め
と
い
う
よ
り
、

　
自
分
が
教
え
ら
れ
に
行
っ
た
よ
う
な
派
遣
で
し
た
。
で

　
も
こ
の
経
験
を
生
か
す
の
が
ア
フ
リ
カ
で
頑
張
る
み
ん

　
な
に
応
え
る
こ
と
。
大
げ
さ
で
は
な
く
そ
う
考
え
Ａ
Ｍ

　
Ｄ
Ａ
の
方
々
と
も
相
談
し
、
本
部
の
あ
る
岡
山
で
看
護

　
婦
と
し
て
働
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
あ
る
岡
山
へ

　
　
ま
た
ま
た
父
は
大
反
対
。
「
埼
玉
に
も
病
院
は
あ
る
、

　
東
京
に
も
病
院
は
腐
る
ほ
ど
あ
る
。
な
の
に
な
ん
で
岡

　
山
く
ん
だ
り
ま
″
・
ら
も
う
ほ
と
ほ
と
愛
想
を
尽
か
さ
れ

　
た
よ
う
な
呆
れ
ら
れ
た
よ
う
な
…
。
ど
う
か
親
不
孝
な

　
私
を
お
許
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
メ
ン
バ
’
‐
が
い
つ
も
世
界
で
ど
ん
な
こ

　
　
と
を
や
っ
て
い
る
の
か
、
常
時
岡
山
に
い
て
、
働
く
か

　
　
た
わ
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
事
務
所
に
顔
を
出
し
活

作
動
を
続
け
る
こ
と
で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
全
体
像
が
よ
う
や
く

こ
見
え
は
じ
め
て
き
ま
し
た
。

Ｗ
　

自
分
た
ち
の
で
き
る
こ
と
を
今
す
ぐ
に
、
そ
れ
が
で

↓

き
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
そ
れ
を
や
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
大
切
さ
。
私

四
が
メ
ン
バ
ー
登
録
し
て
す
ぐ
派
遣
要
請
が
あ
っ
た
の
も
、

一
匹
実
は
そ
ん
な
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
来
の
姿
勢
に
基
づ
く
も
の
だ

Ｓ
っ
た
ん
で
す
。

パ
　
こ
れ
か
ら
も
少
し
で
も
、
誰
か
の
力
に
な
れ
た
ら
。

ｍ
］
こ
の
思
い
を
大
切
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
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岡
山
を
拠
点
に
世
界
へ
、
国
際
貢
献
の
輪
を
広
げ
る
、
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
＝
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
。
「
良
き
医
療
、
良
き
将
来
」
を
理
念
に
、
阪
神
淡
路
大
震
災
で
の
活
躍
な
ど
日

本
国
内
は
も
と
よ
り
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
で
今
日
も
、
自
然
災
害
や
戦
争
に
よ
る
雛

Ｗ
ｈ
ａ
ｔ
・
ｌ
ｓ
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
？
鱈
Ｂ

　
　
　
　
ソ
ご
ゐ
と
い
う

　
　
　
．
．
ま
し
た
．
看
護

　
　
…
…
資
格
を
身
に

　
　
　
し
柝
・
ヱ
で
看
護
婦

ｔ
’
り
大
河
か
を
、
と
考

　
　
　
．
↓
ご
ど
様
々
な
資

　
　
　
一
　
．
偶
然
立
ち
寄
つ

　
　
　
ー
よ
．
様
々
な
ボ

　
　
　
バ
言
Ａ
だ
け
が
常

　
一
　
肯
・
牛
海
外
協
力

士
言
作
勁
ダ
メ
・
：
と

　
　
　
”
い
た
の
か
も
。

　
土
入
貢
に
な
っ

　
上
士
利
運
良
く

　
・
∠
・
こ
。
を
想
像
し
て

　
　
　
・
・
汁
鮒
内
容

　
　
谷
フ
ゴ
マ
に
行
け

　
‘
∴
ｔ
．
に
コ
レ
ラ
や

　
で
・
・
こ
か
ら
は
毅

几
レ
ぐ
ん
ど
ん
伝

に
…
…
－
”
債
ヽ
険
だ
か

∇
グ
∴
七
の
影
響
や

道
援
助
、
地
域
保
険
な
ど
着
実
か
つ
広
範
な
活
動
を
続
け
る
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
で
あ
る
。

今
回
は
そ
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
一
昨
年
、
数
カ
月
に
渡
っ
て
ア
フ
リ
カ
で
の
活
動
を
経
験
し
た

看
護
婦
、
岩
田
和
子
さ
ん
の
レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
し
よ
う
。

精
神
的
プ
レ
ツ
シ
ャ
’
‐
か
ら
体
調
を
こ
わ
し
て
し
ま
い
、

そ
の
時
は
キ
ャ
ン
セ
ル
。
半
年
後
の
一
昨
年
一
月
に
、

ザ
イ
ー
ル
の
隣
国
、
″
ヮ
ン
ダ
の
首
都
キ
ガ
リ
で
の
、

ル
ヮ
ン
ダ
国
内
病
院
良
‥
建
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
最
初
に
派
遣
依
頼
さ
れ
た
の
が
、
平
成
六
年
八
月
に

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
（
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事

務
所
）
と
共
同
の
医
療
救
援
活
動
ぶ
ヮ
ン
ダ
難
民
緊

急
救
助
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
″
だ
っ
た
ん
で
す
。
内
戦
に
発

展
し
た
ル
ヮ
ン
ダ
の
ツ
チ
族
、
フ
ツ
族
間
の
紛
争
で
ザ

イ
ー
ル
に
逃
れ
た
難
民
へ
の
医
療
入
道
援
助
が
ｎ
的
で

す
。
絞
い
て
そ
の
年
十
月
に
は
、
ル
ヮ
ン
ダ
・
キ
ガ
リ

市
近
郊
の
ル
・
ト
ン
ド
診
療
所
を
再
建
し
、
国
内
避
難

民
の
診
療
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
二
次
メ
ン
バ
ー
と

し
て
の
出
発
で
す
。

｛
工
路
未
知
の
ア
フ
リ
カ
ヘ

ン
ダ
ヘ
の
旅
は
、
一
生
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
旅
に

な
り
ま
し
た
。

　
ナ
イ
ロ
ど
で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
ス
タ
ッ
フ
に
出
迎
え
て
も

ら
い
、
週
二
便
の
ル
ワ
ン
ダ
便
の
接
続
待
ち
。
後
続
の

人
の
持
っ
て
き
た
日
本
の
新
聞
を
兄
、
震
災
の
あ
ま
り

の
状
況
に
が
く
然
と
し
ま
し
た
。
ま
だ
派
遣
の
途
中
で

す
。
「
こ
れ
以
上
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
旅
は
な
い
、
と
に

か
く
早
く
目
的
地
に
着
き
た
い
」
た
だ
、
そ
う
思
う
ば

か
り
で
し
た
。

　
待
？
｝
と
数
日
、
や
っ
と
ナ
イ
ロ
ピ
か
ら
フ
ラ
イ
ト
。

到
着
し
た
ル
ワ
ン
ダ
、
キ
ガ
リ
空
港
は
滑
走
路
と
が
ら

ん
と
し
た
建
物
が
あ
る
だ
け
。
出
迎
え
の
現
地
調
奨
只

の
方
と
車
で
目
的
の
ル
ト
ン
デ
病
院
へ
。
途
中
の
町
の

様
子
は
、
意
外
に
活
気
が
あ
り
ま
し
た
。
お
店
も
あ
い

て
い
る
し
、
歩
い
て
る
人
も
た
く
さ
ん
…
「
こ
こ
で
数

'･

アフリカでの貴書な体験を語る岩田和子さん

　
か
月
荊
戦
争
が
あ
っ
た
の
？
」
と
、
ち
ょ
っ
と
不
思
議

　
に
思
え
る
ほ
ど
。
で
も
要
所
要
所
に
は
武
装
兵
士
の
姿
。

　
や
は
り
ち
ょ
っ
と
緊
張
で
す
。

　
　
空
港
か
ら
小
一
時
間
で
病
院
へ
到
着
。
レ
ン
ガ
づ
く

　
り
の
わ
り
と
小
奇
麗
な
建
物
、
約
四
十
床
の
入
院
患
者

　
用
の
ベ
ッ
ド
も
あ
り
ま
し
た
が
、
薬
品
や
医
療
資
材
な

　
ど
は
ギ
リ
ギ
リ
最
低
限
と
い
っ
た
感
じ
。
聞
け
ば
私
の

　
到
着
剖
に
、
徹
底
的
に
破
壊
、
略
奪
さ
れ
た
も
の
を
よ

　
う
や
く
こ
こ
ま
で
再
建
し
た
Ｉ
こ
い
う
こ
と
。
ロ
ー
カ
ル

　
｛
現
地
｝
ス
タ
ッ
フ
は
若
い
ド
ク
タ
ー
一
人
と
、
に
わ
か

　
ナ
ー
ス
の
女
性
数
名
。
こ
の
人
た
ち
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
派
遣

　
の
ド
ク
タ
ー
・
二
名
と
私
を
含
め
て
看
護
婦
四
名
、
そ
れ

　
に
調
整
員
一
名
が
協
力
し
て
、
現
地
で
の
医
療
活
動
に

　
あ
た
り
ま
し
た
。

　
　
外
米
患
者
数
一
日
平
均
五
ト
人
。
入
院
は
常
時
十

　
一
十
五
人
。
治
安
も
思
い
の
ほ
か
良
く
、
夜
勤
は
ロ
ー

　
力
作
ス
タ
ッ
フ
の
担
当
と
あ
っ
て
、
思
っ
た
よ
り
″
困

　
難
″
は
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
ｎ
一
日
を
Ｉ
生
懸
命

す
や
っ
て
い
れ
ば
な
ん
と
か
な
る
。
困
っ
た
の
は
外
国
語
。

Ｊ
こ
れ
で
は
青
年
海
外
協
力
隊
の
試
験
も
落
ち
て
当
然
。

ントもDr.の回診のアシスタ

多
国
華
の
人
か
ら
構
成
さ
れ
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
も
頼
り
な
い
こ
と
こ
の
上
も
あ
り
ま
せ
ん
。

現
地
の
人
と
通
い
合
う
心

　
で
も
一
週
間
も
過
ぎ
る
う
ち
に
何
と
か
日
常
の
意
思

疎
通
が
で
き
、
医
療
関
連
の
．
．
．
‥
葉
も
わ
か
る
よ
う
に
な

　　　　　　　　　　　36●RIGION
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「
今
度
は
難
民
キ
ャ
ン
プ
じ
ゃ
な
い
か
ら
」
と
首
っ
て

も
、
特
に
父
は
ま
た
ま
た
大
反
対
。
少
々
後
ろ
髪
を
引

か
れ
る
思
ぃ
で
し
た
が
、
平
成
七
年
一
月
十
七
日
に
成

田
を
発
ち
ま
し
た
。
あ
の
大
震
災
の
日
で
し
た
が
早
朝

使
だ
っ
た
の
で
ニ
ュ
ー
ス
は
兄
て
ぃ
ま
せ
ん
。
途
中
の

パ
キ
ス
タ
ン
空
港
か
ら
家
に
電
話
す
る
と
「
あ
な
た
も

心
配
だ
が
、
日
本
は
も
っ
と
大
変
」
な
ん
て
言
わ
れ
、

我
が
身
の
行
く
先
も
心
細
く
震
災
も
気
が
か
り
で
不
安

は
増
す
ば
か
り
。
戦
乱
の
跡
も
生
々
し
い
だ
ろ
う
ル
ワ

　
　
　
　
ー
’

‐
１
１
１
１
１
‐
１
‐
‐
ｉ
ｌ
。

　
　
　
　
ｒ

『
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は
、
職
場
の
状
況
や
、
最
初
に
述
べ
た
私
的
な
事

情
も
あ
っ
て
、
国
内
で
の
活
動
に
と
ど
め
て
い
る

が
、
早
く
、
子
供
の
千
を
引
き
な
が
ら
で
も
い
い

か
ら
、
ま
た
現
地
の
人
と
一
緒
に
汗
を
流
せ
る
海

外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
い
な
と
、
血
だ
け

は
騒
い
で
い
る
。

ｏ
専
門
家
ほ
ど
陥
り
や
す
い
罠
＠

　
さ
て
、
国
際
医
療
協
力
と
い
う
と
、
災
害
や
内

戦
な
ど
で
飢
え
や
病
気
に
苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち

の
と
こ
ろ
に
飛
び
込
ん
で
い
っ
て
、
命
を
救
う
医

師
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
人
が
多
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
テ
レ
ピ
で
も
よ
く
そ
う
い
っ
た
映
像
が

映
さ
れ
る
し
、
そ
う
い
う
姿
に
あ
こ
が
れ
て
海
外

に
飛
び
出
す
医
師
も
た
し
か
に
多
い
。
い
わ
ゆ
る

レ
ス
キ
ュ
ー
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
で
あ
る
。
け
れ
ど
、

実
際
に
国
際
医
療
協
力
に
関
わ
っ
て
み
て
痛
感
す

る
の
は
、
こ
の
レ
ス
キ
ュ
ー
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ほ

ど
危
な
い
も
の
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
現
実
に
、
医
師
さ
え
い
れ
ば
ど
う
に
か
な
る
状

況
な
ど
ほ
と
ん
ど
な
い
。
緊
急
医
療
援
助
で
あ
っ

宮
地
尚
子

″●

て
も
、
必
要
な
薬
品
や
機
材
が
な
け
れ
ば
手
も
足

も
出
な
い
し
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
や
関
係
機
関

と
の
交
渉
な
ど
に
長
け
た
ス
タ
ッ
フ
や
現
地
協
力

者
が
い
な
け
れ
ば
、
現
場
ま
で
到
着
す
る
こ
と
さ

え
容
易
で
は
な
い
。
肺
炎
の
子
供
に
抗
生
物
質
を

注
射
矛
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
雨
風
を
し
の
げ
る
‘

住
ま
い
や
毛
布
、
栄
養
の
あ
る
食
事
が
な
け
れ
ば
、

ま
た
一
週
間
後
に
同
じ
症
状
の
子
供
を
見
る
だ
け

だ
。
ま
し
て
や
、
長
期
の
地
域
医
療
向
上
の
た
め

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
な
る
と
、
レ
ス
キ
ュ
ー
・

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
に
か
ら
れ
た
医
師
は
、
ほ
と
ん
ど

害
し
か
及
ぼ
さ
な
い
。

　
人
を
救
い
た
い
と
い
う
思
い
は
崇
高
な
も
の
に

違
い
な
い
。
人
に
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
、
役
に
立

つ
こ
と
、
そ
し
て
感
謝
さ
れ
る
こ
と
は
、
国
際
協

力
に
携
わ
る
人
間
の
大
き
な
原
動
力
に
な
る
。
け

れ
ど
、
結
局
、
そ
の
人
を
救
う
の
は
そ
の
人
な
の

だ
、
と
い
う
一
種
醒
め
た
意
識
が
な
け
れ
ば
、
国

際
協
力
は
恐
ろ
し
い
権
力
の
行
使
に
な
っ
て
し
ま

う
。
ま
た
、
目
に
見
え
る
効
果
や
感
謝
を
期
待
し

て
ば
か
り
い
る
と
、
独
り
よ
が
り
の
活
動
に
終
わ

っ
て
し
ま
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
医
療
の
分
野

に
限
ら
な
い

　
が
、
と
く
に
、
医
師
の
よ
う
に
特
殊
な
知
識
、

技
術
を
特
つ
「
専
門
家
」
ほ
ど
、
こ
の
罠
に
陥
り

フ

Ｉ
Ｘ
）
Ｘ
¥
’

や
す
い
よ
う
に
思
え
る
。

　
実
は
、
こ
の
こ
と
は
日
頃
の
医
療
で
も
同
じ
だ
。

医
師
は
、
患
者
の
病
気
を
治
す
の
で
は
な
く
、
患

者
自
身
が
病
気
を
克
服
す
る
の
を
援
助
す
る
だ
け

な
の
だ
。
「
助
け
ら
れ
る
人
た
ち
」
は
決
し
て
無
力

で
は
な
い
。

　
お
っ
と
、
子
供
が
泣
き
出
し
た
。
子
供
も
親
が

育
て
る
の
で
は
な
い
、
子
供
が
育
つ
の
を
、
親
は

そ
ば
で
見
守
る
だ
け
な
の
だ
。
な
ど
と
考
え
つ
つ
、

で
も
、
赤
ち
や
ん
っ
て
自
分
の
お
む
つ
は
ま
だ
替

え
ら
れ
な
い
の
で
、
私
が
行
く
し
か
な
い
。
と
い

う
こ
と
で
、
今
回
は
こ
こ
で
筆
を
お
き
ま
し
ょ
う
。

次
は
バ
リ
バ
リ
の
国
際
的
な
現
場
報
告
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
産
休
の
ハ
週
間
は
あ
っ
と
い
う
間

に
終
わ
り
、
ま
た
明
日
か
ら
仕
事
と
育
児
で
寝
不

足
気
味
の
日
が
続
き
そ
う
で
す
。

　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
●
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順
　
　
　
　
　
　
・
・
　
　
　
・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
関
西
代
表
、
医
師
　

Ｉ

－だ,れ似た拓
ぱ
炉
Ｓ
し
・
ぱ
が
い

　
今
回
、
女
性
三
人
で
順
繰
り
に
、
「
国
際
協
力
の

現
場
か
ら
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
エ
ッ
セ
イ
を
連
載

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
が
、

ど
う
い
う
わ
け
か
産
休
中
の
私
に
回
っ
て
き
た
。

　
産
休
の
間
は
暇
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
ん
だ
ろ
う

か
、
と
思
わ
ず
邪
推
す
る
。
生
後
一
ヵ
月
の
赤
ん

坊
の
世
話
は
、
授
乳
の
た
め
に
夜
、
何
度
も
起
こ

さ
れ
る
こ
と
を
除
け
ば
、
ま
あ
ど
う
に
か
な
る
。

問
題
は
、
一
歳
三
ヵ
月
に
な
る
上
の
娘
だ
。
危
険

も
知
ら
ず
に
そ
の
辺
を
走
り
回
り
、
高
い
と
こ
ろ

に
上
っ
て
は
、
転
ん
で
わ
あ
わ
あ
泣
く
。
気
が
つ

く
と
食
卓
か
ら
醤
油
差
し
が
消
え
、
畳
に
真
っ
黒

な
水
た
ま
り
が
で
き
て
い
た
り
も
す
る
。
目
い
っ

ぱ
い
家
事
や
育
児
に
参
加
し
て
く
れ
る
ア
メ
リ
カ

人
の
夫
と
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
手
伝
い
に
来
て
く
れ

て
い
る
母
の
お
か
げ
で
、
私
は
気
が
狂
わ
ず
に
い

る
よ
う
な
も
ん
だ
。

　
と
い
う
わ
け
で
、
な
ん
か
育
児
日
記
の
ノ
リ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｆ

難
民
・
飢
餓
・
病
気
な
ど
が
待
ち
受
け
る
Ｌ
地
で
活

躍
す
る
日
本
人
女
性
た
ち
。
彼
女
た
ち
を
国
際
協
力

に
駆
り
立
て
る
力
は
い
っ
た
い
何
な
の
だ
ろ
う

始
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
正
直
な
と
こ
ろ
、
今
の
私
の
置
か
れ
て
い
る
状

況
は
、
国
際
協
力
の
現
場
か
ら
も
っ
と
も
遠
い
と

こ
ろ
に
あ
る
。
ま
あ
、
で
も
、
遠
く
に
い
る
か
ら

よ
く
見
え
て
く
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

生
々
し
い
現
場
の
雰
囲
気
は
、
後
の
お
二
人
に
お

任
せ
す
る
と
し
て
、
こ
こ
は
、
ゆ
っ
た
り
と
「
国

際
協
力
」
な
る
も
の
を
考
え
て
み
よ
う
。

　
　
　
＠
私
と
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
こ
と
ｅ

　
私
の
国
際
協
力
と
の
つ
な
が
り
は
、
主
に
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
と
い
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
を
通
し
て
で
あ
る
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ム
ダ
と
発
音
す
る
）
と
は
ア
ジ
ア

医
師
連
絡
協
議
会
(
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
no
f
M
e
d
i
‐

c
a
1D
o
c
t
o
r
s
o
f
A
s
i
a
）
の
略
称
で
、
保
健
医

療
を
専
門
と
す
る
、
国
連
の
経
済
社
会
理
事
今
に

も
承
認
さ
れ
た
多
国
籍
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
。
ア
ジ
ア

ー
五
カ
国
に
支
部
が
あ
り
、
「
す
ぐ
れ
た
医
療
で
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｒ

り
よ
い
未
米
を
世
界
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
ネ

パ
ー
ル
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど
、
主
に
ア
ジ
ア
で
難

民
や
災
害
被
災
民
へ
の
医
療
援
助
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
行
な
っ
て
き
た
が
、
そ
の
後
ソ
マ
リ
ア
や
ル
ワ

ン
ダ
、
旧
ユ
ー
ゴ
な
ど
ア
ジ
ア
以
外
に
も
活
動
が

広
が
っ
て
い
る
。
近
い
と
こ
ろ
で
は
、
阪
神
・
淡

路
太
腹
災
や
サ
ハ
リ
ン
の
塊
宸
の
際
の
緊
急
医
療

活
動
な
ど
で
ご
存
じ
の
方
も
多
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
国
内
で
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
医
療
情
報
セ
ン
タ

ー
を
東
京
と
大
阪
に
設
置
し
、
ロ
本
在
住
外
国
人

が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
情
報
提

供
や
電
話
相
談
な
ど
の
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
。

関
西
の
セ
ン
タ
ー
の
方
は
私
が
代
表
を
し
て
い
る

の
だ
が
、
そ
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
ま
た
次
の
機

会
に
詳
し
く
説
明
し
よ
う
。

　
私
自
身
の
海
外
で
の
活
動
と
し
て
は
、
一
九
九

三
年
に
参
加
し
た
ジ
ブ
チ
の
ソ
マ
リ
ア
難
民
キ
ャ

ン
プ
で
の
保
健
医
療
援
助
活
動
が
あ
る
。
そ
の
後
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ＡＭＤＡ国際医療情報センター便り

FAX 06-636-2340

″’●

″●

センター東京 〒160　東京都新宿区新宿歌舞伎町郵便局留

�　相談03-5285-8088　事務03-5285-8086

FAX　03-5285-8087

対応言語／時間：英語、中国語、スペイン語、

ポルトガル語

ピリピノ語

ペルシヤ語

韓国語、タイ語

月～金　9:00～17:00

月水金　9:00～17:00

　　水　9:00～17:00

　　月　9:00～17:00

センター関西 〒556　大阪市浪速区浪速郵便局留

�　06-636-2333　FAX　06-636-2340

対応言語／時間：英語、スペイン語

　　　　　　　　ポルトガル語

月～金　9:00～17:00

　　火　13:00～16:00

※中国語、ポルトガル語については電話でお問い合わせ下さい。

外国語による両親学級のご゛案内　▲▽▲▽▲▽▲▽▲▽▲▽

出産を予定している外国人住民が、妊娠・出産・育児等について正しく有益な情報を

得られるよう、通訳付きの両親学級を大阪市内で開催致します。

下記(1)～(3)の各言語で、２日にわたって行う予定です。

日本在住の外国人だけでなく、母子保健医療従事者等、日本の関係者の方々も大歓迎

です。たくさんのご参加をお待ちしております。

日時:(1)スペイン語／ポルトガル語

　　　(2)中国語

　　　(3)フィリピーノ(タガログ)語

　　　いずれも午後１時半～３時半

会場：上記(IX3)

　　　　　(2)

第1日目:7月６日(日)、第2日目:8月10日(日)

第1日目:7月13日(日)、第2日目:8月24日(日)

第1日目:7月20日(日)、第2日目:8月31日(日)

クレオ大阪西（JR環状線および阪神西大阪線　西九条駅より徒歩3分）

クレオ大阪南（地下鉄谷町線　喜連瓜破駅より徒歩3分）

参加費:500円（資料代）

主催：ＡＭＤＡ国際医療情報センター

助成：大阪府国際交流財団

協力：大阪府、大阪市

※託児（無料）も受け付けます。事前にお知らせください。

ご意見、不明な点などありましたら、下記までご違絡下さい。

ＡＭＤＡ国際医療情報センター関西事務局　　�06-636-2333
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言葉の通じる医療機関の紹介

　　　　　　　　　　ｌ

ｆ

「

ｆ

１

０

々;少少半東京ﾌﾌﾟﾀﾞJ万,Jj17.=e卵年庸下期∧樟疎傾向ﾉﾌﾟ

大阪、長野､.溢賀、

鹿児島、山梨、

三重、広島など

1.1％
栃木

1.9％
　静岡

雌者居住地域

１００

相談内容傾向（複数回答）

２００ ３００ ４００ ５００



　　センター東京　1996年度下半期国別相談件数

1996年下期に相談のあった国籍を多い順に並べました。開設は1991年4月

Oct-96 NOV･96
Ｄｅｃ･９６ Ｊａｎ･９７ Feb-97 Mar-97 i麹年齢羊離 96年度 累計（開設～）

ブラジル

　U.S.A

　ペルー

　日本

　中国

７２

２５

１６

３４

１６

４５

３０

１４

３２

１７

３２

１９

２０

１３

１４

４０

３０

３０

３３

１６

63

22

37

22

15

５８

３０

３５

１６

２０

言言壮行atQ

⑤　

湿

且且=言:佃靫

涼感説諭泗

　　　11

……………………………………7S

　1　偏i

言言９

以脆言言言ﾐ46

７３４

２９７

３５３

２４６

１９１

２００９

１７８０

１２６５

　７９７

１０９４

フィリピン

　　タイ

　　英国

　カナダ

　イラン

１５

２８

１０

　５

１４

２２

１７

　４

　７

　６

９

９

８

７

４

１３

　６

　８

　５

　５

１８

　７

１０

９

６

１９

　８

　７

　７

　３

210

131

　79

　65

　96

822

361

365

281

552

　　韓国

オーストラリア

　ミャンマー

　コロンビア

　　ドイツ

４

５

５

１

１

５

７

５

０

３

４

３

２

２

０

４

４

２

３

２

４

２

３

３

３

５

２

０

３

２

往．言能E,,E賠含夥

‥‥‥‥‥‥‥2S

.･E::示四回匹::117

.言ﾐ言.図万万･EI.:ぎ

Eﾐ皆三回胞･図;４4:

７３

５０

２５

２４

２０

３３８

２４４

　７３

　９４

　７７

　　インド

　　ネパール

　インドネシア

バングラデシュ

ニュージーランド

１

２

０

１

０

　　　４

　　　１

・．１

　　　３

　　　４

１

３

３

０

１

２

２

０

３

２

０

０

０

１

０

２

１

４

０

１

毎号言言諒1;EQ

聡諒=言.聡諮９

匹四大四回=E====ﾓa

万言忿　？

認可言言聡言B

２２

１５

１３

２５

１３

１０４

　５７

　２８

１５７

　５０

　フランス

マレーシア

　台湾

ボリビア

　　香港

０

１

１

１

３

２

０

０

０

１

１

１

０

２

０

１

３

１

０

０

２

１

２

０

０

１

０

１

２

０

尚尚万作言言EE7

混.汪汪洋詣y4

‥‥‥‥‥‥‥‥S

.冊:.七万尚.汪:.'､::5E

.言三言元三.1.E=4

１４

　９

　９

　９

　５

71

46

91

65

21

パキスタン

スリランカ

アルゼンチン

　　ガーナ

ナイジェリア

０

２

１

０

０

１

０

０

１

０

０

１

０

２

１

０

０

２

０

０

０

０

１

１

０

３

１

０

０

２

言水分三回五％４

　‥‥‥‥‥‥‥‥４

俗言石谷紆診に４

万,=:､:2:､n:万i､,:::::4

:ﾐ回窓五:回天五回･ﾓ:3

１１

１１

１６

　５

　６

９９

９８

７１

４５

６０

シンガポール

　スペイン

アイルランド

　イタリア

スウェーデン

０

０

０

１

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

０

０

１

２

１

１

０

０

０

０

０

２

匹匹白白白こ２

郷:白水言::j≪j･2

‥万一．ヅ･:.,=;万:9･:2

白白白白･尚尚2

万万皆皆三才Ei2

　３

１０

　５

　４

　５

２６

４２

３０

１９

１７

　ロシア

イスラエル

　トルコ

カンボジア

　オランダ

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

１

１

２

０

０

０

０

０

１

０

０

１

０

０

０

言言:匹三谷≒ｉ･２

゛｀･･９湊'9･:゛'･:･呂２

･九才言回診誤2

･嶮:朧誤診言岨iE=1

j比･ご回示胞回:l

４

４

３

１

４

１７

３３

１４

　２

１４

　スイス

デンマーク

　ギリシャ

プルガリア

ポーランド

０

０

０

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

０

１

０

１

０

０

０

１

０

０

０

言言言右京1･.脆1

比比ふ回=士分ｼﾞ='1

玉回心比口口E=1=

言言壮行混浴･１

言≒言箭言回:・

２

２

１

１

１

１４

　７

　２

　１

１２

ユーゴスラビア

　　メキシコ

　エクアドル

　ジャマイ‘カ

　エチオピア

　　オマーン

１

０

０

０

１

１

０

０

０

０

０

０

○

０

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

E･?‘=言言言言ぷ･yjt･

'ジ…･･:;'::･･:;l:･:白':2･:･:4;

⑤言言恂言宍漆

言言言回言言i浬

呂:二゛::･･:呂'･白･‘ﾆ:･:･1

穴比比:壮士言'4E

１

６

１

１

１

１

　１

３９

　４

　４

　２

　２

その他の国

　不　明

　０

５９

　０

４０

　０

３３

　０

４８

　０

４８

　０

３６

匹四回匹E一一:冊::EO

良二･二回Z64

　１４
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「

１

１

センター関西　１９９６年度下期　相談受付状況

１

開設からの相談件数累計（1993年１２月～1997年３月）

区画唖i茜］

　四国･

九州地方

16件3.3％

中国地方

12件2.5％

和歌山県

5件1.0％

北陵･東北･

北海道地方

相談内容別件数（複数回答）1996.10～1997.3

３，１ ４ ２件

－ － 一 一 一 一
一 一 ・ 一 一 一 一 一 一

０

他機関からの相談件数

公的機関

NGO

医療機関

企業

マスコミ

国際交流協会

教育機関

その他

Ｎ

ｏ
ｕ
ｎ

（
ｘ
）

１
１

１８

１１

　４

　５

50

1996.10～1997.3

合計　82件

他機関からの相談内容（複数回答） 1996.10～1997.3

活動内容

言葉の問題

医療機関紹介

取材

医療・保険・福祉制度案内

医療費

震災

出版物

HIV関連

その他

35

5

18

14
１
フ
』
｀
／
』
｛
３
フ
｝

24　　合計　106件
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第８回AMDA国際医療協力研究会報告

開催日時及場所:

　1997年4月24日（木）18:30～20 : 30　アジア会館

講演者汲内容：

　田中政弘　フィリピン母子保健プロジェクト

講演内容:JICAフィリピン母子保健プロジェクト

研究会担当　大脇　甲哉

　94年４月～96年３月、医師２名、看護婦１名、教材作成１名、コーディネーター１名。

　マニラから車で３時間のターラック州（人口90～100万人）で活動。

活動内容:

1）医療従事者の能力の向上

　Barangay Health StationやRura1 Health unitのスタッフに対し、患者や地域への健康教育

を実施する能力、保健省のプログラムに対する知識等を再トレーニングする

2）住民参加の促進・啓蒙活動

　日本の母子健康手帳をベースにした母子手帳の作成とその試験的導入､母親学級の開催、

妊産婦や家族の健康管理を目的とした体温計使用の普及

3）村落薬保険プログラム

　このプログラムでは村人によって管理される薬の共同組合的な組織をつくり運営してい

く。まず住民が資金を出し合い安いコストで薬をまとめ買いし村人が管理する事で薬を材

の中で安く買えるようにする。住民から募集したボランティアヘルスワーカーによる運営。

地元ＮＧＯ（ＡＭＤＡフィリピン）スタッフの訪問による住民への直接の技術指導。

　（質問）日本財団ではＵＮＨＣＲに対し資金援助をする形で同じような医薬品回転資金プロ

ジェクトを行ったが、資金が地域レベルに届かない、薬が住民に届かない等プロジェクト

自体がうまくいっていないところがある。

　（回答）本来の意味で住民の自主的参加が得られないとプロジェクトの成功は難しい。保

険料の徴収が安定していない｡信用売りが見られる。（元来農業地域であるため住民に定期

的な現金収入がない）薬を直接管理する人間の会計･在庫記録が不正確である。薬の合理

的使用に関するヘルスワーカーの知識が不十分である。など問題点は多い。ターラックの

プロジェクトでは地元ＮＧＯの住民への直接の技術指導を行うという協力を得られた。

　（意見）（野潭佻次（西アフリカ農村自立協力会））バマコ（マリ共和国）においてマラリ

ア予防薬投与プロジェクト、薬共同組合プロジェクトを行った。　トップダウン方式ではプ

ロジェクトの成功は難しくボトムアップが大切と感じた。１年かけて住民教育（勉強会）を

行った。
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帽回年AMDA・全日病合同防災訓練アンケート集計
-===乙＝(最終報告)

ΛxmA目本支部副代表

　学術‾喬員会副委員長

　　　　　山本　秀樹

1996年･9月１目に実施された防災訓練のアンケート集計をまとめたので一部を報告する。

【結果】

　回答者数:97人､(男性44人：女性53人)、内外国人６人

　医師20名、看護婦20名、その他(無職・学生を含む)47人

　医療従事者以外の方の参加が多いのが特徴であった。

災害救援活動参加経験者:35人（36%）

　AMDAの他にはJMTDR､西宮ボランティアネットワーク、淡路島北淡町等があった。

災害救援活動訓練参加経験者:12名（13%）

　日赤、公立病院､JMTDRなどの訓練に参加したという回答があった。外国人の参加者で、

徴兵制度で兵役中に救援活動の訓練に参加したという回答もあった｡実際に救援活動を行っ

たことのある経験者でも災害救援の訓練を受けてない者が多いことがわかった。

【参加者から各訓練へのコメント】

1.担架・搬送訓練

　担架の作り方は学校（医学部、看護学校）でも習わないので有益であった。

　担架による搬送は、女性でできるかどうか不安である。

2.トリアージ訓練

　はじめて参加するので、非常にリアルで有意義であった。（多数）

　事前に、詳しい講習があった方が良かった。

　防災訓練に限らず、定期的な講習があったらいいと感じた。

　医療従事者と非従事者で予備知識に差があったので､もっと詳しいイントロダクションが

　非医療従事者には必要であると感じた。

　模擬患者で担架の上に居るだけでも非常に疲れた。

　外国人、ハンディキャップのある方のための訓練があるところがよい。

　臨床検査技師の参加の必要性を感じた。

3.後方病院・搬送訓練

　AMDAが自衛隊の基地を使用したのは画期的であった。

　飛行機の中はうるさくて打ち合わせができなかった。

　飛行機搭乗者には十分なオリエンテーションがなかった。

　飛行訓練は費用がかかりすぎるのではないか？

4.情報通信訓練

　　トリアージ訓練と平行したため、参加者少数であった。
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　質問票記入時にホームページを見たものは10名にも満たなかった。

　災害の現場の画像、被災者の生存情報、交通規制、避難所、救護所、後方転送病院、救援

　物資等の情報が必要であると感じた。

　デジタルカメラ、動画を使用した訓練も必要であると感じた。

　インターネットを使用した訓練もさることながらラジオを使用した訓練も必要と感じた。

5.超酸化水生成訓練

　メーカーの講義が長かった。

　超酸化水の使い方について実際に学習できなかった。

　超酸化水に関する情報をインターネット上で公開してほしい。

【その他のコメント】

1.宿泊

　テントが立派であった（恵まれすぎくらい）。

　テントに金がかかりすぎているのではないか？

　線路のそばで寝られなかった。

　夜警の者の声が大きくて寝られなかった。

　被災者の方の生活が経験できて良かった。

　９月でも夜は寒く、毛布、寝袋の準備が必要であった。

　朝早く予告なく起こされたのは頭に来た。

　夜警の仕事の大変さを学習できた。

　夜間のテントでの女性の単独行動は危険であることを認識すべきである。

2.その他

　軍隊邑・自衛隊色が強すぎた。 ＡＭＤＡの基本方針を疑う。（多数）

　緊急時に人を動かす方法として自衛隊式もやむを得ないのか？（少数）

　自衛隊法式を体験する良い機会であった。

　実行委員の方の準備に敬意を表する。

　ＡＭＤＡのプロジェクト経験者の話がゆっくり聞きたかった。

　参加にあたり必要な情報が少なかった。

　災害訓練でさえも現場が混乱することが良くわかった。

　行政と一緒に実施することも大事であるが､AMDA独自の訓練をしたらいいのではない

　か？

【最後に】

本アンケートの集計・解析が遅れたことをお詫びしたい。１月16日の防災会議において一

部を中間報告として報告したか､その後データーを分析する時間もとれなかったので､本報

告を最終版としたい。データの集計のボランティアを募るべきであった。会員名簿､参加者

名簿と質問票の集計方法がパラパラであった。また、インターネットホームページ上で回答

できるシステムの開発を心がけるべきであることを感じた｡本質問票の最終報告は学会等で

公表する予定である。回答を寄せて下さったみなさんに改めて感謝申し上げたい｡本年も立

川市で東京都との合同防災訓練も予定されている。多くの参加者が集まり、質の高い訓練が

行われることを期待したい。
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ネパールスタディツアー報告V

　　　(1996.8.18～8.25実施)

浜松医科大学医学科2年　新谷　裕加子

８月23日（金）

・Dr.Ramesh’s Clinic訪問

・Health Post訪問（２ヵ所）

・障害者センター訪問

・Discussionwith Doctors ofAMDA Nepal（AMDA Nepal omce にて）

＜Dr.Rameshls Clinic訪問＞

　Dr.Rameshが個人で開業しているクリニック。開業時間は午前7時からである。

＜Health Post訪問（その１）＞

　この近くにゴミ処理場が作られたことから、その代償としてできたものである。まだ設立されて2年

目と新しいHealth Postである。やっていることは糞便検査、血液検査、尿検査などであり、また一般

的な患者は急性胃炎、肺炎、皮膚の感染症などが挙げられる。設立されてまだ日が浅いため、予防接

種等の予防医学にまでは手が回らないとのことである。カトマンズから近いので、急病や重病の患者

はすぐに、大きい病院へ運ぶことができ、治療してもらえる。現在の問題点は、ここに置いてある薬

は限られていて処方で鳶しか出さないので､患者が薬を飲んでいるかどうかどうかまでは管理できない

ことである。また、薬不足にも悩まされている。ここのシステムは、初診は3Rs.のチケットを、再診

は2Rs.のチケットを買って診てもらう。

＜Health Post訪問（その２）＞

　古くからあるため、汚いが、設備は整っていて、５つの村を管轄している。ここでやっていること

は、予防、クリニック、歯科、薬のほかに、家族計画、村の問題などの相談、郵便配達、また、毎週

火曜日には５歳児にビタミン注射を打っている。それから、救急患者はいつでも受入れている。予防

接種は、医師の資格のないヘルスアシスタントが打つことができ、BCG　14歳、DFr　生後45日と

１ヶ月ごとに２回計３回、ポリオ　生後45日と１ヶ月ごとに２回計３回、はしか　９ヶ月、Ｔ､Ｔ　３ヶ月

の妊婦（破傷風）、ジフテリア　生後6、10、14週間後計３回などが行われている。結核は、診断はバ

クタプルの国立病院で行うが､管理はここで行う。結核に関する教育もしており、村ごとの担当者が、

薬を飲んでいるかなどの予後のサポートもしている。また、健康教育も行って、衛生的な意識の改善

をはかっている。ここは、４つの部屋からなり、診療室、薬を配る部屋、処置室、事務室がある。

＜障害者センター訪問＞

　障害者は、教育を十分に受けることができないために、仕事につく機会にも恵まれにくく、経済的

にも苦しくなっている。そこを改善するために5～6年前に作られたのが､この障害者センターである。

ここは、32床ペットがあり、職業指導、精神的な教育、ADLなどの、理学療法を行っている。英国の

ＮＧＯから金銭的な援助を受けていて､非常に貧しい人には無料で入所させることができる。障害者は

裁縫、タイピングなどの技能を身につけて自立を目指しているが実際のところ、障害者の50%は無職

である。

＜Discussion with Doctors of AMDA Nepal ＞

　この日のディスカッションで取り扱われたテーマは、日本人学生が興味のあるものとしてAMDA

Nepa1に事前に提出したものである。
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＜AIDS＞

　AIDS対策

　1986　エイズ委０分かできる

　1987　い［フーランが大那l↑iの幾つかの地域で実行される

　い医療者によるセミナー

　２］健康教育をラジオやテレビで行う（あまり効果はなかったj

　3）学校の教師への教育

　結果　効果が見られたのは、カﾄマンズぐらいだった。

　1988　5年プラン（期間を長くした）

　１）医療者によるセミナー

　２）健康教育をボスターで行う

　３）学校の教師への教育　健康教育の資料を見せる

　1993　5年プラン（大きい都市のみ）

　２）はなくなった（読み書きの出来ない人が多くて、効果が薄いから）

感染源、感染経路、性交による感染、血液製剤などによる感染、母子感染（胎内、母乳）

SexWorker（売春婦）など

ＷＨＯから5000ドル、このための資金が出ているが、まだいろいろなシステムがなく、国の方針も卜

分でない。また、識字率の低さ（40％）、貧しいこと、高地であることなどの問題点もある。

＜代替医療＞

　代替医療の特徴は､精神面のサポートとなることや､低額から高額までいろいろあることなどで､ネ

パールでは、アーユルペーダ、ョガ、ＵＮＡＮＩ、などがある。代替医療と従来の医療とどちらがよ

り一般的かということはその地域により、ヘルスポストのない村では西洋医学が浸透しておらず、代

替医療のみが行われているところもあり問題となっている。一般的にカトマンズなどの大都市では現

代医療が、田舎の村ではFaith Healerが、中心となっている。

＜自殺＞

　出発前ミーティングの折Nepa1に３ヶ月の赴任歴をお持ちのAMDAJapanの篠原先生にお話をお同

１　　いしたところ、先生の滞在中に比較的多くの自殺例を経験したとのことであった。そこでネパール人

ドクターにお話を聞いてみたのだが、実際には自殺はあまり多くはないとのことであった。自殺の主

な方法は、農薬、首吊り、溺死などである。

ヘルスポストとは住民の保健教育、

予防接種、簡単な診療などを行う政

府機関であり、健康教育には、ポス

ターなどが用いられ、バランスよく

栄養をとることの重要性がイラスト

で説明されている。
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EffectiveDrug Management and Rational Drug use

　　　　　　　　　　　参　加　報　告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　AMDA会員　　篠原真理子

1995年６月５日から８月４日までの９週間､スコットランドのTheR（ibert G･rdon university

にて行われたPostgraduate Certificateコースに参加し、大変有意義なコースでしたので報告

します。

　　［参加者］

　　　　対象は医薬品政策に携わる専門家となっており、1995年の参加者はガーナ３人、ナ

　　　　イジェリア３人、ウガンダ１人、エリトリア２人、エチオピア２人、イエメン１人、

　　　　タイ１人、ソロモン諸島１人、そして私、日本１人の15人でした。彼らは保傭省や

　　　　軍あるいは国立病院から派遣され、うち13人は薬剤師、１人は医師でした。

　　［コース内容］

　　　　コースの目的は「患者がいかなる状況下でもできるだけよい医療をうけるため、合

　　　　理的・効果的な医薬品のマネージメントと利用を促進すること」とあります。この

　　　　=l－スはwHO Action Progrgmme on E8sential Drug のトレーニングコースの１

　　　　つでもあります。

　　　　　内容は、1.医薬品政策と法律制定　2.財政運営　3.英国の薬局と保険制度の現状

　　　　4.医薬品の精選（E8sentia1 Drug 必須医薬品の概念・処方集・一般名医薬品）

　　　　5.処方集　　6.教育･情報伝達技術　　7.購入量の見積り　　8.人材活用　9.品質の

　　　　確保　　10.投薬及び服薬指導　　11.保管と在庫管理　　12.規制と査察　13.入手

　　　　方法（実績による購入先の決定）14.問題の対処方法　15.合理的な医薬品使用

　　　　16.医薬品使用調査　17.保健経済　18.継続教育　19.分配と供給　20.医薬品情報

　　　　21.臨床薬学　22.臨床研究　　23.医薬品品質試験　　24.薬剤師の役割　でした。

　　　　教室スタイルの講義にとどまらず、グループディスカッション、ロールプレイを取

　　　　り入れた考えることをさせる教育でした。

　　　　講師はThe Robert G･rdon university のPauISpivey先生、R M E Rkhards教

　　　　授を始めとし、WHO、NGO（The Es8ential Drugs Pr（lject）、ECHO、病院、地

　　　　域薬局からと多彩な顔ぶれでした。また病院、製薬工場、品質試験所、薬局、卸売

　　　　業者を見学しました。

　　　　テキストは主としてＷＨＯの出版物（末項に示す）及びCommonwealth

　　　　Pharmaceutical Association による通信教育講座「The Management of Drug

　　　　Supphes」のテキストを用いました。

　　　　コースの最後は各自がプロジェクトを作成し、国に持ち帰りました。

　　［Action　Progra=e on Essential Drug（DAP）］

　　　　認められた品質の医薬品やワクチンをできるだけ安価で安定して供給することを目

　　　　的としで1981年にプログラムが開始されました。

　　　　Es8ential Drug（必須医薬品）の概念とは

　　　　①その人口の大多数の医療ニーズに必要であるのは限られた数の医薬品である

　　　　②必要とされる医薬品の範囲は、疾病のパターンと処方者によって決まる

　　　　③必須医薬品が厳正に選定された後、慎重に入手され、効果的に分配され、合理的

　　　　に使用されるなら、すべての人が必須医薬品を利用できるであろう

　　　　つまり基本的な医薬品を手に入れることができない人がいる、その上医療費の大部

　　　　分が医薬品に費やされている現状で、限られた予算でも多くの人々に健康を与える
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　　ため、大部分の人々から必要とされる有効性、安全性、品質がすでに確認された低

　　価格の医薬品（主に一般名医薬品）による必須医薬品リストを作成し、合理的な（無

　　駄のない）使用をすすめる活動といえるでしょう。

　　なおＷＨＯのホームページにＤＡＰについて載っています。

　　wwwhg.who.orjp/programmes/WHOProgrammes.html、

［感想］

　　薬剤師として働いた経験も、開発途上国経験もないままコースを受けてしまいまし

　　たが、受講者との毎日のふれあいのなかで数多くの開発途Ｌ国の現実を知りました。

　　病院内での薬の盗難、患者による薬の売買、誤った表示とともに売られる医薬品な

　　ど私がこのコースを受講するきっかけとなった本の内容が今も変わりなく日常茶飯

　　事に起こっています。インフレが進み医薬品の購入量が少なくなってしまうことや、

　　高温下あるいは海上での医薬品の輸送に苦心していること、国で制定した必須医薬

　　品集に収載されていない医薬品が海外から援助され、医薬品は喉から手が出るほど

　　欲しいのだが必須医薬品のプログラムが進まないという悩みを聞きました。

　　処方する医薬品の品目を制限し、商品名ではなく一般名を用いた処方は、開発途上

　　出がけではなく、英国においても医薬品の合理的な使用のため受けいられています。

　　病院の薬剤師による地域の個人医を訪問し、医薬品の合理的な使用がされるような

　　処方を働きかける活動には驚きました。

　　英連邦の国々は英国を中心にこのような講習、情報の拠点をもっています。

　　アバディーンは建物がグレイの落ち着いた町で、人々も口があうとにっこり微笑ん

　　でくれたのが思い出されます。

　　　・なお、コースは年１回開かれています。問い合わせはCourse Tutor （EDM/

　　　RDU）School of Pharmacy　The Robert Gordon university　SchoolhiU

　　　Aberdeen AB 9 1 FR United Kingdom Te1 : 0224 262000 Fax : 0224 6565

［テキストに用いられたＷＨＯ出飯物］

　　　’Guidehnes 11）rDeveloping National Drug Poh（ies

　　　‘　lndicatorsf1）rMonitoring Nationa1 Drug Pohcies

　　　’Regulation of Pharmaceuticals in Developing Countrie8
　　　・　WHO Expert Committee on Specifications11）rPharmaceutical Preparations

　　　’The U8e of Essential Drugs

　　　‘　TheNew Emergency Kit
　　　’The Role of the Pharmacist in the Health Care System

　　　’Pubhc Education in Rationa1 Drug use

　　　’Management of Drugs at Health Centres

　　　‘　FinancingEssential Drugs :　Report of a VVHO Workshop

　　　‘　Produ（jllgNationa1 Drug and Therapeutic ln公）rmation

　　　°How tolnvestigate Drug use in Communities

　　　°How to hlvestigate Drug use in Health Facnities

　　　・　How to Estimate Warehouse Space 11）rDrugs

　　　゛Drug Supply by Ration Kits

　　　・　Useof the WHO CertificationScheme on the Quahty of Pharmaceutical

　　Product8 1S4ovingin lnternationa1 Commerce

　　　°Access to Drugs and Finance

　　　・　OperationalResearch on the Rational use of Drugs

　　　゛Estimating Drug Requirements
　　上記のＷＨＯ出版物のいくつかは日本でも人手可能だと思われます。

　　（Maruzen Co.Ltd.､P.0.Box 5050、 TOKYO lntemational 、100-31）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ザンビア　２）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　胴　山　隆　山

　石田さん（今回の演奏旅行を現

地でお世話ドさった）が、ルサカ

「b･中心街のＰＡＭＯＤＺＩホテル

をi｀約して下さっていたので、現

地人の運転する石田さんのパゼロ

でホテルに行き、夜行列車でよく

IKれなかった（延藤さんは殆ど一一

睡もしていなかった)ので、まずシャワーを浴び､洗濯をしてから、ひと寝入りした。昼ご

ろ起きて、侵食はルームサービスのサンドイッチとジュースですませ、今日、明日、演奏す

る曲の練習を行った。

　午後３時頃、石田さんが迎えに来て下さったので、コンパウンド地区(生活状態のあまり

良くない､地区)に向かった｡道路はアスファルトだったり､無舗装のところがあったりだが、

♀るところに大きな穴があいていて､真直ぐには走れない状態であった｡石田さんの話によ

ると、や偉がなくて修理するところまで金が回らないということであった。ちなみに、ジン

パブエでは穴ぼこの道には１回も出くわさなかった。

　コンパウンド地区に到着して付近を見ると、アフリカに行く前に、ＡＭＤＡ事務所で､以

前'､菅波先生がザンビアに行かれた時の写真を見せてもらったそのままの景色で､家は日本

の終戦後の堀立小屋という感じがした｡小学校もコンクリート造りの日本の教室より少し狭

レ４つの教室があって、生徒数が多いため、三交代で授業を行っているということだった。

　校長先生と６年生の担任の先生に挨拶をしてから、６年生の敦室にはいった｡教室には60

～70人の‾丘供たちがいて､前２列は机がなく、コンクリートの土間に腰を降ろしていた｡教

宇は小さな窓と､天井中央に蛍光灯が一つあるだけで薄暗い感じがし､子供たちも先生も黒

人なので、外から中に入った瞬間は、目と歯だけが目立って見えると言った感じであった。

担任の先生が生徒に世界地図を持って来させて、日本がどこにあるのかを説明されていた。

アフリカの地図は日本の地図と追って、欧州、アフリカ等が真ん中にあり、日本は右(東)

端にあるため、如何にも追い異国という感じがある。

　私たち３人の中で、唯一人英語の話せる市村さんの説明で演奏をはじめた。

曲目はザンビア国歌、ロンドンデリーの歌、ハンガリー田園狂詩曲、鶴の巣龍、さくら、荒

城の月、聖者の行進など解りやすい曲でプログラムを組んだ。

　校長先生も教室に来られ、子供たちも見慣れない楽器の演奏に、１曲ずつ大きな拍手を

贈ってくれた。

　演奏が終わってから、担任の先生の日本に関する説明があった後、１問１答を行った。楽
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器、日本に関する質問がたくさん出てきたが、中には「日本でも子供がサッカーをしている

か」という質問もあった。ザンビアはサッカーが盛んで､世界選手権アフリカの予選の準決

勝戦で､ザンビアが惜敗し、国民の落胆も相当ひどいものだったとか。もしザンビアのサッ

カーを批判でもしようものなら､殺されかねない程の熱の入れようとのことだった｡子供は

どこの国の子供も同じで､好奇心が強く、無邪気で、とても人なつこく、日本の子供より純

情であるように思われた。

　演奏が終わってから石田さんの案内で学校のすぐそばの青空市場を見て回った。幅３０

ｍ､長さ８０ｍ位の小さな市場で、紙箱や木箱の上に肉、野菜、とうもろこしの粉、ジュー

ス等々が置かれていた｡店といっても露天であり、売っている人は全て女性である。男性は

ブラブラしている人がいる位で､この国では女性の方が男性より生活力が旺盛であるとのこ

とであった。

　コンパウンド地区からの帰り、明日演奏をするザンビア大学に寄って､石田さんが依頼し

ていた先生に会って挨拶をした｡演奏の話は急なお願いだったため､人の集まりが気掛かり

だということであった。

　夕食を石田さん方でご馳走になることになっていたので､帰り道､スーパーマーケットに

寄って、ビールや副食の材料を購入した｡私たちの行ったスーパーマーケットは輸入品も比

較的多い品物も豊富な高級なマーケットで､買い物客は白人が多かった｡品物の並べ方やレ

ジその他、日本のマーケットと変わりなかった

　石田さんのお宅は､以前菅波医院（ＡＭＤＡ）の吉田先生が１年間ルサカに居られたとき

の家で､石田さんと中国人の医師､謝さんが住んでおられ､掃除などはお手伝いさんが来て

するとのことであった。

　中庭には、吉田先生が大事に飼っておられた兎が２羽いた。茶色の方が「きなこ」、黒い

方が「あんこ」という可愛い兎であった。

大京
４月弓（ザンビア1）の訂正：

　　９行目　リビングストン（つぎの駅、

　　22行目　社内→車内

●
一
●
・

ザンビア領）・
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ドクトル外交官奮闘記

４

　アルコール依存症のフォローはどこでするか？

　我々精神科医が苦労させられるアルコール依存

症，そのケアに最高の場所と最悪の場所，どこだ

と思われるだろうか？　私はその両方を経験し

た。

　最高の場所，これはもう議論の余地なくスーダ

ン共和国のハルツームである。イスラムの掟が厳

格に生きるこの国ではコーランが法律である。だ

から，一般の人々が酒を持っているのが見つかっ

たら最後，たちまち警察に引っ張ちれてしまう。

そして，ムチ打ちの刑という素晴しく最高の行動

療法的アプローチが待っている。

　では最悪の場所はどこか。フランスはパリから

南へ高速道路を飛ばすこと３時間，ボーヌ

（Beaune）という田舎街だと確信する。ブルゴー

ニュ（バーガンディー）ワインで名高いこの街を

歩くと，ワイン屋の異様な多さに驚かされる。犬

も歩けば……ではないが，本当に50メートルおき

にワイン屋に行き当たる。そしてそれぞれの軒先

にはDegustation et vente （試飲と即売）の看板

がかかる。人ってゆけば，太っ腹にグラス数杯の

ワインがふるまわれる。これを50メートルおきに

繰り返したらどういうことになるか想像はつくだ

ろう。中身は世界に冠たるブルゴーニュワインで

即売価格は日本の３分の１だから，財布はさほど

軽くならず車のトランクはいっぱい，だから予後

不良になってしまう。そればかりではない。病院

も高校も，町民総ワイン屋の大にぎわいである。

Hospice de Beaune病院が広大なワイン畑を所有

し，そこで醸造されるワインの収益で運営されて

いるとか。その名もズバリHospice de Beaune。

「○○病院ブランド（!!）ワイン」といえば実感が

わくだろうか。少し街はずれに行くとLycee

viticoleがある。日本直にいうと農業高校ワイン
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醸造学科となろうか。広大な実習農園でできたワ

インは年間を通じて即売に出され，校舎の一角を

占める酒蔵（ここにもDegustationetvente の看

板がかかっている!!）ではとっても愛想の良い先

生が現れて,運動部新歓コンパの上級生よろしく，ｆ　●

私のグラスに次々と５杯のワインを注ぎこんだか

ら，運転不能，その後３時間分の予定をキャンセ

ルせざるを得なくなったことを記しておこう。

　ザイール共和国の精神科医療

　ザイール共和国の首都キンシャサに出張の機会

があり，精神科医療施設の視察をしてきた。キン

シャサ中心部から車で約30分，丘の上にキンシャ

サ大学の関連病院,CNPP（Centre Neuro･Psycho

Pathologique）がある。精神科，神経内科，脳外

科を擁する脳神経系総合施設で,医師数は22名（う

ち精神科医11名）である。ベッド数は417ベッドだ

が，必ずしもフル機能しておらず，視察時の入院

患者数は217名であった。病棟の印象は，スーダン

と同様，冷房のない病室にガタのきたベッドがぽ

つりと置いてある殺風景なものだが，閉鎖病棟で一●

も拘束はゆるやかで，患者の表情にはのんびりと

したものが感じられ，外来者の我々にいろいろ訴

えかけてくるといった事も見られなかった。医療

機器類は旧式のものがほとんどであったが，いず

れも整備され,一応の機能は果たしていた｡スタッ

フの服装もきちんとしたもので，少し話した印象

では,モラル面でもまずまずのものが感じられた。

　視察時には，ＫＡＺＡＤＩ教授をはじめとするザ

イール精神医学界を代表する面々に歓迎いただ

き，日本（滋賀医大・京都大）に留学経験を有す

るＫＡＹＥＭＢＥ医師により流暢な日本語で，病院

のみならずザイールの精神医学の説明をいただく

など予想外の驚きであった。
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ザイール・キンシャサ郊外，ＣＮＰＰ全景。

　現在ザイールには精神科医療施設が３ヵ所（キ

ンシャサに２ヵ所，カナンガに１ヵ所）ある。医

療費は患者一人あたり100米ドルから2,000米ドル

相当であるが，政治的不安定に国家財政疲弊のあ

おりを受けて国庫補助も減る一方で，苦しい運営

を迫られている。薬品類はフラ’ンス，ベルギー，

南アフリカ共和国などからの輸入に頼っており，

diazepamやchlorpromazineのような基本的な

もののストックは十分あるものの，値が張る新薬

の購入は困難で，SSRIなど望むべくもないよう

であった。

　日本の措置入院や医療保護入院に相当する，強

制入院のシステムはかつては存在していたが，現

　　　　　　日本の措置入院や医療保護入院に相当する，強

　　　　　制入院のシステムはかつては存在していたが，現

　　　　　在では実質的に機能していない由。

　　　　　　この国の医学部は現在６年制だが，来年度から

　　　　　　７年制になる予定。国立大学医学部は３校あり，
ｆ　●　全部あわせて毎年600人の新卒者が出る。しかしな

　　　　　がら，フランスやアメリカなどの先進国とは異な

　　　　　り，昔々の日本のように精神科の人気は今ひとつ

　　　　　らしく，昨年度は１人も志望者がいなかったとの

　　　　　ことでこれは同業者として悲しむべき現実であっ

　　　　　た。

　　　　　　全体を通して，比較的高い医師個人の能力と比

　　　　　　して設備面での老朽化・陳腐化が印象に残った。

事態の改善には公的助成が不可欠であるが，現在

の疲弊した財政状況ではこれも困難であり，現在

は一部例外をのぞいて低調な西側諸国からの援助

に期待するしかない。

　心的外傷へのサポート

　大使館届け出だけで１万６千人の在留邦人が居

住し，さらに年中引きも切らず観光客が押し寄せ

る当地パリでは，事故や事件に巻き込まれる日本

人も相当な数にのぼる。平成７年度の在フランス

日本国大使館領事部の邦人援護件数は実に500件

590名にのぽる。この中には，テロの被害や性的暴

力など，事故や事件の性格によっては心的外傷と

なる場合もある。本誌第15巻第２号で太田博昭先

生が書いておられるように，フランスでは災害精

神医療の出動型医療化がなされている。重大事件

の被害者が発生すると，公的医療機関の精神科医

がさっと派遣されて心的外傷のサポートが行われ

る。TWA800便の墜落事故の際，ドゴール空港に

trauma centreが設置され乗客家族にカウンセリ

ングサービスが提供されたのも記憶に新しい。負

けてもいられないというわけでもないが，当館で

も被害者の初期サポートをすることにした。具体

的にはi急性ストレス反応やPTSDなど，心的外

傷に関連する資料・症状発生時の案内と本邦の専

門医への紹介状ヒナ型を作成。領事部（邦人保護

担当セクション）窓口に常備。重大事件の届け出

があった際には被害者に手渡されることとした。

さらに,-ケースによっては領事の判断でこちらに

連絡が来ると，初期カウンセリングなど，帰国ま

での一時的ではあるがサポートを行っている。も

ちろん。こういう仕事の発生は一切無いことを希

望してい･るが，この稿執筆中にもPort Royal駅

で列車爆破テロ，邦人旅行者負傷の連絡が入って

きた。今夜も忙しくなりそうだ……。
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－みんな「ムシ」が好き？－

　桜が散り始めたと思ったら，もう５月．街路樹の若葉の間をツバメがすいすい飛び交って

います.栃木県のシンボル栃の木も白に赤い紅を差した白い花を咲かせています.新鮮な魚

や，旬の野菜が食卓に上る時期ですね．店先に並ぶ魚も野菜も，とってもおいしそう！

　今年の初鰹はもう召し上がりましたか？困ったことに,新鮮な魚や栄養たっぷりの有機栽

培の野菜が好きなのは私たち人間ばかりではありません．ジリリーン！「はい,医動物学教

室です.」「も，もしもし！○○病棟ですが，す，すみません！ム，ムシが出たんです！大至

急,来て下さい！」電話の声は大慌て．こちらもあわてて白衣を引っかけ，あたふたと現場

に向かいます.病棟に到着すると,すでに医師室の一角に白衣の人だかりができていますが，

半径1メートルぐらいぽっかり空いて,その真ん中にちょこんと置かれた容器をみんなこわ

ごわのぞき込んでいます．その中にいたものは…「あ，ヒト回虫のメスですね.」

　聞けば,患者さんはおなかの手術をしたおばあちゃん.手術の後に,薬でおなかを動かし

て腸の癒着（自然にはくっつくはずのないところにくっついてしまうこと,腸閉塞という病

気の原因になることもあります）を防ぐのですが,薬の点滴を始めたところ，口からムシを

吐いたとか.ぽかぽか暖かいおなかの中から,急に寒くて明るい世界に出てきてびっくりし

たのか，回虫は「あれ，動いてる！」

　「きゃあぁぁ！」と蒼い顔して座り込んでしまった女医さん，約１名，「えぇぇぇっ！」と

目を輝かせてのぞき込んだのは,その他大勢のお医者さんと医学生たち,多数派はムシが嫌

いではないようです．「このムシ，回虫は，メスの成虫は長さ30cmほどになります．昔は，

多数のムシが寄生して,栄養失調になったりムシが詰まって腸閉塞になったりしたそうです

が，最近は1匹か，ごく少数の寄生が多く，症状はほとんどありませんし，悪さすることも

まれです.有機野菜の普及とともに症例が増えているようです.海外で生野菜を食べて帰国

してからムシが出る人もいます.」と説明すると，みんなほっとしたような顔になり，急に

にぎやかになります．「この人，海外旅行したって？」「いや，こお10年ぐらいはないって

言ってましたよ.」「あ，そういえば家庭菜園が趣昧って言ってました」「肥料は何やって

たって？」「近所の人に分けてないかな？」…．病棟はちょっとしたお祭り騒ぎです．

　その数日前は,別の病棟にマラリアの若者が入院してきました.病棟の顕微鏡で主治医と

いっしょに顕微鏡をのぞき込みバ‾あ，いたいた！」と，言ったとたん，医師室はハチの巣

をつついたような大騒ぎ.手に手に書きかけのカルテやらボールペン,はては食べかけのま

んじゅうまで持った医者や学生が駆けつけて，押すな押すなの大盛況．「え，マラリアです

か？」と顔を出したのは，たしか，隣の病棟の先生じゃなかったっけ？

　現在の日本では特別天然記念物カモシカは見たことがあっても,寄生虫など実物はみたこ

ともない臨床医が増えているためでしょうか.ムシも生き生きする若葉の季節は医動物学教

室が，忙しくなる季節でもあります.
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前
回
に
引
き
続
き
私
事
で
恐
縮
だ
が
、
父
の
こ

と
に
つ
い
て
語
り
た
い
。
私
の
父
は
太
平
洋
戦
争

で
負
傷
し
帰
還
し
た
傷
い
軍
人
で
あ
っ
た
。
召
集

令
状
に
よ
っ
て
応
召
し
た
名
も
な
い
一
兵
卒
で
あ

る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
起
点
と
し
て
東
南
ア
ジ
ア

を
転
戦
し
、
ビ
ル
マ
（
現
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
で
間
近

に
被
弾
。
右
眼
球
を
摘
出
す
る
と
い
う
重
傷
を
負

っ
た
。
昭
和
十
九
年
、
父
が
二
十
五
歳
の
時
で
あ

る
。

　
戦
後
。
父
は
出
征
前
に
勤
め
て
い
た
大
牟
田
市

の
企
業
に
再
び
勤
務
し
た
。
戦
前
に
担
当
し
た
経

理
業
務
に
従
事
し
た
が
、
後
に
守
衛
と
な
っ
た
。

事
務
作
業
で
残
り
の
目
の
視
力
が
低
下
し
、
失
明

し
か
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
昭
和
二
十
四
年
に
母

と
結
婚
し
、
そ
の
後
兄
と
私
が
生
ま
れ
四
人
家
族

と
な
っ
た
。
当
時
、
父
の
収
入
の
ほ
か
に
経
済
的

支
え
と
な
っ
た
の
は
、
傷
い
軍
人
の
父
に
支
給
さ

れ
る
恩
給
だ
っ
た
。
こ
れ
は
片
目
を
失
っ
た
代
償

父の目

祐次ＡＭＤＡヽ
事務局長近藤

ｻﾞげ|鍼
で
あ
り
、
父
の
残
り
の
人
生
の
精
神
的
支
え
に
な

っ
て
い
た
。
私
も
そ
の
お
か
げ
で
大
学
に
進
学
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
い
ね
ば
父
の
目
を
代
償
と
し

て
高
等
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
私
は
思

っ
て
い
る
。

　
大
学
卒
業
以
来
、
私
は
一
貫
し
て
海
外
業
務
に

携
わ
り
、
特
に
最
近
十
年
間
は
国
際
協
力
の
仕
事

で
諸
外
国
を
訪
問
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ

ー
シ
ア
。
兵
士
と
し
て
父
が
見
た
戦
場
を
、
息
子

の
私
が
国
際
協
力
の
た
め
に
訪
問
す
る
と
い
う
巡

り
合
わ
せ
に
父
と
私
の
運
命
的
つ
な
が
り
を
感
じ

た
。
父
は
平
和
に
な
っ
た
か
つ
て
の
戦
場
を
再
び

自
ら
の
目
で
見
る
こ
と
な
く
平
成
五
年
に
七
十
四

歳
で
人
生
を
閉
じ
た
。
戦
争
で
失
わ
れ
た
「
父
の

目
」
に
代
わ
っ
て
世
界
の
す
べ
て
の
人
々
の
平
和

な
笑
顔
を
見
た
い
と
思
う
。
そ
し
て
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は

そ
れ
が
で
き
る
と
こ
ろ
だ
と
私
は
信
じ
て
い
る
。

　
い
さ
さ
か
旧
聞
で
恐
縮
だ
が
、
以
前
テ
レ
ビ
の

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
外
国
人
関
取
が
寝
具
の
寝
心
地

の
良
さ
を
「
寝
て
み
に
ゃ
わ
か
ら
ん
て
」
と
宣
伝

し
て
い
た
。
「
百
聞
は
Ｉ
見
に
し
か
ず
」
を
ユ
ー

モ
ラ
ス
に
表
現
し
て
い
て
な
ぜ
か
心
に
残
っ
た
。

　
財
団
で
働
い
て
い
た
と
き
に
タ
イ
の
山
岳
民
族

で
の
ト
イ
レ
づ
く
り
を
叉
援
し
た
こ
と
が
あ
両

タ
イ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
で
働
く
日
本
人

男
性
が
オ
フ
ィ
ス
に
来
て
熱
心
に
説
明
し
て
く
れ

た
の
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。
村
で
は
放
し
飼
い

の
黒
豚
が
寄
生
虫
の
卵
が
混
じ
っ
た
ふ
ん
尿
を
赤

土
の
道
端
で
排
せ
つ
す
る
。
そ
こ
を
子
供
た
ち
が

裸
足
で
走
り
回
る
。
寄
生
虫
の
幼
虫
が
ヱ
・
供
た
ち

の
足
の
指
の
関
か
ら
侵
入
す
る
。
今
度
は
子
供
た

ち
が
寄
生
虫
混
じ
り
の
ふ
ん
尿
を
道
端
に
排
せ
つ

し
、
そ
れ
を
黒
豚
が
食
べ
る
。
こ
れ
が
感
染
サ
イ

ク
ル
で
あ
り
、
ト
イ
レ
は
こ
の
経
路
を
断
ち
切
る

手
段
と
な
る
。

　
し
か
ｋ
私
は
こ
の
状
況
を
全
く
理
解
で
き
な

･･」

-

祐次

や｢行ってみに

近藤ＡＭＤＡ事務局長

白齢4
か
っ
た
。
日
本
の
生
活
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
か

ら
で
あ
る
。
そ
し
て
数
力
月
後
、
私
は
そ
の
山
岳

民
族
の
村
を
訪
問
し
た
。
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
で
土

ぼ
こ
り
に
ま
み
れ
る
こ
と
七
時
間
。
標
高
千
μ
の

山
岳
地
帯
で
景
色
は
い
い
が
臭
い
。
暑
い
。

　
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
か
ら
跳
び
降
り
た
。
足
元
か

ら
赤
い
土
ぼ
こ
り
が
舞
い
上
が
る
。
散
人
の
子
供

た
ち
が
近
づ
い
て
来
た
。
汚
れ
た
衣
服
。
あ
か
に

ま
み
れ
た
顔
。
鼻
水
泰
垂
ら
し
眼
病
を
患
っ
て
い

る
子
も
い
る
。
皆
、
や
せ
細
っ
て
い
る
。
そ
し
て

裸
足
。
「
な
る
ほ
ど
」
と
、
足
元
に
何
か
を
感
じ

た
。
何
と
黒
豚
の
親
子
が
十
頭
ば
か
り
列
を
な
し

て
歩
い
て
い
る
。
「
う
Ｉ
む
、
な
る
ほ
ど
」

　
今
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
で
発
展
途
上
国
や
戦
争
被
災
国

へ
支
援
活
動
を
手
掛
け
て
い
る
が
、
と
も
す
る
と

計
画
段
階
で
机
上
の
空
論
に
陥
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
ん
な
と
き
私
は
あ
の
山
岳
民
族
を
思
い
出
し
て

つ
ぷ
や
く
の
で
あ
る
。
「
行
っ
て
み
に
ゃ
わ
か
ら

ん
て
」

火曜
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こ
の
欄
で
し
ば
ら
く
の
間
、
読
者
の
皆
さ
ま
に

お
目
に
か
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。
公
共
の
器
で
あ

る
新
聞
に
私
の
拙
文
が
披
露
さ
れ
る
こ
と
は
は
な

は
だ
心
苦
し
い
こ
と
だ
と
恐
縮
し
て
い
る
。
た
だ

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
）
の
活
動

を
含
め
、
私
の
経
験
や
諸
事
へ
の
思
い
が
皆
さ
ま

の
毎
日
の
生
活
に
い
さ
さ
か
で
も
お
役
に
立
て
ば

望
外
の
喜
び
と
感
じ
、
厚
顔
無
恥
の
そ
し
り
を
も

顧
み
ず
あ
え
て
お
引
き
受
け
し
た
次
第
で
あ
る
。

　
私
は
福
岡
県
の
大
牟
田
市
と
い
う
炭
鉱
町
で
生

ま
れ
育
っ
た
。
闇
市
の
石
炭
産
業
は
昭
和
三
十
年

代
に
そ
の
全
盛
時
代
を
迎
え
、
そ
の
後
は
衰
退
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
っ
、
た
。
つ
い
先
ご
ろ
、
同
市

に
残
っ
た
最
後
の
鉱
山
で
あ
る
三
井
三
池
鉱
が
間

も
な
く
閉
山
さ
れ
る
と
報
道
さ
れ
た
。
闇
鉱
山
の

す
ぐ
そ
ば
で
育
っ
た
者
と
し
て
感
慨
深
い
も
の
が

あ
る
。

　
昭
和
三
十
五
年
に
は
同
市
で
三
池
争
議
が
起
こ

っ
た
。
当
時
の
市
民
生
活
は
決
し
て
裕
福
な
状
況

で
は
な
く
、
小
学
校
一
年
生
で
あ
っ
た
私
の
学
級

点

-

祐次

原
一
ａａａ
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に
は
裸
足
で
学
校
に
通
う
生
徒
が
数
人
い
た
こ
と

を
今
で
も
覚
え
て
い
る
。
か
く
言
う
私
も
小
学
校

四
年
生
の
時
ま
で
屋
外
に
あ
る
一
本
の
水
道
を
四

世
帯
で
使
用
す
る
長
屋
に
住
ん
で
い
た
。
そ
こ
は

台
風
の
季
節
に
た
ぴ
た
び
水
害
に
見
舞
わ
れ
る
場

所
で
も
あ
っ
た
。
大
人
の
胸
ま
で
床
上
浸
水
し
た

長
屋
か
ら
救
動
員
に
背
負
わ
れ
て
助
け
出
し
て
も

ら
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
避
難
所
で
配
給
さ
れ
た
援

助
物
資
の
毛
布
が
と
て
も
暖
か
く
感
じ
ら
れ
た
。

　
そ
れ
か
ら
五
十
余
年
。
現
在
、
私
は
自
然
災
害

被
災
者
や
戦
争
難
民
の
救
援
活
動
に
従
事
し
て
い

る
。
明
確
に
意
識
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

幼
少
の
こ
ろ
の
こ
れ
ら
の
体
験
が
私
の
活
動
の

・
「
原
点
」
な
の
だ
ろ
う
と
感
じ
て
い
る
。

　
今
ま
で
ア
ジ
ア
の
発
展
途
上
国
を
幾
度
と
な
く

訪
問
し
た
。
タ
ク
シ
ー
に
乗
る
と
、
必
ず
と
言
っ

て
よ
い
ほ
ど
小
学
生
く
ら
い
の
子
供
た
ち
が
信
号

待
ち
の
単
に
両
手
を
差
し
出
し
物
ご
い
に
来
る
。

読
者
の
皆
さ
ま
に
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
経
験
さ

れ
た
方
が
お
あ
り
か
も
し
れ
な
い
。
私
が
こ
の
こ

と
を
初
め
て
経
験
し
た
の
は
ま
だ
自
動
車
会
社
の

社
員
で
あ
っ
た
二
十
代
の
こ
ろ
で
あ
る
。

　
路
上
に
い
・
て
は
危
な
い
ぞ
、
と
思
い
な
が
ら
、

か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
い
く
ら
か
あ
げ
な
け
れ
ば
・
：

と
ズ
ボ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
手
を
突
っ
込
む
。
そ
し

て
ど
う
し
よ
う
か
と
迷
う
の
で
あ
る
。
あ
げ
た
と

き
に
は
何
か
割
り
切
れ
な
い
気
持
ち
が
残
る
。
あ

げ
な
か
っ
た
と
き
に
は
Ｊ
い
く
ら
か
の
後
悔
の
念

と
と
も
に
そ
の
子
供
た
ち
が
差
し
出
し
た
小
さ
な

手
を
複
雑
な
気
持
ち
で
思
い
出
す
の
で
あ
る
。

　
後
に
国
際
協
力
の
仕
事
で
ス
リ
ラ
ン
カ
に
行

き
、
貧
し
い
尼
寺
を
訪
問
し
た
。
そ
こ
で
は
親
に

捨
て
ら
れ
た
身
体
障
害
児
や
、
子
に
捨
て
ら
れ
た

さな手」Ｘ
「

祐次近藤ＡＭＤＡ
事務局長ｭﾓ擬白面

老
人
た
ち
が
生
活
し
て
い
た
。
尼
僧
た
ち
は
約
二

十
人
の
子
供
た
ち
の
一
年
間
の
食
費
の
援
助
を
求

め
て
い
た
。
日
本
円
に
し
て
合
計
し
万
円
。
そ
れ

く
ら
い
な
ら
私
の
小
遣
い
か
ら
す
ぐ
出
そ
う
、
と

思
っ
た
と
こ
ろ
同
行
の
同
僚
が
つ
ぶ
や
い
た
。
今

そ
の
金
で
一
年
間
食
い
つ
な
い
で
も
次
の
年
は
ど

う
な
る
の
か
。
私
は
路
上
の
あ
の
子
供
た
ち
の
小

さ
な
手
を
思
い
出
し
た
。
そ
し
て
人
々
の
自
立
に

は
魚
を
あ
げ
る
よ
り
は
魚
の
取
り
方
を
教
え
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
思
い
知
っ
た
。
結
局
現

金
を
手
厦
さ
ず
、
尼
僧
に
は
自
立
の
た
め
の
事
業

実
施
を
提
案
し
た
。

　
人
々
の
真
の
自
立
奎
目
指
す
に
は
根
気
よ
く
共

同
で
活
動
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
「
ど
れ
だ
け
真

剣
に
私
た
ち
の
こ
と
を
考
え
て
く
れ
ま
す
か
」
。

そ
う
言
っ
て
路
上
の
子
供
た
ち
の
「
小
さ
な
手
」

は
、
安
易
な
支
援
を
し
よ
う
と
す
る
私
た
ち
の
態

度
を
試
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

川
平
和
財
団
総
務
課
長
を
経

て
、
平
成
７
年
拍
一
月
か
ら
現
職
。

4
3
歳
。
福
岡
県
出
身
。
東
京
都

国
立
市
東
２
ノ
2
3
ノ
1
4
。
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中
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法
学
部
卒
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日
産
自
動
車
、
笹

９

●

●



火種日

!.夕･ｆＵＩ

１９９７年(平威9年)３月２５日

乃Ir¶畢斤Ri･･､＿Lj

欄ｆ

Ｆ
’
ｉ

１９９７年(平成９年)４月２４日(木曜日)（タチyl）J聾1楽斤滴i太　灘星E7

●一

　
今
年
一
月
、
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
案

を
つ
く
っ
た
国
会
議
員
に
は
Ｎ

Ｐ
Ｏ
を
育
て
る
責
任
が
あ
る
」

元
売
春
婦
の
社
会
復
帰
教
育
、
．

エ
イ
ズ
Ｑ
予
防
教
育
、
貧
困
対

策
の
小
規
模
融
資
事
業
、
‘
地
域

一
Ｕ
Ｓ
Ｉ
闇
闇

を
視
察
し
た
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
知
る
人
ぞ

知
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非

営
利
・
非
政
府
組
織
）
先
進
国
」

で
あ
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
最
大
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
農
村
再

建
運
動
」
の
創
始
者
で
あ
る
フ

ー
ア
ン
・
フ
ラ
ビ
エ
ル
氏
は
保

健
大
臣
を
務
め
、
現
在
は
上
院

議
員
。
彼
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
政
府

と
の
盛
ん
な
人
事
交
流
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
組
織
運
営
、
現
場
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
運
営
、
そ
し
て
政
府

と
の
す
み
分
け
と
協
力
関
係
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
多
種
多
様
だ
っ
た
。
若
年

茂菅波

゛
‘
‘
ｓ
　
保
健
推
進
教
育
な
ぐ

j
g
　
p
あ
る
。

学
　
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
フ
ィ

こ
　
リ
ピ
ン
の
タ
ラ
ッ
ク

ー
　
州
の
国
際
協
力
事
業

ン
　

団
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の

ピ
　

母
子
保
健
プ
ロ
’
ジ
エ
｀

リ
　
ク
ト
吼
二
人
の
若

　
イ
　
手
医
師
を
派
遣
し
て

　
フ
い
る
。
そ
の
活
動
は

　
進
　
母
子
手
帳
、
教
育
ビ

　
知
　
デ
オ
、
そ
し
て
現
地

　
　
　
　
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
連
携
し

た
住
民
参
加
型
の
薬
生
協
が
特

徴
だ
。

　
母
子
手
帳
に
は
子
供
の
発
育

状
態
が
記
録
さ
れ
、
母
親
学
級

の
健
康
教
育
と
セ
ッ
ト
に
な
っ

て
い
る
。
ま
た
薬
生
協
は
地
域

住
民
に
流
通
経
費
と
利
益
を
除

い
た
価
格
で
薬
を
提
供
ず
る
。

現
在
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
薬
生
協
に
は

二
百
万
人
が
参
加
し
て
い
る
。

　
こ
の
視
察
か
ら
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

国
肇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
セ
ン

タ
ヽ
・
・
構
想
」
が
生
ま
れ
た
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
案
の
成
立
と
文
部
省
の

ボ
ー
フ
ン
テ
ィ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

化
に
備
え
、
主
と
し
て
教
職
員

と
学
生
を
受
け
入
れ
る
。

　
構
想
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
験
を
青
年
海
外
協
力
隊
、
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
、
現
地
の
活
動
現
場
で

行
う
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
現
地
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
組
織
運
営

と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
備
一
に
関
す

る
講
座
を
組
む
。
発
足
は
こ
と

し
八
月
、
最
初
の
場
所
は
も
ち

ろ
ん
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
あ
る
。

－
Ｉ
１
‐
―
自
－
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

　
　
（
す
が
な
み
・
し
げ
る
）
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協

議
会
）
代
表
。
医
療
法
人
ア
ス

カ
会
理
事
長
。
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い
よ
い
よ
今
回
で
私
の
担
当
も
最
後
と
な
っ

た
。
私
に
こ
の
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ

た
山
陽
新
聞
社
と
私
の
拙
文
を
根
気
よ
く
読
ん
で

く
だ
さ
っ
た
読
者
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
礼
を
申

し
上
げ
た
い
。

　
一
昨
年
の
阪
神
大
震
災
以
来
、
国
内
で
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
も

岡
山
を
本
拠
地
と
し
て
、
こ
の
数
年
で
そ
の
活
動

の
幅
を
大
き
く
広
げ
て
き
た
。
海
外
で
は
国
際
救

援
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
、
国
内
で
は
市
民
と
と
も
に
活

動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
拠
点
と
し
て
多
く

の
方
に
広
く
親
し
ま
れ
る
存
在
と
な
っ
た
。

　
従
来
よ
り
岡
山
豪
中
心
に
広
く
市
民
の
皆
さ
ま

か
ら
温
か
い
ご
支
援
を
頂
戴
（
ち
ょ
う
だ
い
）
し

て
い
た
が
、
特
に
最
近
で
は
岡
山
の
地
元
企
業
の

皆
さ
ま
か
ら
も
力
強
い
ご
支
援
を
頂
戴
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
や
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
信
販
会
社
、
銀
行
、

衣
料
メ
ー
カ
ー
、
自
動
車
販
売
金
社
等
そ
れ
ぞ
れ

の
企
業
の
特
徴
を
生
か
し
た
支
援
を
し
て
い
た
だ

岡山と共に

祐次近藤ＡＭＤＡ事務局長

尚尚ii
い
て
い
る
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
感
謝

し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
う
れ
し
い
の
は
地
元
企
業
の
方
か
ら
、

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
を
支
援
す
る
と
自
分
た
ち
も
元
気
に

な
る
と
い
う
声
を
聞
く
こ
と
で
あ
る
。
経
済
活

動
に
専
念
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
同
時
に
人
間

と
し
て
社
会
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
自
分
で
あ

り
た
い
、
何
か
し
ら
社
会
に
役
立
っ
て
い
る
自

分
で
あ
り
た
い
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
を
叉
援
す
る
こ
と
で

そ
れ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。

　
戦
後
五
十
年
。
世
界
に
平
和
痴
百
指
す
日
本
国

憲
法
栄
冠
き
、
‘
諸
外
国
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
廃

虚
の
中
か
ら
奇
跡
的
な
発
展
を
遂
げ
た
。
そ
の
経

験
を
基
に
、
こ
れ
か
ら
は
日
本
が
積
極
的
に
世
界

の
同
胞
へ
支
援
の
手
を
差
し
伸
べ
る
時
代
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
世
界
に
示
す
岡
山
の
人
道
援
助
の

心
。
皆
さ
ま
と
共
に
地
球
の
平
和
に
い
く
ら
か
で

も
貢
献
で
き
る
と
す
れ
ば
こ
れ
以
上
の
幸
せ
は
な

い
。

　
今
ま
で
世
界
各
国
を
訪
問
し
、
国
際
協
力
機
関

で
活
躍
す
る
数
多
く
の
人
々
と
出
会
っ
た
。
欧
米

先
進
国
の
政
府
援
助
機
関
、
民
間
助
成
財
団
、
開

発
援
助
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
国
連
等
の
国
際
機
関
、
そ
し
て

地
元
の
開
発
援
助
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
。
そ
れ
ら
の
人
々

の
多
く
は
国
際
協
力
の
現
場
に
入
っ
て
現
地
の
人

々
の
生
活
向
上
の
た
め
に
日
々
汗
を
流
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
ま
さ
に
頗
の
見
え
る
国
際
協
力
の
実

践
で
あ
る
。
　
　
’
。

　
彼
ら
は
そ
の
出
身
国
を
問
わ
ず
多
く
の
場
合
、

国
際
協
力
に
関
す
る
専
門
分
野
の
高
等
教
育
を
受

け
て
い
る
。
さ
ら
に
政
府
援
助
機
関
や
国
連
等
の

国
際
機
関
、
そ
し
て
国
際
的
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
培
っ
た
豊

富
な
現
場
経
験
を
持
っ
て
い
る
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
ｊ
（
政
府

開
発
援
助
）
大
国
日
本
と
言
わ
れ
る
わ
り
に
は
、

残
念
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
経
歴
を
持
っ
て
国
際
舞

台
で
活
躍
す
る
日
本
人
は
少
な
い
。

　
今
で
こ
そ
い
く
つ
か
の
大
学
で
国
際
協
力
に
関

ＤＡ国際大学ＭＡ

ＡＭＤＡ事務局長近藤祐次

ﾋ㈲白繭i

す
る
高
等
教
育
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

数
年
前
ま
で
そ
の
よ
う
な
教
育
の
場
は
日
本
に
は

な
か
っ
た
。
従
っ
て
日
本
人
は
こ
の
分
野
で
充
実

し
た
教
育
環
境
を
有
す
る
欧
米
諸
国
に
わ
ざ
わ
ざ

行
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
国
際
協
力
分

野
で
活
動
す
る
日
本
人
の
数
が
少
な
い
理
由
の
ひ

と
つ
が
あ
る
。

　
私
た
ち
は
今
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
大
学
（
仮
称
）
」

の
設
立
を
提
唱
し
て
い
る
。
理
論
的
教
育
の
み
な

ら
ず
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
世
界
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
現
場

で
実
践
的
活
動
を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
実

践
の
場
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
過
去
十
三
年
間
の
活
動
実

績
に
基
づ
い
た
財
産
で
あ
り
、
他
の
教
育
機
関
に

は
な
い
も
の
と
自
負
し
て
い
る
。
卒
業
し
た
ら
即

実
践
。
世
界
中
の
専
門
家
と
屑
を
並
べ
て
国
際
協

力
の
舞
台
で
活
躍
す
る
多
く
の
日
本
の
若
者
の

彊
。
道
は
遠
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
夢
に
向
か
っ

て
一
歩
一
歩
を
讐
実
に
踏
み
し
め
て
い
き
た
い
。
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A J　AMDA カードデスク

　　　　水　野　省　吾

　　　　　後世へ正の資産を

　私たちは､後世に生きるものの特権として過去の歴史を学ぶことができます｡例えば、い

まからおよそ100年前にあたる19世紀の90年代には、日清戦争（1894年）や米西戦争（1898

年）があり、日本は台湾を、アメリカはフィリピンとグアムとをそれぞれ占領し、他の列強

各国も植民地の拡大に躍起になっていました｡当時を生きた人々にとって､戦争は自国の発

展にとって正義の戦いと信じ､被征服民族の人権などはほとんど考慮されていませんでした。

しかしながら､帝国主義の結末はまことに悲惨なものとなり、人類は大量の死傷者と国土の

荒廃とを代償に歴史から「失敗」を学びました。

　さて､100年後の人々からみた現代とはどのような時代なのでしょうか？同時代を生きる

私たちにとっては、もちろん知る由もありませんが､私たちは後世へ確実に何かを残すこと

になります。そして、正の資産か､負の資産かは後世の人達の判断に委ねることになるわけ

ですが、例えどんなに小さくとも正の資産だけを残していきたいものです。

　このようなことをぼんやりと考えている時に阪神淡路大震災があり、そしてAMDAの活

動を知りました｡灯台下暗しとはこのことでした｡本当に身近なところで正の資産となる活

動が地道に行われていたのです｡早速､ＡＭＤＡの活動を支援することで着実に正の資産を

残していくための企画を練り、昨年４月、「AMDAカード」を発行するに至りました。

　現在､クレジットカード業界では､個々のお客様にキャッシュパック等の還元を行うサー

ビスが多くなっておりますが､実際にはひとりひとりのお客様への還元額はあまり大きいも

のではありません。しかしながら、それを合計した場合には、かなりの規模になります。そ

こで「AMDAカード」では個々のお客様に利益を還元させていただく代わりに、そのお金を

集約してAMDAへ活動支援金として寄付することにしました。おかげさまで、「AMDAカー

ド」は発行当初から各方面より大きな反響があり、これまであまり交流のなかった業種の

方々とも「AMDAカード」を通じてお会いすることができました。これもひとえにAMDA

の皆さまのご活躍の賜物であり、感謝しております。

　この４月で「AMDAカード」発行１周年を迎え、現在、ネパールの子供たちのために学校

を建設するキャンペーンを実施しておりますが、今後、ひとりでも多くの方々に「ＡＭＤＡ

カード」にご入会いただき、AMDAの活動の支援を通じて､地道でも着実に後世の人々に正

の資産を残せるよう、微力ながら精一杯努力していきたいと思っております。

◆４月ボランティア参加者

秋田ゆかり

井上　明美

片岡　清香

佐藤麻美

服部　　智

安田　朝里

荒武

入江

金子

杉本

藤井

矢吹

俊子

育代

真弥

　弓

逸子

友理

東京女子大学同窓会岡山支部

翻訳ボランティア

黒崎　光子　　　塩田　澄子

飯島　恵美

岩田　和子

黒瀬美砂子

竹原　弘記

本郷　順子

山寄　将臣

老人保健施設

秋本　信子

諏原日出夫

山地　礼子　　横山　　豊

宣京オフィス３・４月ボランティア参加者

大迫一佐知子　　岸谷　美穂　　　熊木　由美

　飯田　忠士　　　井口　　博　　　井口　恵子　　　石川　静子

　大野　　仁　　　大原　寛子　　　岡田　光史　　　小野田真弓

　黒田　純代　　　小山　典子　　　小見山奈美子　　後藤　豊実

　田代　寿安　　　寺坂　真人　　　寺坂　　円　　　廣田　陽子

　前原　りか　　　水野晋太郎　　　三原　祐一　　　三原　洋一

　若林　幸子　　　求人ジャーナル　　求人タイムス

すこやか苑　入苑者　　老人保健施設　すこやか苑デイケア通所者

　阿久根素子　　　江草　貴子　　　大橋　清美　　　勝田　吉彰

　中村万里子　　　廣田　陽子　　　堀　富士子　　　松本　美穂

福岡　美恵子　　ＡＭＤＡクラプ関東
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(亘自己)

　　ｓ上り乍務局のスタッフの大幅移動があり､それにともなって事務局内の大幅席代えが

ドャデニしたっ事務局に来られたお客様が､今までの定位置に違った顔ぶれで一瞬驚かれる

レノ毎態も、１ヵ月が過ぎてようやく落ち着いて来たようです。

　八万……ヽらぶ月にかけてはＡＭＤＡ支援の催し物、また駐日ネパール王国大使の事務局ご訪

回しテ]で行事等が目白押しで､ゴールデンウイークも休日返上という忙しさでした。そん

言牛コ寸jにＡＭＤＡ国際大学の構想に関して国会で取り上げられたという新聞記事が掲載

ご大士したが、この記事を受けて､国連広報センターより以下のような激励のお手紙が届き

　　　　　　　　　　　　　翻訳　諏原日出夫

－禰－－－－－■－■曙一輛■■輛－■－■■■■㎜●

　柱づ　菅波先生

　ぞぱ貴殿がＡＭＤＡ国際大学を設立されよう

としておられることに対して常々大きな関心

を抱いておりました。

　19％年にブロストガーリ賞を受賞され、そ

の後、貴殿がAMDA国際大学設置プロジェク

トを推進されていることは国連本部でもよく

知られております。

　本プロジェクトの意義は、学問的知識と技

術に加えて世界平和と国際協力促進、とりわ

けＮＧＯ支援に対する確固たる信念を兼ね備え

た人材開発にあると理解しております。

　そしてその意義は国連の使命に充分に対応

するものであり、コフィ・アナン氏が満場一致

で国連の事務総長として選任され、その数カ

月後に表明した重要項目と完全に一致するも

のであります。

　貴殿とAMDAの仲間の皆様が重要な責務を

果たされ、ご活躍されることを心よりお祈り

申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　敬　具

国連広報センター所長 J.P.Kavanagh
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小
杉
隆
文
相
は
三
日
の
衆
院

予
算
委
員
会
分
科
会
で
、
ア
ジ

ア
医
師
連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
、
本
部
岡
山
市
檜
津
）
が
国

際
協
力
の
人
材
を
養
成
す
る

　
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
大
学
」
（
仮

称
）
を
岡
山
県
内
へ
設
立
す
る

構
想
に
つ
い
て
、
前
向
き
に
対

応
す
る
意
向
を
明
ら
‘
か
に
し

た
。

　
民
主
党
の
中
桐
伸
五
氏
（
衆

院
、
比
例
）
の
質
問
に
答
え
た
。

文
相
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
け

で
な
く
、
（
救
援
活
動
な
ど
を

調
整
す
る
）
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
人
材
養
成
は
重
要
だ
と
考

え
る
。
（
人
材
養
成
に
つ
い
て
）

岡
山
で
具
体
的
な
動
き
が
あ
る

こ
と
を
認
識
し
て
お
り
、
大
学

設
置
構
想
に
つ
い
て
相
談
に
乗

り
、
内
容
を
聞
い
た
う
え
で
通

学
設
置
に
）
社
会
的
要
請
が
あ

り
、
必
要
が
あ
る
な
ら
ば
大
学

設
置
審
で
例
外
的
に
扱
っ
て
い

　　　ﾉISll“i

火曜日

ＡＭＤＡ

国際大学
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岡
山
県
内
へ
の
設
立
構
想

文
相
、
前
向
き
対
応
表
明

ｉ

切
に
対
応
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
さ
ら
に
、
雨
宮
忠
高
等
教
育

局
長
は
「
一
般
論
と
し
て
（
大

る
。
ま
だ
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
か
ら
構
想

の
内
容
を
聞
い
て
い
な
い
が
、

積
極
的
に
相
談
に
乗
る
）
と
答

え
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
構
想
で
は
、
大

学
は
「
国
際
貢
献
学
部
」
（
一

学
年
定
員
百
～
二
百
人
）
を
設

け
る
。
一
般
教
養
や
語
学
、
国

際
関
係
学
、
社
会
学
な
ど
の
ほ

か
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
生
か
し
、
難
民
キ
ャ
ン
プ

で
の
実
習
も
取
り
入
れ
る
。
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　続いては４月よりプロジェクトスタッフとしてＡＭＤＡに赴任

された伊藤さんをご紹介します。

　この度、本部事務局員として赴任しました伊藤英志（ふさし）

です。岡山に来る前は、在京の財団法人で働いておりました。

AMDAの活動は以前より興味があり、アフガニスタンでの調整

員募集の案内を見て応募してみました。しかしながら､紆余曲折

を経て､本部事務局への採用を提示され､岡山で暮らすことにな

りました。満員電車に乗らなくても済む通勤が何よりの救いです。

　近藤事務局長から耳にしていましたとおり､本部事務局の職場環境は多忙を極めています

が、仕事は全て自分自身のテクニックで進めていくところに、厳しさと面白さがあります。

自分の発案ですべき仕事と与えられる仕事との業務配分と優先順位の付け方次第で､その日

の行動が決まっていくという毎日です｡また､地元の方々との協力体制がしっかりしている

ＪﾊﾟＷ

　１９９７年(平成9年)５月

　乖斤

１４日

　
内
戦
が
終
結
し
た
旧
ユ
ー
ゴ

ス
ラ
ビ
ア
で
、
救
援
活
動
を
続

け
て
い
る
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協

議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
の
現
地
ス

タ
ッ
フ
が
十
三
日
、
岡
山
市
檜

津
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部
を
訪
れ
、

活
動
状
況
な
ど
を
報
告
し
、
支

援
を
呼
び
掛
け
た
。

　
訪
れ
た
の
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ボ

ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
サ

ラ
エ
ボ
事
務
所
の
ミ
レ
ン
コ
・

プ
レ
シ
ッ
チ
調
整
員
、
新
ユ
ー

ゴ
ス
ラ
ピ
ア
ペ
オ
グ
ラ
ー
ド
事

務
所
の
ミ
ラ
ン
・
バ
ス
ト
ヴ
ァ

ノ
ピ
ッ
チ
調
整
員
ら
旧
ユ
ー
ゴ

ス
ラ
ビ
ア
で
内
戦
後
の
救
援
活

動
を
行
っ
て
い
る
六
人
。

　
プ
レ
シ
ッ
チ
さ
ん
ら
は
「
内

戦
で
社
会
基
盤
を
す
べ
て
失
っ

て
し
ま
い
、
食
糧
も
十
分
で
は

な
い
。
技
術
訓
練
な
ど
一
刻
も

早
く
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る

よ
う
な
援
助
が
必
要
な
の
に
、

遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
な
い
の

が
現
状
」
と
報
告
。
継
続
し
た

食
糧
や
技
術
支
援
な
ど
を
訴
え

だ
。

　　　/ISlll¶

水曜日

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

現
地
ス
タ
ッ

″
本
部
を
訪
ね
訴
え
四

Ｉ
ゴ
に
支
援
を
・

ことが心強く惑じられます。

　本部内では事業推進局内で主にアジア

のプロジェクトを担当します｡担当国の

中でまだ訪れたことのない国がいくつか

あり、訪問の機会が来るのが楽しみで

す。また､ＡＭＤＡはアジア発のＮＧＯを

掲げているので､この職務を与えられて

身が引き締まる思いがいたします。

　私自身､タイ国チェンマイ市の一私立

大学に日本語講師としてある団体から４

年間派遣された経験があり、ＡＭＤＡか

ら海外へ派遣されたスタッフの気持ちを

想像するのは難しいことではありませ

ん｡今後とも現地からの要請にはすばや

く対応して､現地で安心していい仕事が

できるよう本部での努力を続けていく所

存です｡皆様からのご支援をよろしくお

願いいたします。

本部事務局事業推進局

国際医療協力 VOI.20

伊藤英志

N0.5 1997.
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こ
の
日
、
一
行
は
岡
山
市
役

所
や
県
職
員
労
働
組
合
、
岡
山

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
プ
ヘ
も
状
況

を
説
明
し
、
箪
刀
恋
呼
び
掛
け

た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
平
成
六
年
一

月
か
ら
、
国
内
三
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
組

織
し
た
日
本
緊
急
救
援
Ｎ
Ｇ
Ｏ

グ
ル
ー
プ
・
Ｊ
Ｅ
Ｎ
の
一
員
と

し
て
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ど
ア
で
医

療
、
教
育
、
生
活
改
善
、
職
業

訓
練
な
ど
約
四
十
の
難
民
、
被

災
者
救
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展

開
し
て
い
る
。
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以下の方々にご協力いただいています。ありがとうございます。（順不同敬称略、除く会員、４月末現在）

個人　　伊藤翼由美、大多和清美、申康守、大字　明、平野勝巳、後藤成子、奥山巌雄、山名克巳、秋田美乃枝、宮本　明、

岩淵千利、井上美由紀、福田守宏、浜　京子、森明男、佐藤昌子、高木史江、吉村菜穂子、石橋美奈子、若林頼男、渡辺敦子、

林　和生、苅野　貞、日下総史、田口瑛子、録野孝志、野尻京子、JII勝准一、加藤和子、川島正久、飯田鴻子、矢代静枝、

田中慧子、野口幸子、竹内七郎、高倉泰夫、宮崎朋子、斎藤茂雄、水上秀美、太田茂樹、岡本千草、藤田京子、江本千代子、

池上郁枝、町田房枝、大本紀美枝、金田芳一、前田尚子、豊福義一、土井利夫、伊藤誠基、長尾淑子、菅野真美、平井敬一、

富岡宏乃、鶴田光子、新倉美佐子、岡島隆子、佐藤信代、松井　翼、ｼ゛ﾙｼﾞヱｲ］ﾌ･･ｿﾝ、松木　豊、八重機美喜、乙幡和雄一義子、

佐藤光子、坂田　晏、松井恵子、牧野美乃枝

団体　　日本聖公会東京教区、聖アンデレ教会、三光教会、聖パウロ教会、聖テモテ教会、神田キリスト教会、葛飾茨十字教会、

聖ルカ教会、東京聖十字教会、小金井聖公会、神愛教会、立教学院諸聖徒礼拝堂、東京聖マリヤ教会、

目白聖公会、聖マルコ教会、藤田クリニック（東京）、高岡クリニック（東京）、住友海上火災保険（株）、興和新薬（株）、

三共（株）、グラクソ三共（株）、第一電工（株）、小林国際クリニック募金箱、いずみの会、（株）リプロ、

土屋眼科医院募金箱（山梨）、耳鼻咽喉科旱JII医院（神奈JII）、仁愛医院募金箱（埼玉）、高岡クリニック募金箇、

（株）エス一才一一エス・ジャパン、サンタ・マリア・スクール、（有）フラワーオート、なごや国際産婦人科・内科（愛知）、

高機クリニック（東京）、黒沢クリニック（神奈川）　（お名前を掲載しない方３０件）

じ雨口

大阪府国際交流財団（国際交流リーディング事業）、（財）電気通信普及財団（福祉、文化事業援助金）

ｌ
ｌ
・

Ｉ
Ｉ
』

－
－

●

ｆ●

ご寄付のお願い　当センターは寄付などにより運営されています。おいくらからでも結構です。

　ご支援よろしくお願い申し上げます。

会員募集　精神的、経済的に援助して下さる会員の方を募集しております。

　　痘センターはＡＭＤＡぐ塞翁麗山jとは会計が屑のため、紬症1.た合屋創建を股けております。

　　ＡＭＤＡ本部の会員ではございませ沁ので、お塵違えのないようお願いいたします。

　会費：個人会員　10　6､000円　／　団体会員　1020､000円

　　　　学生会員（高校、大学、専門学校生）　10　2､000円

　　　　ｼ≒ﾆﾌ会員（中学生以下）　　　　　　　10　1､000円

　４月より翌年３月までを１年間とする。何口でもけっこうです。

広告募集　年間12万円

以上詳細はセンター束京（03-5285-8086）までお問い合わせ下さい。ご協力をお待ちしております。

郵便振替こ００１８０－２－１６５０３　加入者名：ＡＭＤＡ国際医療情報センター

●晋口座（広告料のみ）ｔさくら銀行桜新町支店普通５３８５７１６

　　　　　　　　　　　　　口座名：ＡＭＤＡ国際医療情報センター　所長　小林米幸

　　－R.0WERA
　　禽舎禽舎舎　好評発売中　禽舎禽舎禽

　　り１ケ国語診察補助表」

　　9ケ国語対応１TI服薬指導の本」

　　各5,000円（送料別）

お申し込みは:AMDA国際医療情報センター

東京事務局酋O:3-5285-8086

　　　　日本全国引取り納車ＯＫ

新車中古車販売・車検・修理・板金・保険

自動車のことならお気軽に、御祖談下さい。

神奈川県藤沢市片瀬376 TEL 0466-26-7744
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内科（老人科）

慶成会

理学診療科

慶友病院
〒１９８ １柘京鼎S青1毎市大rl¶1－681番丿也

●入院のお問い合せ－TEL.0428(24)3020(代表)

　　　　院長大　塚　宣　夫

大鵬薬品工業株式会社

〒101東京都千代田区神田錦町1-27

外科　整形外科　形成外科　脳神経外科

肛門科　内科　泌尿器科

　。｡!凰l.。　随臥咽　農泉会　肖li

町谷原病院

〒194剱新鶴徊11523　　　110427-95-1668

限会社

リー薬局

リー薬局

リー薬局

宇路薬局

リー薬局

ミー薬局

オー薬局

都商会

　　　産婦人科　　　　心療内科ＯＢ／ＧＹＮ／ＰＹＣＨＯＴＨＥＲＡＰＹ

　　　　　伊鮭木クリニック

　　　　　ISEzAklwo繭EN’scLINlc

尋２３１横浜市中区伊勢佐木町３ -１０ ７

　　　　Ｋピル伊勢佐木２階
　　　ａ０４５（２５１）８６２２

内科・理学診療科

福川内科

クリニック

東成区東小橋3-18-3
　　(住友銀行鶴橋支店前)
ポンダービル4F　�●74－233S

　内科　　消化器科　　整形外科　　神経内科

藤豆路艦）

¨呈ご雪

昌言

ｼﾞこご

�214川崎市多摩区宿河原2-31-3

　　　雲044-933-0207

唇214川崎市多摩区菅6-13-4

　　　　S044-945-7007

唇214川崎市多摩区南生田7-20-2

　　　　昔０４４-９００-２１７０

唇211川崎市中原区小杉御殿町２-９６

　　　　Ｓ０４４-７２２-１１５６

�２１６川崎市宮前区有馬5-18-22

　　　　a044-854-9131

�242大和市西鶴間3-5-6-114

　　　　a0462-64-9381

唇242大和市中央5-4-24 S0462-63－161

｡Å お
手
本
は
、

自
然
の
な
か
に
あ
り
ま
し
た
。
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医療法人社団三回鶏卵ｸﾘﾆｯｸ

ぽ三好　彰
唇981-31仙台市泉区泉中央１－２３－６

ミナヨイ

酋０２２一
服０２２－

　
一
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s
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ＷＥ　ＳＵＰＰＯＲＴ　ＹＯＵ

全世界への格安国際航空券手配と販売

対応言語､笑語､ｽﾍﾟｲﾝ語､タガaｸﾞ語､タイ屠､韓国語､ﾍﾞﾝｶﾞﾙ語、
ヒンデｆ一語、ウルドウ語、マレー屠、インド本シア語、北京S
上海語、広東語、纂建語、客家路、ペルシア屠、ミャンマー碁、

アラカン屠、フラｙス語、日本語、２２言語に及.な

　　纏き畳付酋□3-3340一日745クロス新宿フライtsi&z;-　j

S¶悶?r7j!;･ ･i11111n
A
;;

A!X

へ

循環器科・内科・心臓血管外科

　iL　医療法人社団zai･

北光循環器病院

　　　院･長　太田茂樹

　　〒065札幌市東区北27条東8丁目

　TEL 011-722-1 1 33　FAX 01 1 -722-0501

条消化器科・外科・小児科条

Kobayashi　lnternationaI　Clinic

　　　　　　　小林國際医院　　づ

診療時間：　平日

昔
一
＠

休診日

月曜日～金曜日

9:15～12:00/ 14:00～17:00

　土曜日

9:15～13:00　　　　’I･

水曜日、日曜日、祝祭日

０４６２－６,３ －１３．８０

　神奈川県大和市西鶴間3-5-6-11a

に一犬　小田急江ノ島線・鶴間駅下車徒歩４分
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こ ・案・内

ＡＭＤＡ東京オフィス

　　ＦＡＸ番号変更

　　　５月６日より

　　03-5798-7133

お知らせ

会費、ご寄付、その他ご購人のための振込口座を下記銀行にも設けました。

従来の郵便局の口座かいずれかをご利用ドさい。

中国銀行一宮支店（普通）

第一勧業銀行岡山支店（普通）

口座番号　１２７２０１１

口座番号　１８１６９４７

口座名　AMDA

口座名　AMDA
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